




令和４年度　消防功労者消防庁長官表彰



近年、全国各地で、東日本大震災をはじ

めとする大地震、令和元年台風第15号、第

19号や線状降水帯による風水害、御嶽山、

草津白根山などの噴火災害など、大きな災

害が多発しています。群馬県では災害から

住民を守るため、「災害レジリエンスNo.１」

の実現を目指し、県土の強靱化や復元力の

強化に加え、ひとたび災害が発生した際の

避難所運営の充実強化などのソフト面への

対応も進めているところです。（公財）群馬県

消防協会としても、こうした県の取り組み

と足並みを揃え、住民の安全、安心向上に

努めるとともに、防災の中心である市町村

消防との連携を図っています。

今年は消防組織法が施行され、現在の自

治体消防が確立してから75年という節目の

年を迎えました。

この間、消防団は、自らの街は自ら守る

という郷土愛護の精神の下、消火活動は元

より、地震、火山、台風、豪雨など全国各

地で発生する災害に際し、常に住民の身近

において消防活動に従事し、市町村や常備

消防と協力し住民の安全、安心の確保のた

め、日夜、業務に邁進して参りました。

一方で、この10年間に団員数は全国では

約11％、本県においても約７％減少してお

り、団員の確保は全国共通の課題となって

います。また、若年層の割合が減少するな

ど団員が高齢化している現状の解消も課題

です。

かつては、地域住民の多くが自発的に入

団し活動していた消防団ですが、更なる減

少により最も懸念されることは、地域防災

力の低下です。

大規模災害時には、緊急消防援助隊を始

め、自衛隊の災害派遣、知事会による支援

など、広域応援体制が充実されているとこ

ろです。しかしながら、発災直後から状況

によって数日間は、地域住民の自助、共助

により対応しなければならないことが、こ

れまでの災害からも明かです。

東日本大震災や近年多発する豪雨災害等

において、消防団員の方々の献身的な活動

が迅速な救助の一翼を担うとともに、避難

誘導等により住民の支えとなっていたこと

からも、災害が多発化、激甚化している昨今、

消防団員の確保、消防団の活性化は必要不

可欠です。

巻 頭 言
「消防団　地域の安全安心の要！ 
活性化への取り組み」

公益財団法人　群馬県消防協会　会長　山本　一太

1 日本消防　2023.4



消防団員の減少には、社会環境や就労構

造の変化など、様々な要因があります。具

体的には、中山間地域では高齢化と人口減

少が進展していること、都市部においては

地域の交流が希薄化しており、極端な場合

は消防団の存在すら知らない住民さえいる

こと、消防団は訓練が厳しく上下関係が厳

格などのイメージが定着していることなど

が挙げられます。地域毎に多少の差異はあ

りますが、各消防団とも対策に苦慮してい

るのが実情です。

（公財）日本消防協会や総務省消防庁にお

いても各種施策を実行しており、昨年度に

は全国消防操法大会の実技の一部が見直さ

れ、操法の意義を踏まえた上で団員の負担

軽減を図るなど、全国的な課題への改善が

進んでいます。

当会においても、県、市町村、各消防本

部と協力して各種取り組みを実施している

ところです。江戸の町火消しに端を発する

とも言われる消防団は、長年の伝統や地域

性により様々な運営方針が見られるため、

支部が主体的に実施する活性化事業への助

成による支援を行っています。一方で、火

災予防運動や出初式などの各種行事や訓練な

ど共通する事業も多くあることから全県的に

必要な取り組みとして、情報共有や消防団の

イメージアップのための広報誌の発行やホー

ムページによるＰＲ活動を行っています。

群馬県では動画で視覚的に訴えることに

より、県民サービスの向上や群馬の魅力の

アピールを目的に県庁32階に動画スタジオ

「Tsulunos」を設置しました。県の取り組み

として、消防団の協力の下、県職員が撮影、

編集を行った動画「消防団に潜入取材」を連

載として「Tsulunos」から配信しています。

団員の生の声、郷土への熱い思いを広く届

けることにより、地域で住民の安心、安全

のため懸命に活動している消防団への理解

を広めています。更に消防団員の減少を食

い止めるためには、学生をはじめとする若

年層や女性など、幅広い層への入団促進が

求められていることから、大学の学園祭に

おいて展示ブースを設置し、現役の学生団

員や消防職員と協力してリーフレットや入

団促進グッズの配布などを行っています。

他に、令和２年度から消防学校に女性団員

科を設置し、必要とされる知識、技術の習

得に加え、市町村の垣根を越えた交流を図

ることにより女性消防団員の活性化を支援

しています。

消防団等充実強化法において「地域防災力

の中核として欠くことのできない代替性の

ない存在」とされている消防団は、従来から

地域に根ざし、その土地の気候や気質を踏

まえ、住民一人一人の防災意識の醸成等を

通じて、地域防災力の強化を担ってきまし

た。そして、現在もその精神は引き継がれ、

各地で御尽力いただいております。地域社

会の安全、安心に寄与するため、当会とし

ても県、市町村とともに消防団を支援して

参ります。
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地球規模の環境変化のもと、災害の様相が変化していることを視野に入れつつ、ピンポイント
的な局地的な被害対策を含めて、消防は、地域にあっては消防団が中核となり、常備消防との緊
密な連携のもと、地域防災力の充実強化を進め、地域の安全を守っていかなければならない。そ
のため、消防団員の福利厚生や消防団の装備等の改善を進め、消防団員の増員確保対策の推進等
により、消防体制の一層の強化を進める。また、令和６年５月末の竣工に向け、日本消防の総合
的な中核拠点となる新しい日本消防会館の建設を進めるとともに、日本消防防災情報センターの
開設、完成後の記念イベント等について本格的準備を進める。

令和５年度においても、新型コロナウイルス感染症の動向に十分注意しながら、各般の事業実
施に努める。

Ⅰ　公益目的事業
　　 公益目的事業として、次の事業（これらに付随する事業を含む。）を実施する。

１�．消防団員等の福祉厚生に関する事業並びに消防殉職者及びその遺族に対する弔慰救済に関
する事業

　⑴　消防団員等福祉共済事業［通年］
　　　�　消防団員等が死亡し又は障害を受けた場合等に、その家族の生活を守るとともに、消

防団員等の福祉を増進する総合的な共済事業を特定保険業として実施する。
　　　�　近年の消防団員の減少による掛金収入の減、コロナウイルス感染者の増加により、特

に令和４年度に顕著となった支払共済金の増により、厳しい運営を余儀なくされている
が、令和５年度は、そのような状況のもと、福祉共済事業の使命を果たすため、加入者
に対する必要な共済金支払いに支障が生ずることがないよう予算措置を講ずるとともに、
消防団員の福祉増進関連事業についてできる限りの措置を講ずることとする一方、消防
団の装備の改善等に対する協力については抑制措置を講ずることとする。

　　　�　大変厳しい事業運営となるが、そのようななかにあっても福祉共済事業の基本は維持
し、消防団員の福祉向上に最善の努力を尽くす。

　　①　消防団員の全員加入の推進
　　②　消防職員等の加入者増の推進
　　③　共済金の迅速な支払い
　　④　本共済への加入促進、加入者の事故防止に資する次の事業を附帯業務として実施
　　　・�　健康増進事業（季刊紙「いきいき消防」の発行、健康維持のための研修等の助成、都道

府県消防操法大会に対する助成金交付（別掲）等）

令和５年度事業計画
（公財）日本消防協会
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　　　・　大規模災害活動支援事業（消防団の大規模災害活動に対する支援等）（別掲）
　　　・　殉職消防団員等慰霊事業（全国消防殉職者慰霊祭［令和５年９月14日（木）］等）
　　　・�　加入促進等事業（消防資機材（車両）の交付事業、消防団活動事例集作成、女性消防団

員活性化大会等）
　　　・�　全国消防団応援の店事業（関係者の協力を得つつ、全国の消防団員をサービスの対象

にする「全国消防団応援の店」の取組みを推進）

　⑵　婦人消防隊員等福祉共済事業［通年］
　　　　婦人消防隊員等の福祉の増進を図るための共済事業を特定保険業として実施する。

２．大規模災害の被災地に対する見舞及び支援並びにこれらの斡旋に関する事業
　　　大規模災害活動支援事業［随時］
　　　�　大規模な災害の発生に際し、災害活動の情報収集にあたるとともに、被災地の消防団

へ災害対策支援金等を交付する。

３．消防活動等の表彰に関する事業
　⑴　優良消防団表彰等［令和６年３月８日（金）］
　　　�　全国消防団大会において、消防活動等に功績のあった団体及び個人を表彰するととも

に、消防防災に関する講演会等を併せて実施する。

　⑵　特別表彰［随時］
　　　　現場功労のあった団体・個人及び消防業務に特別に功労のあった者を表彰する。

４．消防防災に係る記念事業及び大会の開催に関する事業
　⑴　全国女性消防操法大会［令和５年10月21日（土）］
　　　�　全国の女性消防隊の消防技術向上と士気の高揚を図り、もって消防活動の充実発展に

寄与することを目的に、東京都江東区において開催する。
　　　　なお、大会前日に消防応援団のメンバーも参加し、激励交流会を開催する。

　⑵　全国女性消防団員活性化石川大会［令和５年11月16日（木）］
　　　�　女性消防団員相互の情報交流等を通じ、女性団員としての視点を最大限に活用して地

域防災力の向上に貢献することを目的に開催する。

　⑶　全国消防団大会（再掲）
　　　�　消防職団員等で、顕著な功労、功績があった団体又は個人に対する表彰等を行い、消

防職団員等の士気の高揚、強い団結力の醸成、ひいては地域の総合防災力の強化に寄与
することを目的に開催する。

　⑷　都道府県消防操法大会［通年］
　　　　都道府県ごとに開催される消防操法大会に助成金を交付する。
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　⑸　防災推進国民大会［令和５年９月17日（日）～18日（月）］
　　　�　内閣府、防災推進国民会議及び防災推進協議会の主催により神奈川県横浜市において

開催される「防災推進国民大会2023」に事業協力する。

５．消防防災に係る施設設備及び資機材の充実強化に関する事業
　　　消防団防災学習・災害活動車両交付事業
　　　�　平時は地域住民等に対する防災指導や防災学習に活用するとともに、災害時には人員

輸送や資機材搬送などにも使用できる車両を交付する。

６．消防団員等の教育訓練に関する事業
　⑴　消防団幹部等特別研修事業
　　①　消防団幹部特別研修［令和６年１月16日（火）～19日（金）］
　　　　�　各都道府県から推薦された消防団長又は副団長を対象に、指導者養成のための特別

研修を実施する。

　　②　消防団幹部候補中央特別研修［男性の部：令和６年１月31日（水）～２月２日（金）］
　　　　　　　　　　　　　　　　　［女性の部：令和６年２月14日（水）～２月16日（金）］
　　　　�　各都道府県から推薦された、将来の幹部として期待される消防団員を対象に、幹部

候補の育成を図るための研修を男女別に実施する。

　　③　消防団員指導員研修［随時］
　　　　　都道府県消防協会と連携し、消防団員指導員の養成を行う研修を実施する。

　⑵　地域の消防団実施セミナー［随時］
　　　　全国各地へ講師を派遣し、地域の消防団活動のあり方に関する講座を実施する。

　⑶　全国女性消防操法大会（再掲）

　⑷　全国女性消防団員活性化石川大会（再掲）

　⑸　都道府県消防操法大会（再掲）

７．地域防災を支える婦人消防隊、少年消防クラブ、自主防災組織等の活動支援に関する事業
　⑴　少年消防クラブ活性化推進事業［通年］
　　　　（一財）日本防火・防災協会が実施する少年消防クラブ指導者研修会の開催等に協力する。

　⑵　全国少年消防クラブ交流大会［令和５年９月16日（土）～18日（月）］
　　　�　消防庁主催による「全国少年消防クラブ交流大会」に協力する。（鳥取県米子市で開催予定）

　⑶　婦人消防隊員等福祉共済事業（再掲）
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８�．消防防災思想等の普及徹底及び情報の収集提供並びに雑誌図書その他の刊行頒布に関する
事業

　⑴　消防団情報提供事業［通年］
　　　�　ホームページの充実を図り、当協会の事業等の広報に努めるとともに、地域防災力の

向上に資するよう全国の消防団の活動状況に関する情報等を提供する。

　⑵　機関誌「日本消防」発行事業［通年］
　　　　機関誌「日本消防」を毎月発行する。

　⑶　ラジオ番組「おはよう！ニッポン全国消防団」［毎週］
　　　�　消防団活動を広報し、消防団員の確保等に資するため、消防応援団等の著名人をゲス

トに迎え、消防団員の出演によるラジオ番組「おはよう！ニッポン全国消防団」（全国30
局ネットによる毎週放送）を実施する。

　⑷　消防懇話室
　　　�　幅広い消防防災関係の方々に気軽に立ち寄っていただき、自由に意見交換ができるよ

う引き続き日本消防協会仮事務所内（６階）に消防懇話室を設ける。

９．防火防災訓練につき市町村が行う災害補償等の共済に関する事業
　　　防火防災訓練災害補償等共済事業
　　　�　市区町村及び組合が防火防災訓練の際における事故について損害賠償又は災害補償を

行う場合に、その負担をてん補することを目的とした共済事業を特定保険業として実施
する。

10．消防防災に係る調査研究に関する事業
　⑴　地震等防災対策委員会［随時］
　　　　現地調査を含め、地震等の災害対策のあり方について調査・検討を行う。

　⑵　消防団員確保対策等委員会［随時］
　　　　消防団員の確保対策のあり方等について検討する。

11�．都道府県消防協会及び消防諸団体の事業に対する協力並びにこれら団体の相互連絡に関す
る事業

　　�　都道府県消防協会のほか、殉職消防職団員等の子弟の育英事業を行う公益財団法人消防
育英会、消防職団員の福祉厚生の一翼を担う生活協同組合全日本消防人共済会、民間防火
組織の育成や防火・防災思想の普及を行う一般財団法人日本防火・防災協会、消防殉職者
のご遺族の連絡組織である全国消防殉職者遺族会等に対し、事業協力を行う。［通年］
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12．消防防災に係る国際協力に関する事業
　⑴�　日本国内及び海外での新型コロナウイルス感染の収束状況をみながら、次の事業を実施

する。
　　①　日中韓消防交流事業
　　　ア　第36回日中消防協会定期協議会（中国）
　　　イ　第34回中国消防視察
　　　ウ　第12回日中韓消防協会会議（中国）
　　　エ　中国消防協会研修視察団の受入れ

　　②　消防国際交流事業
　　　　�　海外消防事情調査やCTIFの会議等に参加するなど、海外の消防機関との情報交流

等を実施する。
　　　ア　CTIF女性消防委員会会議（スイス）
　　　イ　CTIF総会（オーストリア）
　　　ウ　海外消防事情調査（アメリカ）

　⑵　消防車両等国際援助事業［通年］
　　　�　開発途上国の消防力の充実強化と友好親善を促進するため、日本国内の中古消防車両

の無償援助を行う。

13．消防団員確保対策の推進等による消防体制の一層の強化
　　�　消防団員の減少傾向をとどめ、団員の増員確保を進めるよう、必要な対策の推進を図り、

日本消防の一層の体制強化を進める。

Ⅱ　収益事業
　　 引き続き、公益目的事業の補完的役割を担う次の収益事業を実施する。

１．ヤクルト本社ビルに開設したニッショーホール及び会議室等を提供する事業［通年］
　　�　ニッショーホール及び会議室の利用率の一層の向上に努め収益の確保を図るとともに、

公益目的事業を安定的に実施していくための基盤となる日本消防会館の改築等に必要な財
源の確保に努める。

２．消防防災に関する出版物や物品を販売する事業［通年］
　　　消防防災に関する出版物及び物品類の販売促進に努める。

３．消防団員等を対象とする積み立て方式の年金事業［通年］
　　�　消防個人年金事業についてさらなる加入促進を図り、消防団員等の老後の生活の安定と

福祉の向上を図る。
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近年、消防団員の減少傾向がつづいていますが、令和４年４月の消防庁調査、10月の日
消調査では、対前年、いずれも２万人以上の減で、とうとう80万人を下まわることとなり
ました。

若い人の入団数減少が明らかなのですが、何故そのような事態となったのか。消防団も
市町村も入団促進に努力しておられるのですが、若い人等の消防団に関する知識、消防団
の重要性に対する認識が十分でないようですね。

これは、消防団にとっても、地域の防災体制にとっても大変なことですので、日消とし
ても、全国の消防団の皆さんと力を合わせて団員の増員確保をめざした取り組みを進める
ため、日消内に、各ブロック代表の副会長さんと団員確保対策委員会委員長等による団員
確保対策推進本部を設置し、令和４年６月は、「消防団員確保対策の推進―消防団に入って
みようかなと思う人のさらなる増加を―」という意見を決定して、関係方面に実現をお願い
しました。この意見は、一般の皆さんの消防団活動への信頼が一層高まり、消防団の重要
性に対する認識が高まるように消防団の装備の充実等を申しあげた総合的な内容のもので
すが、全国の消防団の皆さんから強いご要望がある消防団のPRの充実を強調しました。

このような働きかけをしているうちに、消防団だけでなく、女性防火クラブのメンバー
も大巾に減少していることが明らかになりました。かつては優に200万人おられたのに、
今は107万人、もう100万人を下まわりそうになっています。このような状況は、消防団が
中核となる地域防災体制の維持にも関わりがあり、地域防災体制全体に関わる状況として
問題視しなければならないかと思われます。

一方、消防団員減少については、国会議員の方々も重大視して下さるようになっており、
自民党消防議員連盟でもとりあげて頂き、日消としても発言の機会を頂くようになりまし
た。そこで、消防団員の増員確保を中心としながら、地域防災体制全体へのご関心を頂く
ようにするとともに、テレビ放映による消防団のPRでは地域活性化の取組み等のなかで消
防団への入団があり、消防団員が地域社会のなかでも重要な活動をしている存在、いわば
消防団と地域とは密接不可分、一体のものであることを意識して取り扱って頂くようにと
いうこと等を申しあげさせて頂き、また、新しい日本消防会館は消防団PR等の面でも活用
すること等、本当にいろいろ申しあげさせて頂いています。

消防団員確保は、ご苦労なさっている皆さんがよくご存じのように簡単ではありません
が、国、地方公共団体を含む国民全体の総力で取り組まなければならないでしょう。皆さん、
ご一緒にがんばりましょう。

日消の動き

消防団員増員確保をめざして
（公財）日本消防協会　会長　秋本敏文
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ラジオ番組「おはよう！ニッポン全国消防団」
前田一浩　消防庁長官　出演

（放送日　令和5年４月１日（土）又は２日（日））
（公財）日本消防協会

ひろたアナ：�「おはよう！ニッポン全国消防
団」、今日のゲストは消防庁長
官の前田一浩さんです。おはよ
うございます。

前 田 長 官：�おはようございます。消防庁長
官の前田です。よろしくお願い
します。

ひろたアナ：�早速ですがラジオをお聞きの皆
さんに消防庁がどんなお仕事を
されているところか教えて頂け
ますか。

前 田 長 官：�消防は、地域の皆様が安心して
暮らせる安全な地域づくりを担
う市町村の重要な仕事です。現
在、全国で17万人の消防職員、
78万人の消防団員、合わせて約
95万人の消防職団員が、活動し
ておられます。日々、消火活動
をはじめ、火災等の警戒・予防、
救急、自然災害、事故、テロ災害、
これらの災害で被災された方々
の救助まで、幅広い業務を担い、
地域の安心・安全を守っていま
す。私たち総務省消防庁は、そ
の現場の皆様を支えるための制
度づくりや支援を行っています。
�また、大きな災害が発生した場
合、地元や県内の消防機関だけ
では対応しきれないことがあり
ます。こうしたとき、「緊急消防
援助隊」という全国からの応援
部隊の派遣や調整など、いわば
大災害対応の司令塔としての役
割も担っています。 

ひろたアナ：�とても大切なお仕事なんですね。
昨年度も地震や台風をはじめ各
地で大きな災害がありました。
そのような時、消防団員の皆さ
んはどのような活動をされたの
でしょうか。 

前 田 長 官：�昨年度を振り返ってみると、６
月の石川県能登半島を震源とす
る最大震度６弱の地震のほか、
８月の大雨特別警報が発令され
た豪雨、９月には相次ぐ台風の
襲来など、自然災害に見舞われ、
大きな被害が発生しました。
�消防団員の皆様は、自ら被災し
た方もいらっしゃる中、いち早
く現場に駆け付け、住民の避難
誘導や救助、また、地域の巡回
や避難所の支援など、昼夜を分
かたず精力的に活動していただ
きました。

 
ひろたアナ：�消防団員の方が命がけで活動を

してくださったんですね。こう
した消防団に対する、消防庁と
しての最近の取り組みにはどの
ようなものがありますか？

前 田 長 官：�地域を災害から守っていくため
には、消防団員の力が必要です
が、消防団員の総数は残念なが
ら減少傾向が続いています。こ
のため、総務省消防庁では、ス
ピード感を持って、地方公共団
体と一緒に様々な対策を進めて
います。
まず、幅広い住民の皆様の入団
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を促進するため、これまで毎年
１月から３月に実施していた消
防団員入団促進キャンペーン
を、今年度から１年を通して行
うこととしました。YouTube
や電車内モニターでの動画の配
信に加え、GWや夏休みなどの
長期休暇期間にショッピング
モール等で入団促進イベントを
行うなど、若者の皆様に消防団
を広く知っていただく機会を増
やしてまいります。合わせて、
消防団におけるデジタル技術の
推進、子ども連れでも活動でき
る消防団の環境づくり、企業・
大学等と連携した消防団加入促
進など、社会環境の変化に対応
した消防団運営を支援しており
ます。そのため、このような先
進的な取り組みを全額国の予算
で支援する「消防団の力 向上モ
デル事業」を昨年度に引き続き、
今年度も実施してまいります。
�この他にも、女性や学生をはじ
め様々な方が参加しやすくなる
よう、大規模災害時など、一部
活動だけ参加できる機能別団員
制度や、消防団に協力的な事業
所を認証する制度など団員数の
減少に歯止めを掛ける様々な取
り組みを行っております。 

ひろたアナ：�本当に様々な取り組みをされて
いるんですね。この番組は消防
団の方も聞いていらっしゃいま
すよ。ラジオをお聞きの消防団
員の皆さんにメッセージをお願
いします。

前 田 長 官：�全国の消防団員の皆様が、それ
ぞれお仕事をもちながら、「自分
たちのまちは自分たちで守る」
という高い使命感の下に、一致
団結してご尽力いただいている
ことに、改めて、心から敬意を
表し、感謝申し上げます。
我が国は、毎年、様々な自然災
害に見舞われています。こうし
た災害時における消防団への期

待はたいへん大きく、消防団は
地域防災力の要であり、中核で
す。今後とも、地域の安心・安
全の確保のため、より一層の御
活躍をいただきますよう、よろ
しくお願いします。私たち総務
省消防庁も、全力で応援します。 

ひろたアナ：�では最後に全国でこの番組を聞
いていらっしゃる方にもお伝え
したいことはございますか？

前 田 長 官：�大きな自然災害は、いつでもど
こでも起こりえます。今後とも、
私たち行政が防災対策の充実に
不断の努力を続けることはもち
ろんですが、行政の対策のみで
は、やはり限界があります。
国民の皆様のお一人おひとり
が、「自分の命は自分で守る」と
いう意識を強く持っていただ
き、ご自身の判断で必要な避難
行動を躊躇なくとっていただ
く、という住民主体の取り組み
が重要です。私たち行政は、そ
れを全力で支援します。
そのためには、まずは、皆様お
住まいの地域のハザードマップ
を確認いただくなど日頃から、
防災に対する意識を高めていた
だきながら、地域の防災リー
ダーである消防団や自主防災組
織の方々と連携を深めていただ
ければと思います。
また、日頃から地域の安心・安
全を守るため活動している消防
団というものに、是非、興味と
関心を持っていただき、学生の
方、女性の皆様を含め、一人で
も多くの皆様の、消防団へのご
参加をお願いします。

ひろたアナ：�「おはよう！ニッポン全国消防
団」、今日は、消防庁長官の前田
一浩さんに、お話を伺いました。
前田さん、ありがとうございま
した。

前 田 長 官：�どうもありがとうございました。
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１　はじめに
岩見沢地区消防事務組合岩見沢消防団

は、令和５年３月３日ニッショーホール
で開催されました「第75回日本消防協会定
例表彰式」におきまして、最高栄誉である
特別表彰「まとい」を受賞いたしました。

全国の消防団の中から「まとい」を受賞
できましたことは、岩見沢消防団にとり
まして大変名誉なことであり誇りとなり
ました。今回の受賞は、いついかなる時
も住民に寄り添い、献身的な消防団活動
を実施していた団員と、永年にわたって
地域を支えてきた諸先輩方、そして団員
家族の理解の賜物でございます。

岩見沢消防団を見守っていただいた地
域の皆様と多くの消防関係者の皆様に深
く感謝申し上げます。

２　岩見沢市の紹介
岩見沢市は、人口76,753人（令和４年12

月31日時点）、面積481.02㎢。北海道の中
心部に位置し、交通の要衝として発達し
ました。自然豊かな北海道の大地で作ら
れた玉ねぎや白菜は、全国各地へ出荷さ
れ多くの方に喜ばれております。

岩見沢市を代表とするお祭りの一つと
して「いわみざわ百餅祭り」があります。
直径2.2メートル重さ5.5トンの世界最大の
大臼を用いた餅つきは迫力満点で出来上
がったお餅、1,200食分をお汁粉にして皆
様に食べていただきます。このお餅を食
べた方は100歳以上元気に暮らしていける
との伝説が代々伝わっています。

いわみざわ百餅祭り

いわみざわ公園バラ園では約４ヘク
タールの園内に約750種、8,700株のバラ
やハマナスが植えられ、６月下旬から10
月下旬ころまで色とりどりの花を咲かせ、
訪れる方たちを和ませています。

いわみざわ公園バラ園

映画の舞台にもなった宝水ワイナリー
では、土地の風土を生かしたワイン造り
をおこなっており、雪深い大地に育つブ
ドウの透明感のある味わいを生かした爽
やかな味わいのワインは多くのファンを
獲得しております。

３　岩見沢消防団の沿革
岩見沢消防団の歴史は、明治27年に有

志により私設消防組を設立、手押しポン
プを一台購入し火災防御の任に当たりま

特別表彰「まとい」を受賞して

「地域と密着し寄り添い守る」「地域と密着し寄り添い守る」
北海道岩見沢地区消防事務組合 

岩見沢消防団　団長　仁志　正樹
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利を確保しています。
また、岩見沢消防団は平成23年に女性

分団が発足し、きめ細やかな気づかいと
優しさで防火啓発活動を実施しています。
女性分団の活躍により、さらに親しみや
すい消防団に成長したことを市民の皆様
にも喜んでいただいています。

このように災害では昼夜を問わず出動
し、平常時は街の安心安全を守るため献
身的な活動を実施しています。

５　おわりに
災害が多種多様化しており、市民が消

防団に求める役割はより広範囲になって
いくものと思われます。消防団員数は全
国的に減少傾向にあり岩見沢市でも例外
ではなく課題は多くありますが、この賞
を誇りとし、市民に一番近い消防機関と
して日々精進してまいります。このたび
の受賞にあたり格別なご高配を賜りまし
た、日本消防協会、北海道消防協会をは
じめ、岩見沢消防団を常日頃支えていた
だいている皆様に深く感謝申し上げ受賞
のご挨拶とさせていただきます。

した。その後、警防団そして消防団に改
組し昭和47年４月１日岩見沢地区消防事
務組合が設立されました。組合設立当初
は岩見沢市、栗沢町、月形町、北村の１
市２町１村でしたが、平成18年に岩見沢
市、栗沢町、北村が合併し、現在は岩見
沢市と月形町の１市１町の組織となりま
した。消防団は平成20年に岩見沢消防団、
栗沢消防団、北消防団が統合し現在の岩
見沢消防団となりました。

４　岩見沢消防団の活動
４月の辞令交付に始まり、ポンプ操法

と規律訓練を消防職員から直接指導を受
ける現地教育訓練、多くの来賓や市民の
方に日頃の訓練成果をお披露目する消防
演習、春・秋の火災予防運動時に消防車
両にて防火広報、一般住宅を訪問し防火
指導をするなどの市民に対しても積極的
に防火活動を実施しています。そして、
年の初めには伝統行事であります出初式。

春には新人団員を対象に消防団員とし
ての基礎を習得する消防団員基礎講習を
実施しています。

演習時放水訓練

火災時は消防職員の後方支援として
ホース延長や水利の確保等を実施し、水
害時は、内水の氾濫を防ぐため、農業用
トラクターを動力とする大型排水ポンプ
を使用して排水活動を実施しています。

冬は全国的に有名な大雪で、災害時に
水利が雪で埋もれ使用できなくならない
よう、極寒のなか、自分の身長よりも高
い積雪で埋まった消火栓等を除雪し、水

大型排水ポンプでの排水活動

消火栓除雪
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１　はじめに
関東平野の北、栃木県の南東部になだら

かに広がる益子町。総面積は89.4㎡、総人
口21,160人（令和５年１月１日現在）となっ
ており、町の西側を小貝川が北から南へと
流れ、その両岸の平野部が町の大半を占め
ています。町の南部は茨城県と県境を接し、
風光明媚な丘陵地となっています。四季
折々の自然とゆるやかな起伏の山に育まれ
たこの土地では、やきものの原料となる良
質の陶土を産出します。手のひらで包むと、
土のぬくもりがじんわりと伝わってくるや
きものは、町の代表的な伝統工芸のひとつ

「益子焼（陶芸）」として、日本のみならず、
海外にも知られるようになりました。また
民芸運動の拠点として、昔から内外の陶芸
家を受け入れてきた進取の気性に富む土地
柄も大きな魅力です。

また、春・秋に開かれる陶器市は延べ
60万人の観光客で賑わいます。このほか、
芦沼獅子舞や妙伝寺雅楽、八坂神社御神
酒頂戴式などの民俗芸能、西明寺三重塔
などの国の重要文化財を含む歴史建造物
が残る歴史かおる町です。

２　益子町消防団の紹介
益子町消防団は、消防団長をはじめ副

団長及び３分団15部で構成されています。
団員数は217名（条例定数219名、令和５

年１月１日現在）で、運用資機材は、消防
ポンプ自動車12台、小型動力ポンプ付積
載車３台、資機材車１台であり、町民の
安心安全のため、日夜活動しています。
令和４年度はコロナ禍の影響により、２
年間中止となっていた町消防操法大会が
開催されました。小型ポンプの部につい
ては、全国消防操法大会にも出場し、町
消防団としては３大会連続出場（第26回大
会ポンプ車の部では優勝）を果たすことが
できました。応援やご指導いただきまし
た関係者の方々の多大な協力があったこ
とはもちろん、限られた時間の中で、た
ゆまぬ努力を重ねた団員の高い志があっ
たからであると考えております。

３　消防団の活動
益子町消防団の活動は、１月の文化財

防火訓練に始まり、４月には消防団各部
の部長・班長・新入団員を対象とした研
修会や礼式訓練、６月には夏季点検、町
消防操法大会を行っています。10月には
町内全域に総合防災訓練が行われますが、
消防団においては、自主防災組織や地域
住民と共に避難誘導訓練、消火訓練・救
助方法の指導と訓練を行い、防災力向上
と防災意識の高揚に努めています。11月
には規律動作競技会、12月には通常点検、
年末特別警戒があります。

栃 木 県

「歴史と陶器のまち 
益子を守る」

益子町消防団　団長　法師人　和哉
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ります。
私達消防団員は、防災活動はもとより、

地域若手リーダーとしてこれまで以上に
心身の鍛錬と技術の向上に努め、美しい
里山と、古い歴史に支えられたふる里益
子を守り、協働の精神を持って、明るく
元気なまちづくりの力になりたいと考え
ております。

４　おわりに
近年、全国各地で異常気象によるゲリ

ラ豪雨や竜巻、さらには台風等が頻繁に
起こっており、広域災害における消防団
の重要性が高まっております。また、地
域社会における連帯の強化と災害時の自
衛意識高揚は、昨今、急速に進む高齢化
社会おいて必要不可欠なものと感じてお

全国消防操法大会

規律動作競技会
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１　亀岡市の紹介
亀岡市は、京都府のほぼ中央に位置し、

四方を山に囲まれ、中央部を保津川が流
れる山紫水明の地で、昭和30年１月、京
都府で７番目の市として誕生しました。
「京の奥座敷」や「京の穀倉地帯」ともた

とえられる本市は、保津川下り、トロッ
コ列車、湯の花温泉の三大観光をはじめ、
ラフティング、パラグライダーといった
アクティビティや明智光秀公が治めた丹
波亀山城下町など、多彩な魅力を秘めて
おります。

また、令和２年には、「サンガスタジア
ム by KYOCERA」が竣工しました。当ス
タジアムは、収容人数21,600人を有する、
サッカー、ラグビー等の専用球技場であ
り、亀岡駅の東側に位置しております。
昨年、12年ぶりにJ1昇格した京都サンガ
F.C.のホームスタジアムとして活用される

ほか、サッカーやラグビー等の国際試合
が開催可能なスポーツ施設でもあり、音
楽や地域振興の催し物など、府内最大級
のイベント会場としても府民の皆さまか
ら大きな期待が寄せられております。

２　亀岡市消防団の紹介
亀岡市消防団は、昭和30年１月１日、

亀岡市の市制施行に伴い、16町村消防団
が合併し、誕生しました。

現在は、１本部、19分団、37部で構成
されており、条例定数は900名で令和５年
１月１日現在877名（男性849名、女性28名）
の団員で活動しております。

主な装備として、団本部積載車１台、
団本部多機能車１台、消防ポンプ自動車
１台、小型動力ポンプ積載車49台が配備
されており、224.8㎢という広大な面積を
持つ亀岡市を守備しております。

京 都 府

「市民の安全・安心を守る
という使命のもと」

亀岡市消防団　団長　田井　浩二

ラッパ隊訓練の様子亀岡市消防出初式
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う機関表彰の最高位である「日本消防協会
特別表彰（まとい）」を受賞しております。
そして、平成30年７月豪雨では、昼夜を
分かたず水防活動に従事した功績が認め
られ、平成31年２月に「水防功労者国土交
通大臣表彰」を受賞、令和元年９月に「防
災功労者内閣総理大臣表彰」を受賞してお
ります。

４　終わりに
近年は、コロナ禍の影響により、長期

にわたる消防団活動の中止と行事の規模
縮小により、団員の士気の低下や亀岡市
消防団全体の連携不足による消防力の低
下が懸念されました。そのような状況下
でも、新型コロナウイルス感染拡大防止
に努めながら各分団で工夫をして訓練に
励み、火災等の災害に備えて参りました。

今後も、地域防災の要として、あらゆ
る社会情勢に対応しながら「自分たちのま
ちは自分たちで守る」という郷土愛護の精
神のもと、より一層消防団活動に専念し、
市民の安全・安心を守る所存であります。

また、ラッパ隊を有しており、出初式
等の式典において演奏され、消防団員の
規律の維持及び士気の高揚を図っており
ます。

３　亀岡市消防団の活動
亀岡市消防団の主な活動は、年間の事

業計画に基づき、各種訓練等を実施して
おります。

１月の消防出初式では、式典から始ま
り、徒歩部隊、消防団車両での市中行進、
そして市民の憩いの場である南郷公園で
一斉放水を実施し、「火災ゼロ」の１年とな
るよう誓い合います。

春と秋の火災予防運動期間中には、消
防車両による防火広報や防火チラシの配
布などを行い、かけがえのない生命と財
産を守る活動に取り組んでおります。

消防団活動の基本となる訓練において
は、年度当初に行われる新幹部及び新入
団員を対象とした各種教養訓練のほか、
合同操法訓練、水防訓練、夏期訓練など
を実施し、消火活動、水防活動の技術向
上及び消防団員としての厳正な規律の修
得に努めております。

そして、隔年で開催される全国消防操
法大会に向けた操法訓練にも励んでおり、
各分団は全国大会への出場を目指して競
い合っております。また、亀岡市唯一の
女性団員で構成されているつつじ分団は、
令和５年度に開催される全国女性消防操
法大会に京都府代表として出場予定であ
り、上位入賞に向けて日々訓練を重ねて
おります。

亀岡市消防団の主な表彰歴につきまし
ては、平成13年２月に日本消防協会が行

亀岡市消防操法大会
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１　新富町の紹介
新富町は、宮崎県沿岸部のほぼ中心に

位置し、町域は南北約９㎞、東西７㎞で、
総面積61.53㎢です。明治22年の市制町村
制施行の際、上富田、下富田、日置、三
納代の４つの村が合併して富田村が、伊
倉村・新田村が合併して新田村が誕生し
ました。その後、昭和34年には富田村と
新田村が合併し、新富町となり現在にい
たります。

地勢としては、県都宮崎市及び西都市
に隣接し、海・河・台地に囲まれた自然
豊かな町で、１日の日照時間が長く、年
間を通じて快晴日数も多く、温暖な気候
に恵まれ、良質な水も豊富にあります。
その自然を生かし、町の主要産業は農業
で、農地面積は畑約2,210ヘクタールで水
田地帯では稲作・施設野菜、畑地帯では、
甘藷・茶・洋らん等の栽培、養鶏・肉用牛・
酪農など畜産が盛んで「野菜と畜産の町」
として県下に誇る農業の町となっており
ます。また、町の中央部の台地には、航
空自衛隊新田原基地があり、国土防衛の
要として、貴重な役割を担っています。

２　新富町消防団の紹介
新富町消防団は、昭和34年に団員条例

定数612名、１本部４分団26部で誕生し、
現在は団長、副団長、分団長7名の属する

団本部を筆頭に、女性部、ラッパ隊、４
分団16部の体制となっております。令和
４年４月１日時点の団員数は定数329名

（うち60名は機能別消防団員）に対し、基
本団員271名、うち女性消防団員は８名、
機能別消防団員22名です。女性部、機能
別消防団員を令和３年４月に発足し、多
機能で幅広い消防活動を推進していると
ころです。

消防団車両は、水槽付き消防ポンプ自
動車１台、消防ポンプ自動車２台、小型
動力ポンプ付き積載車14台、指揮広報車
１台の計18台を用いて、住民の生命と財
産を守るために日々活動しています。

３　新富町消防団の活動状況
新富町消防団の活動は、４月の辞令交

付式から始まり、操法大会、夏季訓練大会、
火災防ぎょ訓練、消防始式、火災予防週
間や年末特別警戒の広報活動等を年間通
して行っております。しかし近年では、
新型コロナウイルス感染症の影響で、団
の活動を制限せざるを得ない状況となり、
様々な行事等が中止となってきました。
そのような中でも、火災・災害はいつ起
こるか分かりません。町の防火防災力、
団員の士気低下を防ぐために様々な訓練
に取り組んで参りました。今まで団とし
て培ってきた消防の知識を後世にしっか

宮 崎 県

「自分たちのまちは、 
自分たちで守る」

新富町消防団　団長　宮脇　国宏
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「コロナ禍だから」と悲観せず、できる
ことをしっかり行ってきたことで、改め
て消防団の意義を再確認することができ、
地域の防火防災のリーダーとしての礎を
再構築できる時間となりました。

４　おわりに
全国的ではありますが、新富町でも人

口減少や生活体系の変化から団員確保が
困難な状況となっております。また、近
年消防団を取り巻く社会環境も変化しつ
つある中で、全国各地で災害が多発・激
甚化してきており、地域からの消防団へ
の期待は年々高まっています。今後はさ
らに地域防災組織などとの連携が必要不
可欠となり、消防団に求められるものも
大きくなることが想定され、団員一人一
人の防火防災の意識を一層高めていかな
ければならないと感じております。

あらゆる災害で消防団の大きな力が求
められていることから、これからも様々
な訓練を通して知識・技術を習得し、「自
分たちのまちは、自分たちで守る」の精神
をしっかりと持ち、地域防災の要として
精進して参ります。

り引き継ぐために、防火防災力の向上を
目的として、ベテラン団員が若手団員へ
知識・技術を伝えるホース連結訓練を実
施したり、多様化する災害に備え、チェー
ンソーやエンジンカッター等の資機材の
使用訓練にも力を入れて参りました。こ
のような訓練のおかげで、コロナ禍であ
りながら団の結束力は高まっていると感
じております。

また近年では、南海トラフ巨大地震を
想定した机上訓練を行い、大規模災害で
は自らの命、家族の命を守ることを念頭
に、消防団の役割・求められる行動等を
学んでいます。

その他にも、地区や高齢者施設での防
災訓練、子ども会の防災イベントにも積
極的に参加し、地域に根差した活動も行っ
ております。

南海トラフ巨大地震を想定した机上訓練の様子 新富町消防操法大会の様子

「子ども会防災フェスタ」時の背負い式水のう消火体験
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１．はじめに（山形市の紹介）
山形県は、東北地方の横顔の形をした

県で、山形市は耳のあたり、中核市であ
る山形市は、春はサクランボ、夏は「閑さ
や岩にしみ入る蝉の声」と芭蕉が読んだ静
寂な山寺。秋の川原を賑わす芋煮会では、
6.5ｍの鍋を使った「日本一の芋煮会」は
３万食を調理。冬はスノーモンスター（樹
氷）が神秘的な蔵王。四季折々の、自然・食・
温泉などが楽しめます。

また、山形市は災害の少ない地域で、
ほぼ無いといっても良いくらいです。穏
やかな過ごしやすい街ですので、防災に
関してちょっと油断している街ともいえ
ます。

２．山形市女性消防隊の紹介
山形市女性消防団は、本部付機能別消

防団として、地域を問わず隊員となって
おります。平成６（1994）年全国操法大会
出場を期に８名で結成され、今年で29年
目を迎えました。主な活動は、応急手当
指導を行っております。平成12（2000）年
に、山形県内初の女性消防応急手当指導
員を取得し、消防団７方面隊21分団へ図
上訓練での指導や、市民・企業などへ指
導を年間を通して行っております。全体
の活動としては、出初式、春季消防演習、
山形市防災訓練、消防団音楽隊コンサー

トの補助、全国女性消防団活性化大会へ
参加、そして、月２回程度の通常訓練日
として本部に集まり、楽しく活動をして
おります。

３．現状と課題
山形市においては、防災・防火の組織

機能が整っております。炊き出し訓練は
防火クラブ、独居老人訪問は民生委員、
消火器指導や火災報知器広報などは、本
署に防火指導員がおります。活動範囲が
ある中、私たち女性消防隊が出来る事を
模索し活動しなければなりません。

女性隊は現在８名在籍しており、以前
は20名以上の時期もあり、平成16（2004）
年には、山形県山形市において、第10回
全国女性消防団活性化大会を開催しまし
た。年月は早いもので、私たちも高齢に
なってしまい、親の介護や、体調不良な
どで実質５名程が動いている状態です。

シンフォニー
これから女性消防隊の役割を考える
～魅力ある活動と人材確保～

（山形県）

山形市消防団　女性消防隊　部長　鈴木　美香

第10回全国女性消防団活性化山形大会の様子
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りません。地域防災機能を考えると、地
域の中核的役割を担う、コミュニティー
センターの職員・保育所・老人施設等、
一人でも消防団が居れば地域との連携も
向上すると思われます。まずは、消防団
の活動を理解してもらい、入団の促進に
努めたいと思っているところです。

５．おわりに
今年は、自治体消防75周年、消防団130

年の節目の年です。山形県飛島は女性消
防団の発祥の地。男性たちが漁に出て島
から離れている間、島は自分たちの手で
守る、自助・共助の精神から女性消防団
が出来ました。

消防団に入って、いろいろな人と出会
い、様々な事を学び、経験して、自分自
身のスキルアップになっていると感じま
す。応急手当指導で「ありがとう」と感謝
していただきます。活動において、なに
よりの励みとなります。私たちは、年齢
も違いますし、家庭環境や仕事も違いま
す。これからいくつもの問題や課題が出
てくるかもしれませんが、みんなで乗り
越え解決しながら、楽しく続けていただ
きたいと思います。

私たち女性消防隊は、女性の特性を生
かし、きめ細やかな支援、地域と密着し
た予防防火指導・啓発活動を考えながら
行っていきたいと思います。

団員募集は通年行っているのですが、
ここ何年かは入団がありません。女性隊
員も、高齢化と団員不足が最重要課題と
なっております。

令和5年出初式式典での様子
　

４．今後に向けて
女性隊は、地元の消防団には入ってお

らず、地域でもあまり認知されておりま
せん。今まで色々な場面、イベント等で
勧誘を行ってきましたが、防災やボラン
ティアには興味があっても、女性消防隊
を知らないのでは加入に繋がりません。
女性隊がもっと周知され、魅力的な活動
を行い、隊員の加入推進をしなければな
りません。

その１つに考えるのは、少年消防クラ
ブです。防火・防災を子どもの頃から身
に付け、地域の消防団活動を知り、消防
に対して抵抗なく、未来の消防団に繋げ
ていくには、幼児教育、少年消防クラブ
の発展が重要かと思います。東京出初式
には、凛々しい少年消防団の行進があり
ます。他県では、少年消防クラブを指導
している女性消防団があります。私は、
少年消防クラブを支援する活動を女性隊
が担っていきたいと思っております。

加入促進については、市報や広報紙の
募集を待っていても、今は希望者が集ま 応急手当指導訓練の様子
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南国市消防団災害活動用重機を導入しました
高知県　南国市消防団

この度、南国市消防団では、南海トラフ地震をはじめとする、各種災害に対応するため、災害
活動用重機を導入致しました。

当消防団では平成25年に、土木・建築業に従事している消防団員の中から15名を選出し、重機
部隊を発足させています。これまでは、消防団員が保有する重機等をお借りし活動に使用してい
ましたが、この度、総務省消防庁が進める、「消防団の力向上モデル事業」を活用し、重機の導入及
び各種車両系建設機械等の免許取得を公費で進めました。重機を配備することで、災害対応力の
向上及び消防団員のオペレーターとしての技能向上が見込まれ、資格取得等を公費で賄うことに
より、若い消防団員の入団促進及びモチベーションアップにもつながります。

今回導入した機体は、3.5トンクラスの重機で、あらゆる災害に対応するため、掘削用バケット
と解体用の全旋回つかみをワンタッチで交換することが可能で、360度回転させることのできるつ
かみは、手首のように自由自在に動かせることができ、瓦礫撤去及び建造物の解体等に能力を発
揮します。

〇車両系建設機械（解体用）運転技能講習の写真

〇南国市消防団機動部隊重機訓練（令和5年2月5日開催）

〇南国市消防団災害対応重機納車除幕式及びデモンストレーション（令和5年2月28日開催）
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都道府県名 所　属 階　級 氏　　　名

北海道 八雲町熊石消防団 団長 桂
かつら

　川
がわ

　敏
とし

　幸
ゆき

　〃 大樹消防団 団長 金
かな

　丸
まる

　正
まさ

　道
みち

　〃 北後志消防組合仁木消防団 団長 金
かね

　子
こ

　英
えい

　治
じ

　〃 岩内・寿都地方消防組合共和消防団 団長 駒
こま

　形
がた

　勝
かつ

　博
ひろ

　〃 砂川地区広域消防組合砂川消防団 団長 田
た

　川
がわ

　正
まさ

　人
と

　〃 岩内・寿都地方消防組合寿都消防団 団長 寺
てら

　岡
おか

　信
しん

　一
いち

　〃 滝川地区広域消防事務組合雨竜消防団 団長 藤
ふじ

　村
むら

　俊
とし

　夫
お

　〃 斜里地区消防組合小清水消防団 団長 不
ふ

　破
わ

　泰
やす

　志
し

　〃 北留萌消防組合焼尻消防団 団長 三
み

　浦
うら

　龍
たつ

　之
ゆき

青森県 田舎館村消防団 団長 山
やま

　本
もと

　正
まさ

　志
し

岩手県 紫波町消防団 団長 阿
あ

　部
べ

　秀
ひで

　夫
お

　〃 田野畑村消防団 団長 上
かみ

　村
むら

　繁
しげ

　幸
ゆき

　〃 葛巻町消防団 団長 橋
はし

　本
もと

　秀
ひで

　雄
お

　〃 久慈市消防団 団長 廣
ひろ

　崎
さき

　康
こう

　一
いち

宮城県 七ヶ宿町消防団 団長 五
い が

十嵐
らし

　敏
とし

　夫
お

　〃 南三陸町消防団 団長 高
たか

　橋
はし

　一
いち

　郎
ろう

秋田県 大館市消防団 団長 齋
さい

　藤
とう

　　　勉
つとむ

福島県 新地町消防団 団長 角
つの

　田
だ

　正
まさ

　悦
えつ

埼玉県 狭山市消防団 団長 伊
い

　藤
とう

　隆
たか

　弘
ひろ

　〃 新座市消防団 団長 鈴
すず

　木
き

　克
かつ

　典
のり

　〃 幸手市消防団 団長 山
やま

　中
なか

　　　栄
さかえ

千葉県 君津市消防団 団長 小
こ

　原
ばら

　幸
ゆき

　春
はる

　〃 白井市消防団 団長 中
なか

　村
むら

　敎
たか

　雄
お

神奈川県 横浜市港北消防団 団長 飯
いい

　田
だ

　孝
たか

　彦
ひこ

　〃 横浜市瀬谷消防団 団長 鈴
すず

　木
き

　政
まさ

　興
おき

功労章を授与する消防団員（６４名）
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神奈川県 伊勢原市消防団 団長 田
た

　中
なか

　和
かず

　浩
ひろ

　〃 横浜市栄消防団 団長 増
ます

　田
だ

　明
あき

　彦
ひこ

新潟県 小千谷市消防団 団長 富
とみ

　井
い

　正
まさ

　志
し

福井県 福井市消防団 団長 石
いし

　丸
まる

　濱
はま

　夫
お

岐阜県 養老町消防団 団長 伊
い

　藤
とう

　勝
かつ

　則
のり

愛知県 安城市消防団 団長 太
おお

　田
た

　佳
よし

　男
お

　〃 名古屋市本地丘消防団 団長 川
かわ

　端
ばた

　誠
せい

一
いち

郎
ろう

三重県 松阪市消防団 団長 山
やま

　川
かわ

　良
よし

　樹
き

京都府 京都市上京消防団 団長 釆
うね

　野
の

　利
とし

　久
ひさ

　〃 京都市西京消防団 団長 大
おお

八
や

木
ぎ

　修
しゅう

　三
ぞう

　〃 京丹波町消防団 団長 栗
くり

　林
ばやし

　英
ひで

　治
はる

　〃 向日市消防団 団長 野
の

　村
むら

　和
かず

　久
ひさ

　〃 京都市左京消防団 団長 山
やま

　本
もと

　和
かず

　義
よし

大阪府 岸和田市消防団 団長 椎
しい

　木
き

　康
やす

　宏
ひろ

兵庫県 豊岡市日高消防団 団長 成
なり

　田
た

　安
やす

　浩
ひろ

奈良県 下北山村消防団 団長 栗
くり

　本
もと

　武
ぶ

　平
へい

　〃 十津川村消防団 団長 中
なか

　南
みなみ

　太
た

　一
いち

和歌山県 田辺市消防団 団長 岩
いわ

　間
ま

　秀
ひで

　幸
ゆき

鳥取県 大山町消防団 団長 陶
す

　山
やま

　友
とも

　文
ふみ

広島県 熊野町消防団 団長 䑓
だい

　沖
おき

　　　操
みさお

　〃 東広島市消防団 団長 延
のぶ

　満
みつ

　慎
しん

治
じ

郎
ろう

徳島県 三好市東祖谷消防団 団長 森
もり

　東
ひがし

　洋
よう

　彦
ひこ

愛媛県 松前町消防団 団長 嘉
か

　村
むら

　重
しげ

　雄
お

　〃 砥部町消防団 団長 後
ご

　藤
とう

　英
えい

　治
じ

高知県 三原村消防団 団長 大
おお

　倉
くら

　民
たみ

　雄
お

　〃 室戸市消防団 団長 谷
たに

　川
かわ

　岩
いわ

　男
お
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高知県 高幡消防組合四万十消防団 団長 橋
はし

　本
もと

　章
しょう

　一
いち

　〃 日高村消防団 団長
ふじ

　岡
おか

　利
とし

　幸
ゆき

　〃 土佐市消防団 団長 山
やま

　本
もと

　倫
のり

　弘
ひろ

福岡県 北九州市洞海湾消防団 団長 上
うえ

　田
だ

　泰
やす

　弘
ひろ

　〃 大任町消防団 団長 佐
さ

々
さ

木
き

　惠
けい

　治
じ

熊本県 球磨村消防団 団長 松
まつ

　野
の

　三
み

千
ち

夫
お

　〃 あさぎり町消防団 団長 溝
みぞ

　辺
べ

　敬
けい

　志
し

　〃 津奈木町消防団 団長 山
やま

　口
ぐち

　武
たけ

　久
ひさ

大分県 津久見市消防団 団長 井
いの

　上
うえ

　智
とも

　稔
のり

　〃 姫島村消防団 団長 大
だい

　海
かい

　利
とし

　光
みつ

宮崎県 美郷町消防団 団長 甲
か

　
い

　文
ふみ

　雄
お

鹿児島県 大和村消防団 団長 森
もり

　田
た

　昌
まさ

　敬
たか

　〃 喜界町消防団 団長 森
もり

　　　正
まさ

　樹
き
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　〃 京丹波町消防団 団長 栗
くり

　林
ばやし

　英
ひで

　治
はる

　〃 向日市消防団 団長 野
の

　村
むら

　和
かず

　久
ひさ

　〃 京都市左京消防団 団長 山
やま

　本
もと

　和
かず

　義
よし

大阪府 岸和田市消防団 団長 椎
しい

　木
き

　康
やす

　宏
ひろ

兵庫県 豊岡市日高消防団 団長 成
なり

　田
た

　安
やす

　浩
ひろ

奈良県 下北山村消防団 団長 栗
くり

　本
もと

　武
ぶ

　平
へい

　〃 十津川村消防団 団長 中
なか

　南
みなみ

　太
た

　一
いち

和歌山県 田辺市消防団 団長 岩
いわ

　間
ま

　秀
ひで

　幸
ゆき

鳥取県 大山町消防団 団長 陶
す

　山
やま

　友
とも

　文
ふみ

広島県 熊野町消防団 団長 䑓
だい

　沖
おき

　　　操
みさお

　〃 東広島市消防団 団長 延
のぶ

　満
みつ

　慎
しん

治
じ

郎
ろう

徳島県 三好市東祖谷消防団 団長 森
もり

　東
ひがし

　洋
よう

　彦
ひこ

愛媛県 松前町消防団 団長 嘉
か

　村
むら

　重
しげ

　雄
お

　〃 砥部町消防団 団長 後
ご

　藤
とう

　英
えい

　治
じ

高知県 三原村消防団 団長 大
おお

　倉
くら

　民
たみ

　雄
お

　〃 室戸市消防団 団長 谷
たに

　川
かわ

　岩
いわ

　男
お

令和４年度消防功労者消防庁長官表彰
総務省消防庁

消防記念日（３月７日）にちなみ、令和５年３月10日（金）ニッショーホールにおいて、「令和４年
度消防功労者消防庁長官表彰式」が挙行されました。

本表彰式において受章された消防団員は次のとおりです。
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都道府県名 所　属 階　級 氏　　　名

北海道 新得町屈足消防団 団長 安
あ

久
く

津
つ

　充
みつ

　政
まさ

　〃 檜山広域行政組合せたな町大成消防団 団長 太
おお

　田
た

　豊
とよ

　一
かず

　〃 檜山広域行政組合厚沢部町消防団 団長 木
き

　村
むら

　秀
ひで

　喜
き

　〃 石狩北部地区消防事務組合石狩消防団 団長 日
くさ

下
か

部
べ

　勝
かつ

　義
よし

　〃 滝川地区広域消防事務組合滝川消防団 団長 小
こば

　林
やし

　政
まさ

　志
し

　〃 南渡島消防事務組合北斗消防団 団長 澤
さわ

　岡
おか

　信
のぶ

　行
ゆき

　〃 北見地区消防組合訓子府消防団 団長 柴
しば

　田
た

　浩
ひろ

　幸
ゆき

　〃 大雪消防組合比布消防団 団長 上
じょう

　西
にし

　克
かつ

　則
のり

　〃 苫小牧市消防団 団長 新
しん

　谷
や

　新
しん

　一
いち

　〃 大雪消防組合東川消防団 団長 林
はやし

　　　克
かつ

　政
まさ

　〃 網走地区消防組合女満別消防団 団長 藤
ふじ

　井
い

　智
とも

　靖
やす

　〃 紋別地区消防組合西興部消防団 団長 古
ふる

　川
かわ

　　　彰
あきら

　〃 檜山広域行政組合奥尻町消防団 団長 三
み

　浦
うら

　敏
とし

　幸
ゆき

　〃 南宗谷消防組合浜頓別消防団 団長 森
もり

　江
え

　久
ひさ

　則
のり

　〃 遠軽地区広域組合佐呂間町消防団 団長 諸
もろ

　岡
おか

　好
こう

　二
じ

　〃 札幌市厚別消防団 副団長 赤
あか

　坂
さか

　陽
よう

　一
いち

　〃 日高東部消防組合えりも町消防団 副団長 池
いけ

　田
だ

　光
みつ

　昭
あき

　〃 留萌消防組合小平消防団 副団長 石
いし

　黒
ぐろ

　義
よし

　徳
のり

　〃 上川北部消防事務組合下川消防団 副団長 伊
い

　藤
とう

　勇
ゆう

　一
いち

　〃 滝川地区広域消防事務組合芦別消防団 副団長 大
おお

　高
たか

　和
かず

　枝
え

　〃 札幌市白石消防団 副団長 大
おお

　西
にし

　一
ひ

二
ふ

三
み

　〃 函館市南茅部消防団 副団長 加
か

　我
が

　富
とみ

　一
かず

　〃 南渡島消防事務組合鹿部消防団 副団長 葛
か

　西
さい

　　　猛
たけし

　〃 胆振東部消防組合穂別消防団 副団長 菊
きく

　地
ち

　英
ひで

　智
さと

　〃 札幌市清田消防団 副団長 北
きた

　村
むら

　光
こう

一
いち

郎
ろう

永年勤続功労章を授与する消防団員（１，９５２名）
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都道府県名 所　属 階　級 氏　　　名

北海道 網走地区消防組合網走消防団 分団長 大
おお

　串
ぐし

　一
かず

　彦
ひこ

　〃 檜山広域行政組合せたな町瀬棚消防団 分団長 大
おお

　島
しま

　正
まさ

　史
し

　〃 豊頃消防団 分団長 小
お

笠
がさ

原
わら

　茂
しげ

　人
と

　〃 釧路東部消防組合厚岸消防団 分団長 岡
おか

　田
だ

　栄
えい

　治
じ

　〃 羊蹄山ろく消防組合ニセコ消防団 分団長 小
お

　川
がわ

　正
まさ

　志
し

　〃 根室北部消防事務組合標津消防団 分団長 開
かい

　坂
さか

　寿
じゅ

　一
いち

　〃 旭川市消防団 分団長 加
か

　藤
とう

　安
やす

　広
ひろ

　〃 北後志消防組合積丹消防団 分団長 加
か

　納
のう

　好
たか

　規
のり

　〃 苫小牧市消防団 分団長 川
かわ

　口
ぐち

　　　譲
ゆずる

　〃 日高西部消防組合日高消防団 分団長
かん

　野
の

　　　登
のぼる

　〃 上川北部消防事務組合美深消防団 分団長 菅
かん

　野
の

　優
ゆう

　次
じ

　〃 滝川地区広域消防事務組合赤平消防団 分団長 北
きた

　村
むら

　光
みつ

　明
あき

　〃 大樹消防団 分団長 木
き

　戸
ど

　良
よし

　明
あき

　〃 登別市消防団 分団長 小
こ

　竹
たけ

　準
じゅん

　一
いち

　〃 釧路市消防団 分団長 小
こ

　林
ばやし

　恒
つね

　男
お

　〃 稚内地区消防事務組合稚内消防団 分団長 坂
さか

　野
の

　義
よし

　範
のり

　〃 砂川地区広域消防組合上砂川消防団 分団長 坂
さか

　本
もと

　充
みつ

　生
お

　〃 砂川地区広域消防組合砂川消防団 分団長 佐
さ

　藤
とう

　法
のり

　広
ひろ

　〃 札幌市西消防団 分団長 佐
さ

　藤
とう

　喜
よし

　之
ゆき

　〃 夕張市消防団 分団長 澤
さわ

　野
の

　政
まさ

　美
み

　〃 根室市消防団 分団長 下
し

　茂
も

　信
のぶ

　和
かず

　〃 広尾町消防団 分団長 新
しん

　海
かい

　敏
とし

　春
はる

　〃 富良野広域連合南富良野消防団 分団長 鈴
すず

　木
き

　裕
ひろ

　昭
あき

　〃 斜里地区消防組合小清水消防団 分団長 髙
たか

　橋
はし

　　　誠
まこと

　〃 羊蹄山ろく消防組合倶知安消防団 分団長 髙
たか

　山
やま

　秀
ひで

　夫
お

　〃 旭川市消防団 分団長 武
たけ

　石
いし

　尚
なお

　志
し
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都道府県名 所　属 階　級 氏　　　名

北海道 北後志消防組合古平消防団 副団長 木
き

　村
むら

　敏
とし

　秋
あき

　〃 札幌市中央消防団 副団長 小
こ

　鹿
しか

　信
しん

　平
ぺい

　〃 美幌・津別広域事務組合津別消防団 副団長 坂
さか

　下
した

　憲
のり

　幸
ゆき

　〃 富良野広域連合中富良野消防団 副団長 佐
さ

々
さ

木
き

　玄
もと

　明
あき

　〃 本別消防団 副団長 佐
さ

　藤
とう

　公
きみ

　昭
あき

　〃 紋別地区消防組合興部消防団 副団長 佐
さ

　藤
とう

　政
まさ

　敏
とし

　〃 函館市函館消防団 副団長 田
た

　𠩤
はら

　幸
ゆき

　雄
お

　〃 根室北部消防事務組合羅臼消防団 副団長 津
つ

　山
やま

　弘
こう

　三
ぞう

　〃 北見地区消防組合留辺蘂消防団 副団長 東
とう

海
かい

林
りん

　和
かず

　善
よし

　〃 南空知消防組合長沼消防団 副団長 堂
どう

　本
もと

　敏
とし

　一
かず

　〃 音更町消防団 副団長 中
なか

　嶋
じま

　康
やす

　裕
ひろ

　〃 渡島西部広域事務組合福島消防団 副団長 新
にい

　山
やま

　博
ひろ

　文
ふみ

　〃 遠軽地区広域組合湧別町消防団 副団長 服
は っ と り

部 義
よし

和
かず

　〃 羊蹄山ろく消防組合倶知安消防団 副団長 本
ほん

　間
ま

　英
ひで

　夫
お

　〃 渡島西部広域事務組合松前消防団 副団長 三
み

　上
かみ

　正
まさ

　人
と

　〃 北留萌消防組合幌延町消防団 副団長 森
もり

　崎
ざき

　英
ひで

　典
のり

　〃 旭川市消防団 副団長 森
もり

　山
やま

　敏
とし

　治
じ

　〃 北後志消防組合赤井川消防団 副団長 山
やま

　口
ぐち

　芳
よし

　之
ゆき

　〃 深川地区消防組合深川消防団 副団長 山
やま

　崎
ざき

　次
じ

　路
ろ

　〃 胆振東部消防組合鵡川消防団 副団長 山
やま

　崎
ざき

　満
みつ

　敬
よし

　〃 帯広市消防団 副団長 山
やま

　本
もと

　博
ひろ

　文
ふみ

　〃 北留萌消防組合羽幌消防団 副団長 吉
よし

　中
なか

　信
のぶ

　之
ゆき

　〃 根室北部消防事務組合中標津消防団 分団長 青
あお

　山
やま

　隆
たか

　志
し

　〃 岩見沢地区消防事務組合岩見沢消防団 分団長 石
いし

　川
かわ

　弘
こう

　市
いち

　〃 胆振東部消防組合厚真消防団 分団長 石
いし

　橋
ばし

　公
もと

　昭
あき

　〃 釧路東部消防組合釧路消防団 分団長 伊
い

　東
とう

　巨
きよ

　貴
たか
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都道府県名 所　属 階　級 氏　　　名

北海道 札幌市白石消防団 分団長 竹
たけ

　島
しま

　義
よし

　則
のり

　〃 釧路東部消防組合浜中消防団 分団長 立
たち

　花
ばな

　隆
たか

　夫
お

　〃 根室北部消防事務組合別海消防団 分団長 友
とも

　貞
さだ

　義
よし

　照
てる

　〃 渡島西部広域事務組合木古内消防団 分団長 土
ど

　門
もん

　武
たけ

　廣
ひろ

　〃 恵庭市消防団 分団長 中
なか

　岡
おか

　隆
たか

　之
ゆき

　〃 浦幌町消防団 分団長 浜
はま

　名
な

　哲
てつ

　夫
お

　〃 八雲町八雲消防団 分団長 古
ふる

　澤
さわ

　　　悟
さとる

　〃 恵庭市消防団 分団長 細
ほそ

　川
かわ

　信
のぶ

　義
よし

　〃 岩内・寿都地方消防組合岩内消防団 分団長 細
ほそ

　田
だ

　義
よし

　廣
ひろ

　〃 稚内地区消防事務組合稚内消防団 分団長 松
まつ

　岡
おか

　富
とみ

　雄
お

　〃 小樽市消防団 分団長 松
まつ

　橋
はし

　茂
しげ

　秋
あき

　〃 南宗谷消防組合枝幸消防団 分団長 松
まつ

　本
もと

　　　彰
あきら

　〃 日高西部消防組合平取消防団 分団長 丸
まる

　岡
おか

　敏
とし

　弘
ひろ

　〃 留萌消防組合留萌消防団 分団長 三
み

　浦
うら

　和
かず

　泰
やす

　〃 森町消防団 分団長 皆
みな

　川
がわ

　　　毅
たけし

　〃 南空知消防組合由仁消防団 分団長 山
やま

　根
ね

　博
ひろ

　樹
き

　〃 旭川市消防団 分団長 渡
わた

　辺
なべ

　昭
あき

　之
ゆき

　〃 西胆振行政事務組合豊浦消防団 副分団長 加
か

　藤
とう

　幸
こう

　作
さく

　〃 江別市消防団 副分団長 木
き

　村
むら

　正
まさ

　博
ひろ

　〃 利尻礼文消防事務組合礼文町消防団 副分団長 下
しも

　山
やま

　真
しん

　司
じ

　〃 釧路北部消防事務組合弟子屈町消防団 副分団長 中
なか

　澤
ざわ

　髙
たか

　行
ゆき

　〃 胆振東部消防組合安平消防団 副分団長 永
なが

　田
た

　智
とも

　康
やす

　〃 日高東部消防組合浦河町消防団 副分団長 日
にっ

　田
た

　　　隆
たかし

　〃 釧路北部消防事務組合標茶消防団 部長
きく

　地
ち

　信
のぶ

　行
ゆき

　〃 釧路北部消防事務組合鶴居消防団 部長 澁
しぶ

　谷
や

　　　守
まもる

　〃 日高中部消防組合新冠消防団 団員 上
うえ

　垣
がき

　　　武
たけし
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都道府県名 所　属 階　級 氏　　　名

青森県 弘前市消防団 副団長 石
いし

　岡
おか

　柾
まさ

　喜
き

　〃 むつ市消防団 副団長 木
きの

　下
した

　尚
しょう

一
いち

郎
ろう

　〃 大間町消防団 副団長 坂
さか

　本
もと

　春
はる

　彦
ひこ

　〃 十和田市消防団 副団長 下
しも

　山
やま

　高
たか

　雄
お

　〃 十和田市消防団 副団長 須
す

田
だ

山
やま

　俊
しゅん

　一
いち

　〃 弘前市消防団 副団長 相
そう

　馬
ま

　利
とし

　伸
のぶ

　〃 弘前市消防団 副団長 髙
たか

　谷
や

　　　治
おさむ

　〃 野辺地町消防団 副団長 田
た

　荷
に

　昭
あき

　利
とし

　〃 七戸町消防団 副団長 楢
なら

　舘
だて

　秀
ひで

　春
はる

　〃 弘前市消防団 副団長 前
まえ

　田
だ

　智
とも

　之
ゆき

　〃 むつ市消防団 副団長 松
まつ

　野
の

　裕
ゆう

　而
じ

　〃 南部町消防団 副団長 松
まつ

　村
むら

　純
じゅん

　一
いち

　〃 田舎館村消防団 副団長 八
や

木
ぎ

橋
はし

　宣
のぶ

　之
ゆき

　〃 青森市青森消防団 副団長 山
やま

　本
もと

　義
よし

　明
あき

　〃 平川市消防団 分団長 赤
あか

　平
ひら

　喜
き

美
み

子
こ

　〃 三沢市消防団 分団長 石
いし

ヶ
が

森
もり

　桂
けい

　一
いち

　〃 平内町消防団 分団長 井
い

　筒
づつ

　栄
えい

　一
いち

　〃 五戸町消防団 分団長 岩
いわ

　舘
だて

　靖
のぶ

　亮
あき

　〃 三戸町消防団 分団長 遠
えん

　藤
どう

　広
ひろ

　之
ゆき

　〃 蓬田村消防団 分団長 小
お

　野
の

　　　孝
たかし

　〃 佐井村消防団 分団長 川
かわ

　野
の

　年
とし

　明
あき

　〃 田子町消防団 分団長 木
き

　崎
ざき

　正
まさ

　夫
お

　〃 新郷村消防団 分団長 工
く

　藤
どう

　　　勲
いさお

　〃 南部町消防団 分団長 工
く

　藤
どう

　健
けん

　一
いち

　〃 六ヶ所村消防団 分団長 小
こ

　泉
いずみ

　秋
あき

　広
ひろ

　〃 五所川原市消防団 分団長 今
こん

　　　勇
ゆう

　一
いち
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青森県 六戸町消防団 副分団長 吉
よし

　田
だ

　誠
せい

　一
いち

　〃 風間浦村消防団 部長 永
なが

　井
い

　　　隆
たかし

　〃 今別町消防団 班長 越
こし

　田
た

　正
まさ

　治
はる

岩手県 紫波町消防団 副団長 阿
あ

　部
べ

　喜
よし

　武
たけ

　〃 一戸町消防団 副団長 釡
かま

　谷
や

　敏
とし

　彦
ひこ

　〃 大船渡市消防団 副団長 金
きん

　野
の

　　　剛
たけし

　〃 雫石町消防団 副団長 下
しも

　田
だ

　正
しょう

　一
いち

　〃 滝沢市消防団 副団長 橋
はし

　本
もと

　嘉
よし

　
ひで

　〃 軽米町消防団 副団長 福
ふく

　田
だ

　喜
き

代
よ

志
し

　〃 陸前高田市消防団 副団長 細
ほそ

　谷
や

　隆
たか

　夫
お

　〃 普代村消防団 副団長 宮
みや

　下
した

　富
とみ

　夫
お

　〃 花巻市消防団 分団長 朝
あさ

　倉
くら

　盛
もり

　夫
お

　〃 花巻市消防団 分団長 浅
あさ

　沼
ぬま

　照
てる

　夫
お

　〃 岩泉町消防団 分団長 阿
あ

　部
べ

　剛
たけ

　史
ふみ

　〃 紫波町消防団 分団長 阿
あ

　部
べ

　弘
ひろ

　実
み

　〃 久慈市消防団 分団長 阿
あ

　部
べ

　陽
よう

　一
いち

　〃 花巻市消防団 分団長 伊
い

　藤
とう

　忠
ただ

　宏
ひろ

　〃 久慈市消防団 分団長 宇
う

　部
べ

　金
きん

　吾
ご

　〃 二戸市消防団 分団長 漆
うるし

　田
だ

　高
たか

　夫
お

　〃 岩泉町消防団 分団長 大
おお

弓
ゆみ

川
かわ

　和
かず

　徳
のり

　〃 洋野町消防団 分団長 長
おさ

　川
がわ

　敏
とし

　彦
ひこ

　〃 奥州市消防団 分団長 小
お

　澤
ざわ

　　　靖
やすし

　〃 北上市消防団 分団長 加
か

　藤
とう

　栄
えい

　喜
き

　〃 八幡平市消防団 分団長 加
か

　藤
とう

　正
まさ

　彦
ひこ

　〃 葛巻町消防団 分団長 上
かみ

　家
いえ

　力
りき

　也
や

　〃 九戸村消防団 分団長 河
かわ

　村
むら

　敏
とし

　弘
ひろ
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都道府県名 所　属 階　級 氏　　　名

青森県 つがる市消防団 分団長 齊
さい

　藤
とう

　淳
じゅん

　一
いち

　〃 平川市消防団 分団長 佐
さ

々
さ

木
き

　晴
はれ

　道
みち

　〃 黒石市消防団 分団長 佐
さ

　藤
とう

　智
ち

　明
あき

　〃 つがる市消防団 分団長 佐
さ

　野
の

　清
せい

　一
いち

　〃 深浦町消防団 分団長 砂
すな

子
こ

田
だ

　恵
けい

次
じ

郎
ろう

　〃 三戸町消防団 分団長 高
たか

　松
まつ

　和
かず

　男
お

　〃 鶴田町消防団 分団長 田
た

　澤
ざわ

　明
あき

　裕
ひろ

　〃 青森市浪岡消防団 分団長 田
た

　中
なか

　正
まさ

　人
と

　〃 おいらせ町消防団 分団長 堤
つつみ

　　　一
かず

　秀
ひで

　〃 東北町消防団 分団長 鶴
つる

ケ
が

崎
さき

　秀
ひで

　明
あき

　〃 八戸市消防団 分団長 中
なか

　村
むら

　　　憲
けん

　〃 五所川原市消防団 分団長 成
なり

　田
た

　英
えい

　治
じ

　〃 むつ市消防団 分団長 二
に

本
ほん

栁
やなぎ

　郁
いく

　也
や

　〃 階上町消防団 分団長 庭
にわ

　野
の

　武
たけ

　一
かず

　〃 中泊町消防団 分団長 長
は

谷
せ

川
がわ

　敏
とし

　雄
お

　〃 東通村消防団 分団長 畑
はた

　中
なか

　　　満
みつる

　〃 青森市青森消防団 分団長 花
はな

　田
だ

　英
ひで

　明
あき

　〃 藤崎町消防団 分団長 三
み

　上
かみ

　道
みち

　人
ひと

　〃 大鰐町消防団 分団長 三
み

　上
かみ

　　　豊
ゆたか

　〃 横浜町消防団 分団長 三
み

津
つ

谷
や

　昭
あき

　大
ひろ

　〃 西目屋村消防団 分団長 村
むら

　上
かみ

　松
まつ

　雄
お

　〃 八戸市消防団 分団長 柳
やなぎ

　沢
さわ

　　　覚
さとる

　〃 青森市青森消防団 分団長 柳
やなぎ

　谷
や

　　　聡
さとし

　〃 鰺ヶ沢町消防団 分団長 山
やま

　下
した

　弘
ひろ

　光
みつ

　〃 八戸市消防団 分団長 山
やま

　田
だ

　信
しん

　一
いち

　〃 黒石市消防団 分団長 雪
ゆき

　田
た

　惣
そう

　一
いち
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都道府県名 所　属 階　級 氏　　　名

岩手県 奥州市消防団 分団長 菅
かん

　野
の

　祐
ゆう

　孝
こう

　〃 盛岡市消防団 分団長 熊
くま

　谷
がい

　一
かず

　行
ゆき

　〃 一関市消防団 分団長 小
こ

　岩
いわ

　啓
けい

　治
じ

　〃 遠野市消防団 分団長 佐
さ

々
さ

木
き

　里
さと

　美
み

　〃 花巻市消防団 分団長 佐
さ

々
さ

木
き

　忠
ただ

　臣
み

　〃 久慈市消防団 分団長 佐
さ

々
さ

木
き

　篤
とく

　也
や

　〃 花巻市消防団 分団長 清
しみ

　水
ず

　隆
りゅう

　藏
ぞう

　〃 平泉町消防団 分団長
すが

　原
わら

　東
とう

　一
いち

　〃 山田町消防団 分団長 鈴
すず

　木
き

　正
まさ

　幸
ゆき

　〃 一関市消防団 分団長 鈴
すず

　木
き

　欽
よし

　勝
かつ

　〃 盛岡市消防団 分団長 髙
たか

　橋
はし

　克
かつ

　見
み

　〃 西和賀町消防団 分団長 髙
たか

　橋
はし

　　　宏
ひろし

　〃 北上市消防団 分団長 高
たか

　橋
はし

　博
ひろ

　範
のり

　〃 住田町消防団 分団長 高
たか

　橋
はし

　吉
よし

　史
ふみ

　〃 宮古市消防団 分団長 滝
たき

　野
の

　　　修
おさむ

　〃 宮古市消防団 分団長 舘
たて

　下
した

　文
ふみ

　雄
お

　〃 盛岡市消防団 分団長 谷
たに

　藤
ふじ

　勇
ゆう

　蔵
ぞう

　〃 奥州市消防団 分団長 千
ち

　
ば

　　　晃
あきら

　〃 一関市消防団 分団長 千
ち

　葉
ば

　五
ご

　郎
ろう

　〃 奥州市消防団 分団長 千
ち

　葉
ば

　　　純
じゅん

　〃 金ケ崎町消防団 分団長 千
ち

　
ば

　雅
まさ

　弘
ひろ

　〃 遠野市消防団 分団長 留
とめ

　場
ば

　良
よし

　直
なお

　〃 宮古市消防団 分団長 中
なか

　居
い

　一
かず

　男
お

　〃 石市消防団 分団長 中
なか

　館
だて

　克
かつ

　幸
ゆき

　〃 田野畑村消防団 分団長 中
なか

　村
むら

　和
かず

　洋
ひろ

　〃 宮古市消防団 分団長 中
なか

　村
むら

　博
ひろ

　史
ふみ
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都道府県名 所　属 階　級 氏　　　名

岩手県 宮古市消防団 分団長 馬
ば

　場
ば

　克
かつ

　司
し

　〃 盛岡市消防団 分団長 廣
ひろ

　田
た

　正
まさ

　美
み

　〃 奥州市消防団 分団長 藤
ふじ

　田
た

　正
まさ

　浩
ひろ

　〃 盛岡市消防団 分団長 藤
ふじ

　村
むら

　文
ふみ

　夫
お

　〃 矢巾町消防団 分団長 細
ほそ

　川
かわ

　英
ひで

　和
かず

　〃 八幡平市消防団 分団長 松
まつ

　浦
うら

　　　誠
まこと

　〃 久慈市消防団 分団長 向
むかい

　川
かわ

　智
とも

　之
ゆき

　〃 盛岡市消防団 分団長 村
むら

　山
やま

　英
えい

　一
いち

　〃 宮古市消防団 分団長 盛
もり

　合
あい

　　　淳
じゅん

　〃 洋野町消防団 分団長 森
もり

　澤
さわ

　照
てる

　男
お

　〃 野田村消防団 分団長 山
やま

　口
ぐち

　和
かず

　弘
ひろ

　〃 遠野市消防団 分団長 山
やま

　口
ぐち

　林
りん

　三
ぞう

　〃 宮古市消防団 分団長 山
やま

　崎
ざき

　茂
しげ

　弘
ひろ

　〃 北上市消防団 副分団長 伊
い

　澤
ざわ

　政
まさ

　幸
ゆき

　〃 一関市消防団 副分団長 猪
いの

　股
また

　昭
しょう

　二
じ

　〃 遠野市消防団 副分団長 菊
きく

　池
ち

　常
つね

　保
お

　〃 一関市消防団 副分団長 小
こ

　岩
いわ

　吉
よし

　浩
ひろ

　〃 大槌町消防団 副分団長 小
こ

　松
まつ

　則
のり

　明
あき

　〃 一関市消防団 副分団長 佐
さ

々
さ

木
き

　隆
たか

　公
きみ

　〃 石市消防団 副分団長 佐
さ

々
さ

木
き

　　　実
みのる

　〃 一関市消防団 副分団長 佐
さ

　藤
とう

　勝
かつ

　信
のぶ

　〃 一関市消防団 副分団長 佐
さ

　藤
とう

　幸
ゆき

　親
ちか

　〃 一関市消防団 副分団長
すが

　原
わら

　　　実
みのる

　〃 一関市消防団 副分団長 千
ち

　葉
ば

　明
あき

　弘
ひろ

　〃 一関市消防団 副分団長 千
ち

　葉
ば

　浩
こう

　一
いち

　〃 一関市消防団 副分団長 千
ち

　葉
ば

　清
せい

　志
し
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都道府県名 所　属 階　級 氏　　　名

宮城県 栗原市消防団 分団長 秋
あき

　山
やま

　和
かず

　昭
あき

　〃 加美町消防団 分団長 天
あま

　野
の

　忠
ただ

　之
ゆき

　〃 名取市消防団 分団長 荒
あら

　井
い

　範
のり

　夫
お

　〃 気仙沼市消防団 分団長 小
お

野
の

寺
でら

　君
きみ

　男
お

　〃 栗原市消防団 分団長 軽
かる

　部
べ

　賢
けん

　治
じ

　〃 栗原市消防団 分団長 熊
くま

　谷
がい

　徳
のり

　吉
よし

　〃 涌谷町消防団 分団長 後
ご

　藤
とう

　武
たけ

　志
し

　〃 大崎市消防団 分団長 今
こん

　野
の

　茂
しげ

　宏
ひろ

　〃 大崎市消防団 分団長 佐
さ

　藤
とう

　講
こう

　
えい

　〃 色麻町消防団 分団長 佐
さ

　藤
とう

　信
のぶ

　男
お

　〃 大崎市消防団 分団長 佐
さ

　藤
とう

　陽
よう

　悦
えつ

　〃 栗原市消防団 分団長 菅
すが

　原
わら

　庄
まさ

　則
のり

　〃 岩沼市消防団 分団長 髙
たか

　橋
はし

　哲
てつ

　也
や

　〃 女川町消防団 分団長 東
とう

　海
かい

　　　進
すすむ

　〃 大河原町消防団 分団長 長
なが

　山
やま

　孝
たか

　好
よし

　〃 気仙沼市消防団 分団長 村
むら

　上
かみ

　　　剛
つよし

　〃 蔵王町消防団 分団長 村
むら

　上
かみ

　浩
ひろ

　信
のぶ

　〃 南三陸町消防団 分団長 山
やま

　内
うち

　浩
ひろ

　之
ゆき

　〃 富谷市消防団 副分団長 伊
い

　藤
とう

　英
ひで

　幸
ゆき

　〃 美里町消防団 副分団長 後
ご

　藤
とう

　和
かず

　男
お

秋田県 八峰町消防団 団長 笹
ささ

　村
むら

　清
せい

　幸
こう

　〃 秋田市消防団 団長 永
なが

　澤
さわ

　靖
やす

　雄
お

　〃 潟上市消防団 副団長 伊
い

　藤
とう

　　　力
ちから

　〃 北秋田市消防団 副団長 木
き

　村
むら

　謙
けん

　一
いち

　〃 大館市消防団 副団長 佐
さ

　藤
とう

　良
りょう

　二
じ

　〃 能代市消防団 副団長 畠
はたけ

　山
やま

　一
かず

　昭
あき
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都道府県名 所　属 階　級 氏　　　名

岩手県 岩手町消防団 副分団長 八
はち

　戸
のへ

　裕
のぶ

　雄
お

　〃 一関市消防団 副分団長 舛
ます

　井
い

　浩
ひろ

　三
み

　〃 岩手町消防団 副分団長 三
み

　浦
うら

　新
しん

　吾
ご

宮城県 仙台市青葉消防団 団長 佐
さ

　藤
とう

　茂
しげ

　吉
よし

　〃 柴田町消防団 団長 髙
たか

　橋
はし

　進
しん

　一
いち

　〃 仙台市秋保消防団 団長 早
はや

　坂
さか

　賢
けん

　一
いち

　〃 白石市消防団 副団長 我
あが

　妻
つま

　一
いち

　雄
お

　〃 石巻市消防団 副団長 阿
あ

　部
べ

　義
よし

　信
のぶ

　〃 登米市消防団 副団長 猪
いの

　股
また

　宗
そう

　市
いち

　〃 東松島市消防団 副団長 内
うち

　海
み

　勇
ゆう

　藏
ぞう

　〃 七ヶ宿町消防団 副団長 梅
うめ

　津
つ

　賢
けん

　一
いち

　〃 七ヶ浜町消防団 副団長 遠
えん

　
どう

　　　力
ちから

　〃 仙台市秋保消防団 副団長 小
お

野
の

寺
でら

　孝
たか

　幸
ゆき

　〃 大崎市消防団 副団長 齊
さい

　藤
とう

　俊
しゅん

　輔
すけ

　〃 角田市消防団 副団長 齋
さい

　藤
とう

　忠
ただ

　夫
お

　〃 登米市消防団 副団長 佐
さ

々
さ

木
き

　良
よし

　浩
ひろ

　〃 塩竈市塩竈消防団 副団長 佐
さ

　藤
とう

　賢
けん

　治
じ

　〃 登米市消防団 副団長 佐
さ

　藤
とう

　順
まさ

　信
のぶ

　〃 大郷町消防団 副団長 残
ざん

　間
ま

　澄
すみ

　夫
お

　〃 川崎町消防団 副団長 菅
すが

　谷
や

　大
ひろ

　見
あき

　〃 仙台市宮城野消防団 副団長 平
たいら

　　　　　誠
まこと

　〃 石巻市消防団 副団長 髙
たか

　橋
はし

　德
のり

　明
あき

　〃 石巻市消防団 副団長 永
なが

　沼
ぬま

　利
とし

　幸
ゆき

　〃 大崎市消防団 副団長 日
ひ

　野
の

　幸
こう

　市
いち

　〃 大和町消防団 副団長 藤
ふじ

　江
え

　昭
あき

　夫
お

　〃 石巻市消防団 副団長 水
みず

　上
かみ

　　　斉
ひとし
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都道府県名 所　属 階　級 氏　　　名

秋田県 北秋田市消防団 副団長 福
ふく

　岡
おか

　　　仁
ひとし

　〃 井川町消防団 副団長 二
ふた

　田
だ

　　　一
はじめ

　〃 鹿角市消防団 分団長 青
あお

　山
やま

　幸
こう

　喜
き

　〃 小坂町消防団 分団長 秋
あき

　本
もと

　勇
いさ

　美
み

　〃 横手市消防団 分団長 奥
おく

　山
やま

　裕
ひろ

　寸
ちか

　〃 横手市消防団 分団長 柿
かき

　崎
ざき

　　　豊
ゆたか

　〃 秋田市消防団 分団長 鎌
かま

　田
だ

　正
まさ

　博
ひろ

　〃 大仙市消防団 分団長 川
かわ

　原
はら

　　　敏
さとし

　〃 鹿角市消防団 分団長 木
き

　村
むら

　隆
たか

　利
とし

　〃 由利本荘市消防団 分団長 木
き

　村
むら

　伸
のぶ

　英
ひで

　〃 仙北市消防団 分団長 草
くさ

　彅
なぎ

　　　晃
あきら

　〃 仙北市消防団 分団長 小
こ

　西
にし

　芳
よし

　雄
お

　〃 八郎潟町消防団 分団長 金
こん

　　　昭
あき

　彦
ひこ

　〃 由利本荘市消防団 分団長 今
こん

　野
の

　　　強
つよし

　〃 横手市消防団 分団長 近
こん

　　　　　寿
ひとし

　〃 五城目町消防団 分団長 佐
さ

　川
がわ

　　　誠
まこと

　〃 東成瀬村消防団 分団長 佐
さ

々
さ

木
き

　　　芳
かおる

　〃 男鹿市消防団 分団長 佐
さ

　藤
とう

　　　靖
やすし

　〃 大館市消防団 分団長 佐
さ

　藤
とう

　善
よし

　隆
たか

　〃 大仙市消防団 分団長 佐
さ

　原
はら

　吉
よし

　春
はる

　〃 北秋田市消防団 分団長 柴
しば

　田
た

　昭
あき

　夫
お

　〃 能代市消防団 分団長 杉
すぎ

　渕
ぶち

　　　宏
ひろし

　〃 秋田市消防団 分団長 鈴
すず

　木
き

　清
きよ

　博
ひろ

　〃 横手市消防団 分団長 鈴
すず

　木
き

　　　浩
ひろし

　〃 大潟村消防団 分団長 鈴
すず

　木
き

　　　太
ふとし

　〃 羽後町消防団 分団長 瀬
せ

　川
がわ

　　　隆
たかし
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都道府県名 所　属 階　級 氏　　　名

秋田県 大仙市消防団 分団長 髙
たか

　橋
はし

　雅
まさ

　彦
ひこ

　〃 秋田市消防団 分団長 田
た

　中
なか

　重
しげ

　之
ゆき

　〃 鹿角市消防団 分団長 中
なか

　村
むら

　　　実
みのる

　〃 横手市消防団 分団長 中
なか

　山
やま

　清
せい

　悦
えつ

　〃 美郷町消防団 分団長 畠
はたけ

　山
やま

　貞
さだ

　義
よし

　〃 男鹿市消防団 分団長 原
はら

　田
た

　裕
ひろ

　親
ちか

　〃 秋田市消防団 分団長 古
ふる

　井
い

　啓
けい

　司
じ

　〃 藤里町消防団 分団長 細
ほそ

　田
だ

　一
ひと

　幸
ゆき

　〃 にかほ市消防団 分団長 三
み

　浦
うら

　　　仁
ひとし

　〃 三種町消防団 分団長 三
み

　浦
うら

　摩
ま

壽
す

雄
お

　〃 由利本荘市消防団 分団長 村
むら

　上
かみ

　康
やす

　浩
ひろ

　〃 男鹿市消防団 分団長 柳
やなぎ

　原
わら

　善
よし

　広
ひろ

　〃 秋田市消防団 分団長 山
やま

　田
だ

　雄
ゆう

　造
ぞう

　〃 横手市消防団 分団長 米
よね

　澤
ざわ

　　　久
ひさし

　〃 大館市消防団 副分団長 阿
あ

　部
べ

　　　司
つかさ

　〃 湯沢市消防団 副分団長 押
おし

　切
きり

　吉
よし

　明
あき

　〃 由利本荘市消防団 副分団長 金
こん

　　　政
まさ

　途
と

　〃 由利本荘市消防団 副分団長 東
し ょ う じ

海林　　　一
はじめ

　〃 大館市消防団 副分団長 杉
すぎ

　田
た

　乾
けん

一
いち

郎
ろう

　〃 大仙市消防団 副分団長 畠
はた

　本
もと

　久
ひさ

　男
お

　〃 大仙市消防団 副分団長 古
ふる

　屋
や

　　　初
はじめ

山形県 白鷹町消防団 副団長 児
こ

　玉
だま

　秀
ひで

　朗
あき

　〃 鶴岡市消防団 副団長
さい

　藤
とう

　直
なお

　道
みち

　〃 遊佐町消防団 副団長 鈴
すず

　木
き

　聖
きよ

　春
はる

　〃 天童市消防団 副団長 滝
たき

　口
ぐち

　雅
まさ

　一
かず

　〃 新庄市消防団 分団長 阿
あ

　部
べ

　欽
きん

　也
や
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都道府県名 所　属 階　級 氏　　　名

山形県 尾花沢市消防団 部長 柴
しば

　﨑
さき

　安
やす

　雄
お

　〃 寒河江市消防団 部長 原
はら

　田
だ

　　　淳
あつし

　〃 小国町消防団 班長 舟
ふな

　山
やま

　豊
とよ

　幸
ゆき

　〃 酒田市消防団 団員 阿
あ

　部
べ

　弘
ひろ

　昭
あき

　〃 山形市消防団 団員 粟
あわ

　野
の

　修
しゅう

　次
じ

　〃 最上町消防団 団員 伊
い

　藤
とう

　　　正
ただし

　〃 飯豊町消防団 団員 井
いの

　上
うえ

　義
よし

　一
かず

　〃 金山町消防団 団員 梅
うめ

　津
つ

　秀
ひで

　敏
とし

　〃 山形市消防団 団員 江
え

　口
ぐち

　裕
ひろ

　之
ゆき

　〃 尾花沢市消防団 団員 大
おお

　山
やま

　祐
すけ

　近
ちか

　〃 鶴岡市消防団 団員 小
お

　田
だ

　隆
たか

　夫
お

　〃 寒河江市消防団 団員 國
くに

　井
い

　順
じゅん

　也
や

　〃 小国町消防団 団員 今
こん

　　　清
せい

　一
いち

　〃 中山町消防団 団員 今
こん

　野
の

　清
きよ

　俊
とし

　〃 鮭川村消防団 団員 佐
さ

　藤
とう

　和
かず

　也
や

　〃 最上町消防団 団員 髙
たか

　嶋
しま

　　　香
かおる

　〃 山形市消防団 団員 髙
たか

　橋
はし

　敏
とし

　弥
や

　〃 東根市消防団 団員 東
とう

海
かい

林
りん

　牧
まき

　人
と

　〃 新庄市消防団 団員 東
とう

海
かい

林
りん

　実
み

　鶴
つる

　〃 大石田町消防団 団員 戸
と

　田
だ

　　　昇
のぼる

　〃 米沢市消防団 団員 渡
わた

　部
なべ

　隆
りゅう

　一
いち

福島県 田村市消防団 副団長 石
いし

　井
い

　武
たけ

　彦
ひこ

　〃 郡山市消防団 副団長 今
いま

　泉
いずみ

　　　敏
さとし

　〃 白河市消防団 副団長 大
おお

　竹
たけ

　　　仁
ひとし

　〃 喜多方市消防団 副団長 川
かわら

原田
だ

　弘
ひろ

　幸
ゆき

　〃 須賀川市消防団 副団長 熊
くま

　谷
がい

　勝
かつ

　幸
ゆき
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都道府県名 所　属 階　級 氏　　　名

山形県 大蔵村消防団 分団長 荒
あら

　沢
さわ

　　　淳
じゅん

　〃 河北町消防団 分団長 宇
う

　野
の

　和
かず

　彦
ひこ

　〃 大江町消防団 分団長 大
おお

　谷
や

　孝
たか

　幸
ゆき

　〃 戸沢村消防団 分団長 加
か

　藤
とう

　亮
あき

　憲
のり

　〃 長井市消防団 分団長 金
かね

　子
こ

　甚
じん

　一
いち

　〃 酒田市消防団 分団長 日
くさ

下
か

部
べ

　祐
ゆう

　一
いち

　〃 真室川町消防団 分団長 沓
くつ

　澤
ざわ

　真
しん

　司
じ

　〃 戸沢村消防団 分団長 齊
さい

　藤
とう

　輝
てる

　仁
よし

　〃 庄内町消防団 分団長 佐
さ

々
さ

木
き

　秀
ひで

　人
ひと

　〃 上山市消防団 分団長 佐
さ

　藤
とう

　広
ひろ

　幸
ゆき

　〃 真室川町消防団 分団長 杉
すぎ

　原
はら

　一
かず

　彦
ひこ

　〃 鶴岡市消防団 分団長 田
た

　村
むら

　正
まさ

　芳
よし

　〃 村山市消防団 分団長 西
にし

　塚
づか

　正
まさ

　寿
とし

　〃 舟形町消防団 分団長 野
の

　尻
じり

　和
かず

　彦
ひこ

　〃 鮭川村消防団 分団長 堀
ほり

　米
ごめ

　　　太
ふとし

　〃 西川町消防団 分団長 松
まつ

　田
だ

　淳
じゅん

一
いち

郎
ろう

　〃 山辺町消防団 分団長 峯
みね

　田
た

　　　忍
しのぶ

　〃 川西町消防団 分団長 淀
よど

　野
の

　隆
たか

　幸
ゆき

　〃 米沢市消防団 副分団長 天
あま

　野
の

　久
く

仁
に

彦
ひこ

　〃 南陽市消防団 副分団長 江
え

　口
ぐち

　信
のぶ

　浩
ひろ

　〃 庄内町消防団 副分団長 加
か

　藤
とう

　　　皇
こう

　〃 村山市消防団 副分団長 斉
さい

　藤
とう

　弘
ひろ

　昭
あき

　〃 鶴岡市消防団 副分団長 佐
さ

　藤
とう

　　　仁
ひとし

　〃 酒田市消防団 副分団長 高
たか

　橋
はし

　将
まさ

　人
と

　〃 酒田市消防団 部長 石
いし

　山
やま

　一
かず

　弘
ひろ

　〃 新庄市消防団 部長 伊
い

　藤
とう

　良
りょう

　一
いち
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都道府県名 所　属 階　級 氏　　　名

福島県 田村市消防団 副団長 小
こ

石
いし

沢
ざわ

　吉
よし

　展
のぶ

　〃 田村市消防団 副団長 小
こ

　林
ばやし

　勝
かつ

　雄
お

　〃 須賀川市消防団 副団長 小
こ

　林
ばやし

　　　徹
とおる

　〃 中島村消防団 副団長 小
こ

　針
ばり

　忠
ただ

　善
よし

　〃 二本松市消防団 副団長 鈴
すず

　木
き

　朝
とも

　裕
ひろ

　〃 鏡石町消防団 副団長 鈴
すず

　木
き

　　　勝
まさる

　〃 猪苗代町消防団 副団長 野
の

　本
もと

　真
しん

　吾
ご

　〃 白河市消防団 副団長 堀
ほり

　江
え

　光
みつ

　憲
のり

　〃 古殿町消防団 副団長 水
みず

　野
の

　浩
ひろ

　幸
ゆき

　〃 南会津町消防団 副団長 宮
みや

　崎
ざき

　博
ひろ

　之
ゆき

　〃 南会津町消防団 分団長 阿
あ

久
く

津
つ

　啓
けい

　介
すけ

　〃 福島市消防団 分団長 吾
あ

　妻
づま

　久
ひさ

　隆
たか

　〃 相馬市消防団 分団長 荒
あら

　　　忠
ただ

　浩
ひろ

　〃 喜多方市消防団 分団長 磯
いそ

　部
べ

　淳
じゅん

　一
いち

　〃 いわき市消防団 分団長 大
おお

井
い

川
がわ

　　　守
まもる

　〃 下郷町消防団 分団長 大
おお

　竹
たけ

　洋
よう

　一
いち

　〃 会津若松市消防団 分団長 加
か

　藤
とう

　　　新
あらた

　〃 郡山市消防団 分団長 金
かな

　澤
ざわ

　靖
やす

　宏
ひろ

　〃 桑折町消防団 分団長 朽
くち

　木
き

　隆
たか

　文
ふみ

　〃 二本松市消防団 分団長 斎
さい

　藤
とう

　敏
とし

　朗
ろう

　〃 富岡町消防団 分団長 早
さ

乙
おと め

女　政
まさ

　広
ひろ

　〃 いわき市消防団 分団長 坂
さか

　本
もと

　憲
のり

　弘
ひろ

　〃 いわき市消防団 分団長 佐
さ

　藤
とう

　耕
こう

　一
いち

　〃 いわき市消防団 分団長 佐
さ

　藤
とう

　信
のぶ

　広
ひろ

　〃 大熊町消防団 分団長 菅
すが

　原
わら

　　　淳
じゅん

　〃 いわき市消防団 分団長 髙
たか

　木
き

　晃
こう

　平
へい
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都道府県名 所　属 階　級 氏　　　名

福島県 北塩原村消防団 分団長 高
たか

　畑
はた

　忠
ただ

　弘
ひろ

　〃 大熊町消防団 分団長 多
た

　田
だ

　幸
こう

　一
いち

　〃 小野町消防団 分団長 西
にし

　山
やま

　
えい

　一
いち

　〃 会津若松市消防団 分団長 平
ひら

　塚
つか

　祐
ゆう

　喜
き

　〃 いわき市消防団 分団長 堀
ほり

　江
え

　正
まさ

　重
しげ

　〃 いわき市消防団 分団長 松
まつ

　本
もと

　智
とも

　弘
ひろ

　〃 いわき市消防団 分団長 矢
や

　内
ない

　順
じゅん

一
いち

郎
ろう

　〃 新地町消防団 分団長 横
よこ

　山
やま

　　　智
さとし

　〃 国見町消防団 分団長 渡
わた

　辺
なべ

　勝
かつ

　弘
ひろ

　〃 いわき市消防団 副分団長 大
おお

　平
ひら

　正
まさ

　志
し

　〃 富岡町消防団 副分団長 深
ふか

　谷
や

　浩
ひろ

　光
みつ

　〃 西会津町消防団 部長 五
い が

十嵐
らし

　啓
けい

　一
いち

　〃 西会津町消防団 班長 五
い が

十嵐
らし

　勝
かつ

　彦
ひこ

　〃 いわき市消防団 班長 菊
きく

　地
ち

　房
ふさ

　一
かず

　〃 浪江町消防団 班長 佐
さ

　藤
とう

　尚
なお

　武
たけ

　〃 西会津町消防団 班長 三
さん

　瓶
ぺい

　常
つね

　政
まさ

　〃 棚倉町消防団 班長 藤
ふじ

　沢
さわ

　　　茂
しげる

　〃 下郷町消防団 班長 星
ほし

　　　德
とく

　光
みつ

　〃 富岡町消防団 団員 梅
うめ

　田
だ

　義
よし

　弘
ひろ

　〃 いわき市消防団 団員 國
くに

　井
い

　正
しょう

　一
いち

　〃 金山町消防団 団員 栗
くり

　城
き

　善
よし

　浩
ひろ

　〃 下郷町消防団 団員 佐
さ

　藤
とう

　公
きみ

　生
お

　〃 いわき市消防団 団員 高
たか

　木
ぎ

　一
かず

　夫
お

　〃 柳津町消防団 団員 二
に

　瓶
へい

　武
たけ

　義
よし

　〃 いわき市消防団 団員 本
ほん

　田
だ

　康
やす

　弘
ひろ

　〃 昭和村消防団 団員 本
ほん

　名
な

　　　敬
たかし
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都道府県名 所　属 階　級 氏　　　名

茨城県 笠間市消防団 分団長 郡
ぐん

　司
じ

　智
とも

　一
かつ

　〃 かすみがうら市消防団 分団長 近
こん

　藤
どう

　孝
のり

　一
かず

　〃 かすみがうら市消防団 分団長 佐
さ

　久
く

　定
さだ

　規
のり

　〃 古河市消防団 分団長 鈴
すず

　木
き

　英
ひで

　之
ゆき

　〃 茨城町消防団 分団長 原
はら

　　　強
つよ

　志
し

　〃 常陸大宮市消防団 分団長 益
まし

　子
こ

　修
しゅう

　一
いち

　〃 水戸市消防団 分団長 藥
やく

師
し

神
じ

　　　齋
ひとし

　〃 龍ケ崎市消防団 分団長 山
やま

　下
した

　一
かず

　也
や

　〃 水戸市消防団 分団長 山
やま

　戸
と

　愼
しん

　治
じ

　〃 大洗町消防団 部長 関
せき

　根
ね

　一
かず

　彦
ひこ

　〃 常陸太田市消防団 団員 大
おお

　澤
さわ

　洋
よう

　一
いち

　〃 行方市消防団 団員 荻
おぎ

　　　祐
ゆう

　一
いち

　〃 大子町消防団 団員 ⻆
かく

　田
た

　政
まさ

　義
よし

　〃 守谷市消防団 団員 小
こ

　竹
たけ

　俊
とし

　男
お

　〃 常陸太田市消防団 団員 平
ひら

　根
ね

　　　悟
さとる

　〃 ひたちなか市消防団 団員 前
まえ

　提
さげ

　道
みち

　夫
お

　〃 神栖市消防団 団員 丸
まる

　山
やま

　賢
けん

　一
いち

　〃 北茨城市消防団 団員 緑
みどり

　川
かわ

　賢
けん

　次
じ

　〃 神栖市消防団 団員 山
やま

　本
もと

　
ゆき

　雄
お

栃木県 鹿沼市消防団 団長 小
こ

太
だ

刀
ち

　　　昭
あきら

　〃 高根沢町消防団 団長 小
こ

　林
ばやし

　　　修
おさむ

　〃 壬生町消防団 団長 戸
と

　崎
さき

　代
よ

志
し

夫
お

　〃 益子町消防団 団長 法
ほう

師
し

人
と

　和
かず

　哉
や

　〃 那珂川町消防団 副団長 大
おお

　金
がね

　政
まさ

　弘
ひろ

　〃 佐野市消防団 副団長 川
かわ

　田
だ

　清
きよ

　隆
たか

　〃 佐野市消防団 副団長 長
なが

　島
しま

　幹
みき

　佳
よし
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都道府県名 所　属 階　級 氏　　　名

福島県 下郷町消防団 団員 横
よこ

　山
やま

　貴
たか

　善
よし

　〃 いわき市消防団 団員 吉
よし

　田
だ

　明
あき

　広
ひろ

　〃 いわき市消防団 団員 四
よ

ツ
つ

倉
くら

　　　隆
たかし

　〃 いわき市消防団 団員 藁
わら

　谷
がい

　輝
てる

　男
お

茨城県 石岡市消防団 団長 櫻
さくら

　井
い

　　　健
けん

　〃 桜川市消防団 副団長 風
かぜ

　野
の

　和
かず

　視
み

　〃 那珂市消防団 副団長 片
かた

　岡
おか

　　　満
みつる

　〃 つくば市消防団 副団長 木
き

　村
むら

　敏
とし

　英
ひで

　〃 鉾田市消防団 副団長 久
く

保
ぼ

田
た

　　　豊
ゆたか

　〃 つくば市消防団 副団長 倉
くら

　持
もち

　正
まさ

　仁
ひと

　〃 筑西市消防団 副団長 栗
くり

　原
はら

　　　浩
ひろし

　〃 河内町消防団 副団長 古
こ

　手
て

　泰
やす

　貴
たか

　〃 小美玉市消防団 副団長 小
こ

仁
に

所
しょ

　　　浩
ひろし

　〃 常総市消防団 副団長 齋
さい

　藤
とう

　佐
さ

登
と

志
し

　〃 利根町消防団 副団長 杉
すぎ

　山
やま

　貴
たか

　史
し

　〃 筑西市消防団 副団長 坪
つぼ

　松
まつ

　一
かず

　弥
や

　〃 日立市消防団 副団長 友
とも

　部
べ

　巌
いわ

　美
よし

　〃 土浦市消防団 副団長 中
なか

　川
がわ

　賢
けん

　人
と

　〃 取手市消防団 副団長 前
まえ

　野
の

　治
はる

　信
のぶ

　〃 行方市消防団 副団長 森
もり

　崎
さき

　正
まさ

　暁
あき

　〃 桜川市消防団 副団長 山
やま

　口
ぐち

　伸
しん

　一
いち

　〃 八千代町消防団 副団長 渡
わた

　邉
なべ

　利
とし

　明
あき

　〃 常陸大宮市消防団 分団長 相
あい

　田
た

　仁
ひと

　史
し

　〃 城里町消防団 分団長 大
おお

　越
こし

　信
のぶ

　之
ゆき

　〃 高萩市消防団 分団長 大
おお

　部
ぶ

　吉
よし

　仁
ひと

　〃 石岡市消防団 分団長 岡
おか

　野
の

　　　光
ひかる
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都道府県名 所　属 階　級 氏　　　名

栃木県 小山市消防団 副団長 長
は

谷
せ

部
べ

　厚
あつ

　志
し

　〃 大田原市消防団 副団長 花
はな

　塚
つか

　陽
よう

　一
いち

　〃 那珂川町消防団 副団長 星
ほし

　　　隆
たか

　昌
まさ

　〃 日光市栗山消防団 副団長 山
やま

　口
ぐち

　英
えい

　一
いち

　〃 小山市消防団 副団長 吉
よし

　田
だ

　和
かず

　男
お

　〃 栃木市消防団 分団長 棚
たな

　橋
はし

　利
とし

　行
ゆき

群馬県 みどり市消防団 団長 遠
えん

　藤
どう

　　　剛
つよし

　〃 玉村町消防団 団長 神
かん

　立
だち

　鉄
てつ

　也
や

　〃 伊勢崎市消防団 副団長 浅
あざ

　見
み

　　　誠
まこと

　〃 安中市消防団 副団長 悴
かせ

　田
だ

　　　博
ひろし

　〃 高崎市消防団 副団長 小
こ

　池
いけ

　栄
えい

　治
じ

　〃 大泉町消防団 副団長 佐
さ

　藤
とう

　雄
ゆう

　二
じ

　〃 館林地区消防組合千代田消防団 副団長 鈴
すず

　木
き

　唯
ただ

　夫
お

　〃 高崎市消防団 副団長 富
とみ

　所
どころ

　莊
そう

　司
じ

　〃 中之条町消防団 副団長 福
ふく

　田
だ

　公
きみ

　雄
お

　〃 前橋市消防団 副団長 堀
ほり

　越
こし

　徹
てつ

　也
や

　〃 沼田市消防団 分団長 青
あお

　木
き

　　　明
あきら

　〃 太田市消防団 分団長 内
うち

　田
だ

　　　登
のぼる

　〃 草津町消防団 分団長 𠮷
よし

　田
だ

　健
けん

　次
じ

埼玉県 飯能消防団 団長 新
あら

　井
い

　安
やす

　典
のり

　〃 小鹿野町消防団 団長 坂
さか

　本
もと

　浩
ひろ

　文
ふみ

　〃 三郷市消防団 団長 島
しま

　根
ね

　東
とう

　也
や

　〃 所沢市消防団 副団長 加
か

　藤
とう

　泰
やす

　道
みち

　〃 加須市消防団 副団長 川
かわ

　田
た

　　　宏
ひろし

　〃 比企広域市町村圏組合滑川消防団 副団長 神
かん

　田
だ

　克
かつ

　彦
ひこ

　〃 秩父市消防団 副団長 小
こ

石
いし

川
かわ

　康
やす

　彦
ひこ
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都道府県名 所　属 階　級 氏　　　名

埼玉県 新座市消防団 副団長 小
こ

　泉
いずみ

　哲
てつ

　也
や

　〃 深谷市消防団 副団長 高
たか

　橋
はし

　秀
ひで

　男
お

　〃 横瀬町消防団 副団長 田
た

　口
ぐち

　　　昭
あきら

　〃 春日部市春日部消防団 副団長 野
の

　村
むら

　　　寿
ひさし

　〃 さいたま市消防団 分団長 小
お

井
い

川
かわ

　光
みつ

　宏
ひろ

　〃 上尾市消防団 分団長 岡
おか

　野
の

　順
のぶ

　好
よし

　〃 川口市消防団 分団長 小
お

　川
がわ

　　　勝
まさる

　〃 行田市消防団 分団長 河
かわ

　野
の

　哲
てつ

　士
し

　〃 川口市消防団 分団長 岸
きし

　部
べ

　一
かず

　貴
き

　〃 志木市消防団 分団長 木
きの

　下
した

　武
たけ

　三
ぞう

　〃 さいたま市消防団 分団長
くわ

　原
ばら

　信
しん

　治
じ

　〃 羽生市消防団 分団長
さい

　藤
とう

　　　孝
たかし

　〃 久喜市消防団 分団長 島
しま

　田
だ

　賢
けん

　二
じ

　〃 吉川市消防団 分団長 島
しま

　根
ね

　聖
せい

　也
や

　〃 熊谷市消防団 分団長 根
ね

　岸
ぎし

　倉
そう

一
いち

郎
ろう

　〃 行田市消防団 分団長 春
はる

　田
た

　雄
ゆう

　一
いち

　〃 幸手市消防団 分団長 樋
ひ

　口
ぐち

　　　孝
たかし

　〃 熊谷市消防団 分団長 福
ふく

　田
だ

　　　豊
ゆたか

　〃 行田市消防団 分団長 松
まつ

　﨑
ざき

　秀
ひで

　行
ゆき

　〃 川口市消防団 分団長 三
み

　浦
うら

　　　更
こう

　〃 川口市消防団 分団長 宮
みや

　下
した

　弘
ひろ

　和
かず

　〃 皆野町消防団 分団長 宮
みや

　前
まえ

　浩
ひろ

　之
ゆき

　〃 川口市消防団 副分団長 岩
いわ

　田
た

　義
よし

　春
はる

　〃 越谷市消防団 副分団長 植
うえ

　竹
たけ

　　　勤
つとむ

　〃 戸田市消防団 副分団長 大
おお

　山
やま

　髙
たか

　広
ひろ

　〃 和光市消防団 副分団長 小
こ

　松
まつ

　正
まさ

　広
ひろ
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都道府県名 所　属 階　級 氏　　　名

千葉県 千葉市消防団 副団長 松
まつ

　本
もと

　
ひで

　明
あき

　〃 市原市消防団 副団長 深
み

　山
やま

　浩
こう

　一
いち

　〃 長生郡市広域市町村圏組合消防団 副団長 村
むら

　杉
すぎ

　貴
たか

　博
ひろ

　〃 八千代市消防団 副団長 村
むら

　田
た

　一
かず

　晃
あき

　〃 市川市消防団 副団長 湯
ゆ

　浅
あさ

　光
みつ

　人
ひと

　〃 山武市消防団 分団長 小
お

　川
がわ

　敏
とし

　文
ふみ

　〃 印西市消防団 分団長 鈴
すず

　木
き

　正
まさ

　裕
ひろ

　〃 八街市消防団 分団長 富
とみ

　弥
や

　貴
たか

　広
ひろ

　〃 船橋市消防団 分団長 平
ひら

　田
た

　正
まさ

　彦
ひこ

　〃 九十九里町消防団 分団長 古
ふる

　川
かわ

　信
しん

　一
いち

　〃 印西市消防団 分団長 柗
まつ

　田
だ

　倫
みち

　明
あき

　〃 印西市消防団 分団長 森
もり

　田
た

　伊
よし

　和
かず

　〃 流山市消防団 分団長 山
やま

　田
だ

　和
かず

　行
ゆき

　〃 勝浦市消防団 副分団長 中
なか

　村
むら

　篤
あつ

　司
し

　〃 市川市消防団 班長 内
うち

　田
だ

　栄
えい

　一
いち

　〃 四街道市消防団 班長 岡
おか

　田
だ

　禎
よし

　久
ひさ

　〃 我孫子市消防団 班長 鈴
すず

　木
き

　　　等
ひとし

　〃 四街道市消防団 班長 花
はな

　嶋
しま

　博
ひろ

　之
ゆき

　〃 八街市消防団 班長 古
ふる

　市
いち

　正
まさ

　繁
しげ

　〃 酒々井町消防団 団員 相
あい

　京
きょう

　輝
てる

　彦
ひこ

　〃 栄町消防団 団員 大
おお

　野
の

　成
しげ

　俊
とし

　〃 勝浦市消防団 団員 長
おさ

　田
だ

　
よし

　幸
ゆき

　〃 白井市消防団 団員 川
かわ

　鍋
なべ

　　　修
おさむ

　〃 銚子市消防団 団員 篠
しの

　塚
つか

　在
すみ

　良
よし

　〃 酒々井町消防団 団員 鶴
つる

　田
た

　　　剛
たけし

　〃 白井市消防団 団員 山
やま

　﨑
ざき

　昌
まさ

　志
し
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都道府県名 所　属 階　級 氏　　　名

埼玉県 戸田市消防団 副分団長 小
こ

　山
やま

　正
まさ

　統
ずみ

　〃 白岡市消防団 副分団長 田
た

　口
ぐち

　健
けん

　一
いち

　〃 加須市消防団 副分団長 田
た

　口
ぐち

　健
けん

　二
じ

　〃 志木市消防団 副分団長 谷
たに

　岡
おか

　功
のり

　之
ゆき

　〃 蕨市消防団 副分団長 森
もり

　　　雅
まさ

　彦
ひこ

　〃 熊谷市消防団 副分団長 八
や

木
ぎ

原
はら

　敏
とし

　雄
お

　〃 春日部市庄和消防団 副分団長 山
やま

　口
ぐち

　　　武
たけし

　〃 熊谷市消防団 班長 廣
ひろ

　瀬
せ

　　　勉
つとむ

　〃 吉川市消防団 団員 芦
あし

　田
だ

　正
まさ

　幸
ゆき

　〃 さいたま市消防団 団員 柴
しば

　﨑
さき

　　　実
みのる

　〃 吉川市消防団 団員 鈴
すず

　木
き

　教
のり

　純
よし

千葉県 袖ケ浦市消防団 団長 景
かげ

　山
やま

　幸
ゆき

　雄
お

　〃 香取広域市町村圏事務組合
多古町消防団 団長 工

く

　藤
どう

　和
かず

　明
あき

　〃 船橋市消防団 副団長 青
あお

　木
き

　敏
とし

　人
ひと

　〃 鎌ケ谷市消防団 副団長 新
あら

　井
い

　英
ひで

　伸
のぶ

　〃 横芝光町消防団 副団長 伊
い

　藤
とう

　剛
たけ

　史
し

　〃 市川市消防団 副団長 梅
うめ

　澤
ざわ

　伸
しん

　治
じ

　〃 南房総市消防団 副団長 加
か

　瀬
せ

　弘
ひろ

　道
みち

　〃 南房総市消防団 副団長 小
こ

　
しば

　剛
たか

　史
ふみ

　〃 市原市消防団 副団長 齋
さい

　藤
とう

　智
とも

　仁
ひと

　〃 南房総市消防団 副団長 佐
さ

久
く

間
ま

　真
しん

　一
いち

　〃 香取広域市町村圏事務組合
香取市消防団 副団長 篠

しの

　塚
づか

　正
まさ

　明
あき

　〃 九十九里町消防団 副団長 髙
たか

　栁
やなぎ

　和
かず

　正
まさ

　〃 柏市消防団 副団長 長
なが

　妻
つま

　　　勇
いさむ

　〃 東金市消防団 副団長 中
なか

　村
むら

　智
とも

　也
や

　〃 佐倉市消防団 副団長 藤
ふじ

　嵜
さき

　隆
たか

　良
よし
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都道府県名 所　属 階　級 氏　　　名

東京都 国立市消防団 団長 北
きた

　島
じま

　基
もと

　和
かず

　〃 東村山市消防団 団長 竹
たけ

　村
むら

　元
もと

　宏
ひろ

　〃 小金井市消防団 団長 田
た

　村
むら

　裕
ゆう

　一
いち

　〃 武蔵村山市消防団 副団長 網
あ

　代
じろ

　栄
えい

　一
いち

　〃 志村消防団 副団長 池
いけ

　田
だ

　好
よし

　男
お

　〃 武蔵野市消防団 副団長 伊
い

　藤
とう

　博
ひろ

　通
みち

　〃 牛込消防団 副団長 上
うえ

　田
だ

　智
とも

　吉
よし

　〃 光が丘消防団 副団長 内
うち

　田
だ

　　　浩
ひろし

　〃 品川消防団 副団長 大
おお

　谷
たに

　敏
とし

　子
こ

　〃 野方消防団 副団長 大
おお

　野
の

　　　勲
いさお

　〃 武蔵野市消防団 副団長 小
お

野
の

山
やま

　武
たけ

　男
お

　〃 小岩消防団 副団長 小
こ

　泉
いずみ

　和
かず

　久
ひさ

　〃 多摩市消防団 副団長 佐
さ

　伯
えき

　一
かず

　哉
や

　〃 日本堤消防団 副団長 鈴
すず

　木
き

　竹
たけ

　司
し

　〃 麴町消防団 副団長 鈴
すず

　木
き

　　　徹
とおる

　〃 矢口消防団 副団長 鈴
すず

　木
き

　広
ひろ

　司
し

　〃 目黒消防団 副団長 高
たか

　木
ぎ

　　　雅
ただし

　〃 世田谷消防団 副団長 髙
たか

　杉
すぎ

　義
よし

　一
かず

　〃 杉並消防団 副団長 髙
たか

　橋
はし

　勝
かつ

　司
じ

　〃 荻窪消防団 副団長 高
たか

　橋
はし

　秀
ひで

　夫
お

　〃 西新井消防団 副団長 髙
たか

　山
やま

　延
のぶ

　之
ゆき

　〃 石神井消防団 副団長 田
た

　中
なか

　　　裕
ゆたか

　〃 成城消防団 副団長 土
つち

　屋
や

　盛
もり

　夫
お

　〃 上野消防団 副団長 戸
と

　松
まつ

　雅
まさ

　司
し

　〃 城東消防団 副団長 中
なか

　嶋
じま

　雅
まさ

　樹
き

　〃 檜原村消防団 副団長 中
なか

　野
の

　裕
ゆう

　治
じ
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都道府県名 所　属 階　級 氏　　　名

東京都 足立消防団 副団長 長
なが

　原
はら

　範
のり

　充
みち

　〃 金町消防団 副団長 中
なか

　山
やま

　克
かつ

　巳
み

　〃 千住消防団 副団長 沼
ぬま

　尻
じり

　哲
てつ

　男
お

　〃 荒川消防団 副団長 根
ね

　本
もと

　一
かず

　德
のり

　〃 深川消防団 副団長 鳩
はと

　貝
がい

　裕
ひろ

　幸
ゆき

　〃 本所消防団 副団長 早
はや

　川
かわ

　洋
よう

　子
こ

　〃 奥多摩町消防団 副団長 原
はら

　島
しま

　克
かつ

　弘
ひろ

　〃 江戸川消防団 副団長 平
ひら

　田
た

　光
みつ

　男
お

　〃 八王子市消防団 副団長 堀
ほり

　　　雄
ゆう

　介
すけ

　〃 本田消防団 副団長 益
ます

　子
こ

　憲
けん

　一
いち

　〃 王子消防団 副団長 松
まつ

　本
もと

　な
な

か
か

子
こ

　〃 板橋消防団 副団長 松
まつ

　山
やま

　浩
ひろ

　哉
や

　〃 渋谷消防団 副団長 丸
まる

　山
やま

　高
たか

　司
し

　〃 滝野川消防団 副団長 武
む

　藤
とう

　靜
しず

　芳
よし

　〃 府中市消防団 副団長 村
むら

　井
い

　雅
まさ

　一
かず

　〃 尾久消防団 副団長 村
むら

　松
まつ

　恒
つね

　至
じ

　〃 荏原消防団 副団長 吉
よし

　田
だ

　敬
けい

　一
いち

　〃 日本橋消防団 分団長 赤
あか

　岡
おか

　正
まさ

　博
ひろ

　〃 新宿消防団 分団長 秋
あき

　元
もと

　正
まさ

　幸
ゆき

　〃 蒲田消防団 分団長 淺
あさ

　井
い

　良
よし

　広
ひろ

　〃 京橋消防団 分団長 伊
い

　藤
とう

　　　修
おさむ

　〃 向島消防団 分団長 伊
い

　藤
とう

　良
よし

　雄
お

　〃 池袋消防団 分団長 神
かん

　林
ばやし

　幹
みき

　雄
お

　〃 赤坂消防団 分団長 岸
きし

　本
もと

　寿
ひさ

　夫
お

　〃 臨港消防団 分団長 金
き

　須
す

　淳
じゅん

　二
じ

　〃 四谷消防団 分団長 小
こ

　濵
はま

　武
たけ

　志
し
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都道府県名 所　属 階　級 氏　　　名

神奈川県 横浜市港南消防団 分団長 市
いち

　村
むら

　和
かず

　浩
ひろ

　〃 横浜市港北消防団 分団長 伊
い

　藤
とう

　一
かず

　弘
ひろ

　〃 川崎市中原消防団 分団長 猪
いの

　股
また

　昌
まさ

　美
み

　〃 横浜市緑消防団 分団長 今
いま

　井
い

　保
やす

　生
お

　〃 横須賀市消防団 分団長 井
い

　本
もと

　　　学
まなぶ

　〃 横浜市神奈川消防団 分団長 内
うち

　田
だ

　勝
かつ

　美
み

　〃 横浜市金沢消防団 分団長 小
お

　澤
ざわ

　主
かず

　昌
よし

　〃 横浜市都筑消防団 分団長 金
かね

　子
こ

　國
くに

　雄
お

　〃 川崎市麻生消防団 分団長 鴨
かも

志
し

田
だ

　昭
あき

　儀
よし

　〃 逗子市消防団 分団長 桐
きり

ケ
が

谷
や

　一
かず

　孝
たか

　〃 横浜市旭消防団 分団長 草
くさ

　柳
やなぎ

　昭
あき

　彦
ひこ

　〃 横浜市戸塚消防団 分団長 小
こ

　泉
いずみ

　春
しゅん

　海
かい

　〃 横浜市戸塚消防団 分団長 三
さ

枝
え

木
き

　正
まさ

　夫
お

　〃 横浜市西消防団 分団長 白
しろ

　駒
こま

　利
とし

　和
かず

　〃 横須賀市消防団 分団長 杉
すぎ

　山
やま

　真
しん

　一
いち

　〃 横須賀市消防団 分団長 鈴
すず

　木
き

　孝
たか

　秀
ひで

　〃 川崎市高津消防団 分団長 鈴
すず

　木
き

　輝
てる

　雄
お

　〃 横浜市西消防団 分団長 関
せき

　口
ぐち

　　　強
つとむ

　〃 横浜市瀬谷消防団 分団長 曽
そ

　根
ね

　隆
たか

　志
し

　〃 鎌倉市消防団 分団長 田
た

二
じ

見
み

　　　健
たけし

　〃 茅ヶ崎市消防団 分団長 津
つ

　田
だ

　眞
まさ

　利
とし

　〃 横浜市磯子消防団 分団長 永
なが

　田
た

　次
じ

　郎
ろう

　〃 横浜市栄消防団 分団長 長
なが

　沼
ぬま

　雅
まさ

　明
あき

　〃 横浜市港北消防団 分団長 中
なか

　山
やま

　　　勉
つとむ

　〃 川崎市幸消防団 分団長 成
なり

　川
かわ

　秀
ひで

　幸
ゆき

　〃 平塚市消防団 分団長 原
はら

　田
だ

　秀
ひで

　一
かず
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都道府県名 所　属 階　級 氏　　　名

東京都 大森消防団 分団長 菅
すげ

　田
た

　敦
あつ

　夫
お

　〃 八王子市消防団 分団長 武
たけ

　内
うち

　辰
たつ

　幸
ゆき

　〃 本郷消防団 分団長 西
にし

　𦚰
わき

　繁
しげ

　和
かず

　〃 豊島消防団 分団長 野
の

　本
もと

　　　渉
わたる

　〃 八丈町消防団 分団長 間
ま

仁
に

田
た

　　　聡
さとし

　〃 玉川消防団 分団長 宮
みや

　田
た

　直
なお

　治
はる

　〃 神田消防団 分団長 望
もち

　月
づき

　　　正
ただし

　〃 町田市消防団 分団長 森
もり

　　　規
のり

　至
ゆき

　〃 田園調布消防団 分団長 山
やま

　下
した

　雅
まさ

　夫
お

　〃 浅草消防団 分団長 萬
よろず

　　　勝
かつ

　巳
み

　〃 葛西消防団 団員 髙
たか

　見
み

　陽
よう

一
いち

郎
ろう

神奈川県 厚木市消防団 団長 川
かわ

　田
た

　啓
けい

一
いち

郎
ろう

　〃 清川村消防団 団長 小
こ

　島
じま

　髙
たか

　德
のり

　〃 大和市消防団 副団長 阿
あ

　部
べ

　　　勉
つとむ

　〃 三浦市消防団 副団長 石
いし

　橋
ばし

　慎
しん

　一
いち

　〃 横浜市加賀町消防団 副団長 井
いの

　上
うえ

　　　守
まもる

　〃 逗子市消防団 副団長 小
お

　沢
ざわ

　正
まさ

　和
かず

　〃 秦野市消防団 副団長 小
お

山
やま

田
だ

　誠
せい

　二
じ

　〃 横浜市伊勢佐木消防団 副団長 黒
くろ

　柳
やなぎ

　祥
ひろ

　子
こ

　〃 湯河原町消防団 副団長 寺
てら

　田
だ

　政
まさ

　雄
お

　〃 相模原市消防団 副団長 野
の

　口
ぐち

　淳
じゅん

　一
いち

　〃 逗子市消防団 副団長 矢
や

　島
じま

　　　明
あきら

　〃 相模原市消防団 副団長 山
やま

　口
ぐち

　幸
こう

　一
いち

　〃 横浜市金沢消防団 分団長 相
あい

　川
かわ

　明
あき

　範
のり

　〃 横浜市港南消防団 分団長 相
あい

　澤
ざわ

　正
まさ

　明
あき

　〃 横浜市緑消防団 分団長 芦
あし

　垣
がき

　昌
まさ

　夫
お
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都道府県名 所　属 階　級 氏　　　名

神奈川県 横浜市伊勢佐木消防団 分団長 邊
へん

　見
み

　伸
しん

　一
いち

　〃 川崎市川崎消防団 分団長 松
まつ

　本
もと

　曻
しょう

　次
じ

　〃 秦野市消防団 分団長 向
むこう

　原
はら

　量
りょう

　一
いち

　〃 横浜市青葉消防団 分団長 八
や

木
ぎ

下
した

　直
なお

　人
と

　〃 横浜市栄消防団 分団長 山
やま

　岸
ぎし

　正
まさ

　孝
たか

　〃 川崎市臨港消防団 分団長 横
よこ

　森
もり

　久
ひさ

　雄
お

　〃 川崎市宮前消防団 分団長 𠮷
よし

　田
だ

　浩
ひろ

　之
ゆき

　〃 横浜市南消防団 分団長 渡
わた

　邉
なべ

　　　尚
たかし

　〃 横浜市山手消防団 分団長
わに

　川
かわ

　義
よし

　昭
あき

　〃 横浜市瀬谷消防団 副分団長 相
あい

　澤
ざわ

　正
まさ

　夫
お

　〃 横浜市泉消防団 副分団長 安
あん

　西
ざい

　　　透
とおる

　〃 横浜市旭消防団 副分団長 早
さ

乙
おと

女
め

　定
さだ

　男
お

　〃 横浜市南消防団 副分団長 芝
しば

　﨑
ざき

　秀
ひで

　之
ゆき

　〃 横浜市都筑消防団 副分団長 仲
なか

　田
だ

　崇
たか

　明
あき

　〃 横浜市保土ケ谷消防団 副分団長 長
なが

　野
の

　幸
こう

　一
いち

　〃 横浜市磯子消防団 副分団長 橋
はし

　本
もと

　昌
まさ

　明
あき

　〃 横浜市神奈川消防団 部長 三
さえ

　枝
ぐさ

　直
なお

　廉
すみ

　〃 藤沢市消防団 部長 佐
さ

　藤
とう

　貴
たか

　弘
ひろ

　〃 茅ヶ崎市消防団 部長 佐
さ

　野
の

　　　茂
しげる

　〃 横浜市鶴見消防団 部長 塚
つか

　田
だ

　幸
ゆき

　彦
ひこ

　〃 藤沢市消防団 部長 鳥
とり

　海
かい

　修
しゅう

　一
いち

　〃 藤沢市消防団 団員 板
いた

　橋
ばし

　政
まさ

　芳
よし

　〃 小田原市消防団 団員 杉
すぎ

　山
やま

　美
み

起
き

也
や

　〃 小田原市消防団 団員 高
たか

　橋
はし

　
なお

　樹
き

新潟県 聖籠町消防団 副団長 阿
あ

　部
べ

　孝
こう

　平
へい

　〃 長岡市消防団 副団長 石
いし

　原
はら

　健
けん

　二
じ
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都道府県名 所　属 階　級 氏　　　名

新潟県 阿賀町消防団 副団長 伊
い

　藤
とう

　昭
あき

　夫
お

　〃 佐渡市消防団 副団長 梅
うめ

　澤
ざわ

　　　健
たけし

　〃 村上市消防団 副団長 加
か

　藤
とう

　辰
たつ

　博
ひろ

　〃 津南町消防団 副団長 金
かね

　子
こ

　　　敦
あつし

　〃 小千谷市消防団 副団長 久
く

　賀
が

　　　透
とおる

　〃 長岡市消防団 副団長 桑
くわ

　原
はら

　勝
かつ

　利
とし

　〃 新潟市消防団 副団長 棚
たな

　橋
はし

　敏
とし

　也
や

　〃 三条市消防団 副団長 長
なが

　橋
はし

　和
かず

　弘
ひろ

　〃 長岡市消防団 分団長 石
いし

　黒
ぐろ

　栄
えい

　吉
きち

　〃 糸魚川市消防団 分団長 伊
い

　藤
とう

　一
かず

　彦
ひこ

　〃 新潟市消防団 分団長 稲
いな

　村
むら

　哲
てつ

　也
や

　〃 長岡市消防団 分団長 猪
いの

　股
また

　竜
りゅう

太
た

郎
ろう

　〃 新発田市消防団 分団長 岡
おか

　田
だ

　和
かず

　久
ひさ

　〃 長岡市消防団 分団長 苅
かり

　羽
わ

　潤
じゅん

　一
いち

　〃 湯沢町消防団 分団長 岸
きし

　野
の

　　　裕
ひろし

　〃 糸魚川市消防団 分団長 木
き

　嶋
じま

　健
けん

　二
じ

　〃 糸魚川市消防団 分団長 倉
くら

　又
また

　裕
ひろ

　樹
き

　〃 長岡市消防団 分団長 郷
ごう

　　　卓
たく

　雄
お

　〃 新潟市消防団 分団長 小
こ

　柳
やなぎ

　雅
まさ

　美
み

　〃 佐渡市消防団 分団長 齋
さい

　須
す

　謙
けん

　一
いち

　〃 新発田市消防団 分団長 斎
さい

　藤
とう

　卓
たく

　弥
や

　〃 新発田市消防団 分団長 齋
さい

　藤
とう

　正
まさ

　栄
え

　〃 田上町消防団 分団長 坂
さか

　上
うえ

　宗
むね

　弘
ひろ

　〃 長岡市消防団 分団長 坂
さか

　牧
まき

　滝
たき

　衛
えい

　〃 長岡市消防団 分団長 佐
さ

　藤
とう

　由
よし

　尚
ひさ

　〃 新潟市消防団 分団長 島
しま

　倉
くら

　秀
ひで

　男
お
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都道府県名 所　属 階　級 氏　　　名

新潟県 柏崎市消防団 部長 樋
ひ

　口
ぐち

　明
あき

　夫
お

　〃 見附市消防団 部長 渡
わた

　邊
なべ

　純
じゅん

　一
いち

　〃 柏崎市消防団 班長 須
す

　田
だ

　一
かず

　夫
お

　〃 十日町市消防団 班長 福
ふく

　原
はら

　　　諭
さとる

　〃 柏崎市消防団 班長 村
むら

　田
た

　　　功
いさお

　〃 柏崎市消防団 団員 石
いし

　
づか

　　　仁
ひとし

　〃 十日町市消防団 団員 小
お

野
の

塚
づか

　康
やす

　彦
ひこ

　〃 出雲崎町消防団 団員 金
かな

　泉
いずみ

　正
まさ

　人
と

　〃 胎内市消防団 団員 桐
き

　生
りゅう

　　　忍
しのぶ

　〃 十日町市消防団 団員 佐
さ

　藤
とう

　重
しげ

　幸
ゆき

　〃 十日町市消防団 団員 髙
たか

　橋
はし

　　　勲
いさお

　〃 十日町市消防団 団員 滝
たき

　澤
ざわ

　豊
とよ

　和
かず

　〃 柏崎市消防団 団員 米
よね

　山
やま

　忠
ただ

　和
かず

富山県 富山市消防団 副団長 荒
あら

　木
き

　美
よし

　博
ひろ

　〃 富山市消防団 副団長 澤
さわ

　井
い

　浩
ひろ

　次
つぐ

　〃 砺波市消防団 副団長 鈴
すず

　木
き

　紀
のり

　行
ゆき

　〃 富山市消防団 副団長 谷
たに

　井
い

　一
かず

　雄
お

　〃 富山市消防団 副団長 谷
たに

　井
い

　政
まさ

　人
と

　〃 黒部市消防団 副団長 中
なか

　陳
ぜ

　義
よし

　榮
えい

　〃 富山市消防団 副団長 橋
はし

　爪
づめ

　壽
とし

　彦
ひこ

　〃 富山市消防団 副団長 羽
は

　根
ね

　伸
しん

　治
じ

　〃 立山町消防団 分団長 新
あら

　木
き

　昭
あき

　夫
お

　〃 黒部市消防団 分団長 飯
いい

　田
だ

　　　忍
しのぶ

　〃 高岡市消防団 分団長 上
うえ

　田
だ

　春
はる

　夫
お

　〃 高岡市消防団 分団長 大
おお

　庭
にわ

　善
よし

　明
あき

　〃 高岡市消防団 分団長 春
かす

　日
が

　清
きよ

　志
し
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新潟県 燕市消防団 分団長 清
し

　水
みず

　克
かつ

　巳
み

　〃 新潟市消防団 分団長 清
し

　水
みず

　義
よし

　仁
ひと

　〃 佐渡市消防団 分団長 鈴
すず

　木
き

　一
いち

　郎
ろう

　〃 阿賀野市消防団 分団長 鈴
すず

　木
き

　和
かず

　樹
き

　〃 新潟市消防団 分団長 髙
たか

　橋
はし

　幸
こう

　治
じ

　〃 弥彦村消防団 分団長 武
たけ

　石
いし

　裕
ひろ

　之
ゆき

　〃 小千谷市消防団 分団長 竹
たけ

　部
べ

　伸
しん

　一
いち

　〃 糸魚川市消防団 分団長 谷
たに

　口
ぐち

　　　晃
あきら

　〃 新潟市消防団 分団長 種
たね

　村
むら

　竜
たつ

　也
や

　〃 新潟市消防団 分団長 徳
とく

　田
た

　健
けん

　一
いち

　〃 妙高市消防団 分団長 長
なが

　澤
さわ

　勝
かつ

　行
ゆき

　〃 佐渡市消防団 分団長 長
なが

　嶋
しま

　和
かず

　弘
ひろ

　〃 加茂市消防団 分団長 番
ばん

　場
ば

　文
ふみ

　雄
お

　〃 新潟市消防団 分団長 樋
ひ

　口
ぐち

　俊
とし

　成
なり

　〃 新潟市消防団 分団長 平
ひら

　井
い

　光
みつ

　博
ひろ

　〃 佐渡市消防団 分団長 本
ほん

　間
ま

　　　昭
あきら

　〃 佐渡市消防団 分団長 本
ほん

　間
ま

　稔
とし

　彰
あき

　〃 妙高市消防団 分団長 間
ま

　島
じま

　和
かず

　美
み

　〃 佐渡市消防団 分団長 桝
ます

　屋
や

　道
みち

　治
はる

　〃 上越市消防団 分団長 山
やま

野
の

井
い

　政
まさ

　信
のぶ

　〃 新潟市消防団 分団長 吉
よし

　田
だ

　郁
いく

　夫
お

　〃 五泉市消防団 分団長 渡
わた

　邊
なべ

　　　勉
つとむ

　〃 新潟市消防団 分団長 渡
わた

　邊
なべ

　真
まさ

　生
き

　〃 柏崎市消防団 副分団長 伊
い

　平
ひら

　直
なお

　樹
き

　〃 南魚沼市消防団 副分団長 江
え

　口
ぐち

　秀
しゅう

　司
じ

　〃 新潟市消防団 副分団長 山
やま

　田
だ

　　　治
おさむ
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富山県 高岡市消防団 分団長 金
かな

　森
もり

　　　清
きよし

　〃 富山市消防団 分団長 喜
き

　多
た

　伸
しん

　吉
きち

　〃 射水市消防団 分団長 高
たか

　場
ば

　正
まさ

　人
と

　〃 氷見市消防団 分団長 田
た

　中
なか

　浩
ひろ

　志
し

　〃 立山町消防団 分団長 堀
ほり

　田
た

　　　進
すすむ

　〃 射水市消防団 分団長 松
まつ

　木
き

　光
みつ

　夫
お

　〃 魚津市消防団 分団長 宮
みや

　﨑
ざき

　　　稔
みのる

　〃 高岡市消防団 分団長 森
もり

　田
た

　光
みつ

　男
お

　〃 射水市消防団 分団長 森
もり

　山
やま

　哲
てつ

　也
や

石川県 志賀町消防団 副団長 青
あお

　山
やま

　龍
たつ

　幸
ゆき

　〃 小松市消防団 副団長 石
いし

　田
た

　直
なお

　樹
き

　〃 穴水町消防団 副団長 加
か

　藤
とう

　信
のぶ

　幸
ゆき

　〃 珠洲市消防団 副団長 新
しん

　谷
たに

　　　進
すすむ

　〃 金沢市第二消防団 副団長 中
なか

　田
だ

　　　豊
ゆたか

　〃 かほく市消防団 副団長 平
ひら

　木
き

　仁
ひと

　司
し

　〃 津幡町消防団 副団長 宮
みや

　﨑
ざき

　一
かず

　弘
ひろ

　〃 金沢市第一消防団 副団長 山
やま

　森
もり

　精
せい

　一
いち

　〃 能美市消防団 分団長 岡
おか

　田
だ

　哲
てつ

　司
じ

　〃 白山市南消防団 分団長 小
こ

　田
た

　　　稔
みのる

　〃 羽咋市消防団 分団長 塩
しお

　木
き

　康
やす

　彦
ひこ

　〃 七尾市消防団 分団長 芝
しば

　田
た

　　　勇
いさむ

　〃 能登町消防団 分団長 髙
たか

　戶
ど

　政
まさ

　一
いち

　〃 白山市南消防団 分団長 辻
つじ

　　　克
かつ

　則
のり

　〃 宝達志水町消防団 副分団長 上
うえ

　野
の

　浩
ひろ

　幸
ゆき

　〃 輪島市消防団 副分団長 山
やま

　下
した

　勝
かつ

　彦
ひこ

福井県 若狭消防組合小浜消防団 団長 松
まつ

　井
い

　繁
しげ

　明
あき
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福井県 勝山市消防団 副団長 池
いけ

　田
だ

　義
よし

　則
のり

　〃 南越消防組合南越前消防団 副団長 嶋
しま

　﨑
さき

　誠
せい

一
いち

郎
ろう

　〃 嶺北消防組合坂井消防団 副団長 前
まえ

　川
がわ

　龍
たつ

　雄
お

　〃 大野市消防団 副団長 水
みず

　尻
しり

　交
こう

　二
じ

　〃 永平寺町消防団 副団長 吉
よし

　田
だ

　秀
ひで

　俊
とし

　〃 南越消防組合越前市消防団 分団長 伊
い

　井
い

　和
かず

　彦
ひこ

　〃 福井市消防団 分団長 塚
つか

　谷
たに

　義
よし

　幸
ゆき

　〃 敦賀美方消防組合敦賀消防団 分団長 増
ます

　田
だ

　彰
しょう

　一
いち

　〃 勝山市消防団 分団長 水
みず

　野
の

　忠
ただ

　範
のり

　〃 福井市消防団 分団長 山
やま

　口
ぐち

　武
む

津
つ

雄
お

　〃 福井市消防団 分団長 山
やま

　田
だ

　克
かつ

　則
のり

　〃 大野市消防団 分団長 米
よね

　村
むら

　栄
えい

　一
いち

　〃 鯖江・丹生消防組合鯖江消防団 団員 西
にし

　村
むら

　　　治
おさむ

山梨県 甲州市消防団 団長 佐
さ

　藤
とう

　和
かず

　正
まさ

　〃 市川三郷町消防団 団長 関
せき

　部
べ

　喜
よし

　彦
ひこ

　〃 甲斐市消防団 副団長 岩
いわ

　間
ま

　一
かず

　幸
ゆき

　〃 甲府市消防団 副団長 長
おさ

　田
だ

　祐
ゆう

　二
じ

　〃 北杜市消防団 副団長 神
じん

宮
ぐう

司
じ

　　　浩
ひろし

　〃 中央市消防団 副団長 塚
つか

　田
だ

　崇
たか

　史
し

　〃 北杜市消防団 副団長 中
なか

　澤
ざわ

　勇
ゆう

　次
じ

　〃 上野原市消防団 副団長 安
やす

　井
い

　和
かず

　雅
まさ

　〃 上野原市消防団 分団長 梶
かじ

　原
わら

　洋
ひろ

　明
あき

　〃 甲府市消防団 分団長 田
た

　中
なか

　裕
ゆう

　仁
じ

　〃 甲府市消防団 分団長 林
はやし

　　　美
よし

　文
ふみ

　〃 甲府市消防団 副分団長 長
おさ

　田
だ

　好
よし

　文
ふみ

　〃 甲府市消防団 部長 小
お

　澤
ざわ

　　　篤
あつし
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長野県 長野市消防団 分団長 小
こ

　林
ばやし

　保
やす

　治
じ

　〃 長野市消防団 分団長 曽
そ

根
ね

原
はら

　正
まさ

　昭
あき

　〃 佐久市消防団 分団長 髙
たか

　栁
やなぎ

　秀
ひで

　樹
き

　〃 長野市消防団 分団長 竹
たけ

　元
もと

　数
かず

　由
よし

　〃 長野市消防団 分団長 寺
てら

　尾
お

　安
やす

　生
お

　〃 長野市消防団 分団長 傳
でん

　田
だ

　　　久
ひさし

　〃 佐久市消防団 分団長 中
なか

　野
の

　秀
ひで

　幸
ゆき

　〃 長野市消防団 分団長 柳
やなぎ

　澤
さわ

　武
たけ

　彦
ひこ

　〃 長野市消防団 班長 髙
たか

　木
ぎ

　喜
き

久
く

夫
お

　〃 長野市消防団 団員
こま

　込
ごめ

　秀
ひで

　之
ゆき

　〃 東御市消防団 団員 小
こ

　山
やま

　貴
たか

　住
すみ

　〃 千曲市消防団 団員 平
ひら

　林
ばやし

　国
くに

　広
ひろ

　〃 長野市消防団 団員 矢
や

　野
の

　正
まさ

　徳
のり

岐阜県 八百津町消防団 団長 林
はやし

　　　邦
くに

　和
かず

　〃 神戸町消防団 副団長 稲
いな

　川
がわ

　万
ま

規
き

臣
お

　〃 大垣市消防団 副団長 宇
う

　納
のう

　直
なお

　樹
き

　〃 大垣市消防団 副団長 大
おお

　橋
はし

　和
かず

　仁
ひと

　〃 羽島市消防団 副団長 大
おお

　橋
はし

　秀
ひで

　明
あき

　〃 中津川市消防団 副団長 小
お

木
ぎ

曽
そ

　輝
てる

　栄
ひで

　〃 瑞浪市消防団 副団長 小
お

　栗
ぐり

　和
かず

　寿
ひさ

　〃 恵那市消防団 副団長 可
か

　知
ち

　信
のぶ

　幸
ゆき

　〃 北方町消防団 副団長 木
き

野
の

村
むら

　芳
よし

　孝
たか

　〃 中津川市消防団 副団長 後
ご

　藤
とう

　勝
かつ

　也
や

　〃 郡上市消防団 副団長 小
こ

　森
もり

　　　稔
みのる

　〃 中津川市消防団 副団長 阪
さか

　本
もと

　長
なが

　年
とし

　〃 飛驒市消防団 副団長 田
た

　口
ぐち

　郁
いく

　子
こ
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山梨県 上野原市消防団 班長 奥
おく

　田
だ

　良
りょう

　一
いち

　〃 甲府市消防団 班長 金
かね

　丸
まる

　　　宏
ひろし

　〃 上野原市消防団 団員 上
かみ

　條
じょう

　恭
きょう

　一
いち

　〃 甲府市消防団 団員 窪
くぼ

　田
た

　正
まさ

　博
ひろ

　〃 甲府市消防団 団員 佐
さ

　野
の

　幸
ゆき

　男
お

　〃 甲府市消防団 団員 永
なが

　田
た

　忠
ただ

　男
お

長野県 売木村消防団 団長 奥
おく

　田
だ

　勝
まさ

　彦
ひこ

　〃 池田町消防団 団長 片
かた

　瀬
せ

　正
まさ

　樹
き

　〃 小川村消防団 団長 久
く

保
ぼ

田
た

　和
かず

　司
し

　〃 木祖村消防団 団長 笹
ささ

　川
がわ

　政
まさ

　義
よし

　〃 上松町消防団 団長 澤
さわ

　木
き

　良
りょう

太
た

郎
ろう

　〃 下諏訪町消防団 団長 清
し

　水
みず

　　　正
ただし

　〃 王滝村消防団 団長 田
た

　近
ぢか

　哲
てつ

　也
や

　〃 佐久穂町消防団 団長 永
なが

　井
い

　　　豪
たけし

　〃 南相木村消防団 団長 中
なか

　島
じま

　丈
たけ

　俊
とし

　〃 小谷村消防団 団長 深
ふか

　澤
さわ

　健
けん

　悟
ご

　〃 安曇野市消防団 副団長 内
うち

　川
かわ

　正
まさ

　明
あき

　〃 松本市消防団 副団長 大
おお

　月
つき

　透
ゆき

　安
やす

　〃 筑北村消防団 副団長 関
せき

　川
がわ

　光
みつ

　寿
とし

　〃 塩尻市消防団 副団長 中
なか

　野
の

　清
きよ

　志
し

　〃 松本市消防団 副団長 細
ほそ

　田
だ

　政
まさ

　俊
とし

　〃 木島平村消防団 副団長 山
やま

　崎
ざき

　健
けん

　吾
ご

　〃 筑北村消防団 副団長
わか

　林
ばやし

　利
とし

　彦
ひこ

　〃 長野市消防団 分団長 北
きた

　村
むら

　隆
たか

　行
ゆき

　〃 長野市消防団 分団長 髙
こう

　坂
さか

　英
ひで

　樹
き

　〃 佐久市消防団 分団長 小
こ

　林
ばやし

　和
かず

　也
や
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岐阜県 郡上市消防団 副団長 田
た

　中
なか

　康
やす

　裕
ひろ

　〃 多治見市消防団 副団長 中
なか

　山
やま

　　　毅
たけし

　〃 高山市消防団 副団長 洞
ほら

　　　宏
ひろ

　樹
き

　〃 高山市消防団 副団長 水
みず

　口
くち

　　　誠
まこと

　〃 岐阜市南消防団 分団長 石
いし

　川
かわ

　隆
りゅう

　太
た

　〃 高山市消防団 分団長 牛
うし

　丸
まる

　貢
こう

　一
いち

　〃 飛驒市消防団 分団長 追
おい

　本
もと

　和
かず

　浩
ひろ

　〃 飛驒市消防団 分団長 川
かわ

　上
かみ

　修
しゅう

　二
じ

　〃 岐阜市中消防団 分団長 栗
くり

　田
た

　利
とし

　彦
ひこ

　〃 高山市消防団 分団長 小
こ

長
は

谷
せ

　勇
ゆう

　次
じ

　〃 瑞穂市消防団 分団長 棚
たな

　瀬
せ

　富
とみ

　弘
ひろ

　〃 岐阜市中消防団 分団長 恒
つね

　川
かわ

　浩
ひろ

　人
と

　〃 東白川村消防団 分団長 土
ど

　井
い

　啓
けい

　也
や

　〃 関市消防団 分団長 長
なが

　沼
ぬま

　良
よし

　憲
のり

　〃 中津川市消防団 分団長 早
はや

　川
かわ

　敏
とし

　郎
ろう

　〃 高山市消防団 分団長 平
ひら

　戶
と

　幹
みき

　夫
お

　〃 岐阜市中消防団 分団長 藤
ふじ

　田
た

　隆
たか

　明
あき

　〃 高山市消防団 分団長 松
まつ

　田
だ

　重
しげ

　男
お

　〃 高山市消防団 分団長 三
み

　島
しま

　富
ふ

士
じ

夫
お

　〃 多治見市消防団 分団長 山
やま

　田
だ

　敏
とし

　彦
ひこ

　〃 中津川市消防団 分団長 吉
よし

　村
むら

　忠
ただ

　祐
すけ

　〃 郡上市消防団 分団長 和
わ

　田
だ

　和
かず

　也
や

静岡県 清水町消防団 副団長 伊
い

　藤
とう

　忠
ただ

　昭
あき

　〃 熱海市消防団 副団長 大
おお

　川
かわ

　雅
まさ

　則
のり

　〃 湖西市消防団 副団長 尾
お

　崎
ざき

　俊
しゅん

　也
や

　〃 静岡市消防団 副団長 尾
お

　崎
ざき

　行
ゆき

　雄
お
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静岡県 三島市消防団 副団長 小
お

　野
の

　政
まさ

　芳
よし

　〃 吉田町消防団 副団長 小
こ

　塩
しお

　章
あき

　恵
よし

　〃 富士市消防団 副団長 早
はや

　房
ぶさ

　一
かず

　裕
ひろ

　〃 島田市消防団 副団長 増
ます

　本
もと

　利
とし

　幸
ゆき

　〃 静岡市消防団 副団長 山
やま

　田
だ

　　　誠
まこと

　〃 浜松市消防団 分団長 石
いし

　井
い

　剛
たけ

　司
し

　〃 静岡市消防団 分団長 大
おお

　滝
たき

　隆
たか

　哉
や

　〃 静岡市消防団 分団長 田
た

　畑
ばた

　博
ひろ

　規
のり

　〃 富士市消防団 分団長 藤
ふじ

　田
た

　道
みち

　信
のぶ

　〃 小山町消防団 分団長 藤
ふじ

　曲
まがり

　喜
よし

　久
ひさ

　〃 富士宮市消防団 分団長 松
まつ

　浦
うら

　武
たけ

　彦
ひこ

　〃 沼津市消防団 班長 松
まつ

　波
なみ

　千
ち

　秋
あき

　〃 伊東市消防団 団員 石
いし

　田
だ

　勝
かつ

　次
じ

　〃 三島市消防団 団員 後
ご

　藤
とう

　　　実
みのる

　〃 藤枝市消防団 団員 佐
さ

　藤
とう

　　　裕
ゆたか

　〃 沼津市消防団 団員 西
にし

　嶋
じま

　英
えい

　一
いち

愛知県 名古屋市梅森坂消防団 団長 阿
あ

　部
べ

　俊
しゅん

　二
じ

　〃 名古屋市西味鋺消防団 団長 飯
いい

　田
だ

　直
なお

　孝
たか

　〃 名古屋市神の倉消防団 団長 稲
いな

　熊
ぐま

　居
おり

　吉
よし

　〃 名古屋市道徳消防団 団長 内
うち

　山
やま

　　　博
ひろし

　〃 名古屋市則武消防団 団長 加
か

　藤
とう

　幸
ゆき

　雄
お

　〃 岡崎市広幡消防団 団長 小
こ

　芦
あし

　尚
なお

　久
ひさ

　〃 名古屋市愛知消防団 団長 澁
しぶ

　谷
や

　清
せい

　次
じ

　〃 岡崎市河合消防団 団長 鈴
すず

　木
き

　栄
えい

　滋
じ

　〃 名古屋市堀田消防団 団長 野
の

　田
だ

　昇
しょう

　市
いち

　〃 名古屋市旗屋消防団 団長 深
ふか

　井
い

　光
こう

　司
じ
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三重県 紀北町消防団 副団長 大
おお

　西
にし

　亮
あき

　禎
よし

　〃 志摩市消防団 副団長 岡
おか

　野
の

　　　保
たもつ

　〃 伊勢市消防団 副団長 金
かな

　森
もり

　高
たか

　幸
ゆき

　〃 紀北町消防団 副団長 柴
しば

　田
た

　剛
たけ

　志
し

　〃 伊賀市消防団 副団長 樽
たる

　井
い

　　　繁
しげる

　〃 いなべ市消防団 副団長 寺
てら

　輪
わ

　博
ひろ

　樹
き

　〃 松阪市消防団 副団長 中
なか

　尾
お

　大
ひろ

　克
かつ

　〃 松阪市消防団 副団長 馬
ば

　場
ば

　謙
けん

　二
じ

　〃 津市消防団 副団長 前
まえ

　川
がわ

　文
ふみ

　男
お

　〃 鳥羽市消防団 副団長 宮
みや

　本
もと

　成
なり

　章
あき

　〃 四日市市消防団 分団長 伊
い

　藤
とう

　　　隆
たかし

　〃 鈴鹿市消防団 分団長 佐
さ

　野
の

　　　治
おさむ

　〃 尾鷲市消防団 分団長 田
た

　﨑
さき

　禧
よし

　之
ゆき

　〃 四日市市消防団 分団長 田
た

　中
なか

　　　誠
まこと

　〃 四日市市消防団 分団長 筒
つつ

　井
い

　貫
かん

　氏
じ

　〃 鈴鹿市消防団 分団長 西
にし

　村
むら

　善
よし

　行
ゆき

　〃 熊野市消防団 分団長 前
まえ

　川
がわ

　幸
ゆき

　也
や

　〃 伊勢市消防団 副分団長 奥
おく

　野
の

　修
しゅう

　司
じ

　〃 志摩市消防団 副分団長 堀
ほり

　木
き

　孝
たか

　浩
ひろ

　〃 紀北町消防団 班長 林
はやし

　　　安
やす

　志
し

　〃 志摩市消防団 団員 浦
うら

　口
ぐち

　晋
しん

　次
じ

滋賀県 高島市消防団 団長
あら

　木
き

　保
やす

　秀
ひで

　〃 高島市消防団 副団長 青
あお

　谷
たに

　正
まさ

　章
あき

　〃 彦根市消防団 副団長 北
きた

　川
がわ

　幸
ゆき

　夫
お

　〃 彦根市消防団 副団長 北
きた

　村
むら

　正
まさ

　己
み

　〃 野洲市消防団 副団長 澤
さわ

　　　由
ゆ

紀
き

夫
お
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愛知県 名古屋市成章消防団 団長 村
むら

　上
かみ

　秀
ひで

　輝
き

　〃 名古屋市南押切消防団 団長 吉
よし

　田
だ

　耕
こう

　作
さく

　〃 小牧市消防団 分団長 浅
あさ

　田
だ

　勇
ゆう

　一
いち

　〃 一宮市消防団 分団長 玉
たま

　腰
こし

　弘
ひろ

　一
かず

　〃 清須市消防団 副分団長 浅
あさ

　井
い

　泰
やす

　博
ひろ

　〃 一宮市消防団 副分団長 長
なが

　尾
お

　貴
たか

　弘
ひろ

　〃 豊田市消防団 部長 安
やす

　田
だ

　　　崇
たかし

　〃 大治町消防団 部長 山
やま

　田
だ

　　　誠
まこと

　〃 大治町消防団 班長 立
たて

　松
まつ

　直
なお

　樹
き

　〃 安城市消防団 班長 早
はや

　川
かわ

　英
ひで

　樹
き

　〃 江南市消防団 団員 伊
い

　神
かみ

　雅
まさ

　之
ゆき

　〃 岩倉市消防団 団員 石
いし

　川
かわ

　竹
たけ

　詞
し

　〃 大治町消防団 団員 伊
い

　藤
とう

　辰
たつ

　幸
ゆき

　〃 刈谷市消防団 団員 岩
いわ

　田
た

　芳
よし

　尚
ひさ

　〃 扶桑町消防団 団員 江
え

　口
ぐち

　孝
たか

　弘
ひろ

　〃 一宮市消防団 団員 大
おお

　蔵
くら

　芳
よし

　幸
ゆき

　〃 大治町消防団 団員 奥
おく

　村
むら

　誠
せい

　悟
ご

　〃 一宮市消防団 団員 後
ご

　藤
とう

　　　守
まもる

　〃 一宮市消防団 団員 柴
しば

　垣
がき

　充
みつ

　彦
ひこ

　〃 豊田市消防団 団員 手
て

　嶋
しま

　孝
たか

　司
し

　〃 扶桑町消防団 団員 長
は

谷
せ

川
がわ

　勝
かつ

　英
ひで

　〃 豊田市消防団 団員 林
はやし

　　　義
よし

　之
ゆき

　〃 江南市消防団 団員 船
ふな

　戸
と

　徳
のり

　仁
ひと

　〃 大治町消防団 団員 三
み

　輪
わ

　真
しん

　嗣
じ

三重県 津市消防団 副団長 淺
あさ

　井
い

　信
のぶ

　義
よし

　〃 松阪市消防団 副団長 油
あぶら

　谷
や

　和
かず

　実
み
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滋賀県 大津市消防団 副団長 田
た

　中
なか

　利
とし

　明
あき

　〃 長浜市消防団 副団長 平
ひら

　綱
つな

　育
いく

　男
お

　〃 栗東市消防団 副団長 宮
みや

　城
ぎ

　　　源
はじめ

　〃 大津市消防団 副団長 山
やま

　本
もと

　　　清
きよし

京都府 舞鶴市中筋消防団 団長 嵯
さ

峨
が

根
ね

　博
ひろ

　樹
き

　〃 井手町消防団 団長 脇
わき

　田
た

　英
ひで

　訓
のり

　〃 京丹後市消防団 副団長 稲
いな

　田
だ

　博
ひろ

　行
ゆき

　〃 京丹波町消防団 副団長 太
おお

　田
た

　康
やす

　之
ゆき

　〃 京都市北消防団 副団長 小
お

　川
がわ

　智
とも

　彦
ひこ

　〃 京都市山科消防団 副団長 角
かく

　村
むら

　国
くに

　春
はる

　〃 南丹市消防団 副団長 坂
さか

　本
もと

　暁
あき

　人
と

　〃 京都市中京消防団 副団長 杉
すぎ

　下
した

　浩
ひろ

　教
のり

　〃 綾部市消防団 副団長 髙
たか

　橋
はし

　要
よう

一
いち

朗
ろう

　〃 京丹後市消防団 副団長 田
た

　村
むら

　浩
ひろ

　功
のり

　〃 長岡京市消防団 副団長 西
にし

　村
むら

　拓
たく

　也
や

　〃 綾部市消防団 副団長 野
の

瀨
せ

井
い

　常
つね

　樹
き

　〃 南山城村消防団 副団長 蛭
ひる

　川
かわ

　　　尚
ひさし

　〃 京丹波町消防団 副団長 古
ふる

　宮
みや

　幸
ゆき

　憲
のり

　〃 京都市南消防団 副団長 森
もり

　田
た

　茂
しげ

　実
み

　〃 京都市西京消防団 副団長 野
や

　洲
す

　壽
ひさ

　子
こ

　〃 京丹波町消防団 分団長 出
いで

　野
の

　文
ふみ

　隆
たか

　〃 京都市左京消防団 分団長 織
お

　田
だ

　充
みつ

　裕
ひろ

　〃 福知山市消防団 分団長 衣
きぬ

　川
がわ

　秀
ひで

　之
ゆき

　〃 福知山市消防団 分団長 曽
そ

　根
ね

　英
ひで

　明
あき

　〃 福知山市消防団 分団長 高
たか

　岡
おか

　正
まさ

　秀
ひで

　〃 和束町消防団 分団長 辻
つじ

　　　由
よし

　典
のり
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京都府 京都市上京消防団 分団長 中
なか

　島
じま

　康
やす

　雄
お

　〃 宮津市消防団 分団長 長
は

谷
せ

川
がわ

　裕
ひろ

　之
ゆき

　〃 宮津市消防団 分団長 諸
もろ

　井
い

　　　薫
かおる

　〃 木津川市消防団 分団長 𠮷
よし

　岡
おか

　秀
ひで

　明
あき

　〃 京丹波町消防団 副分団長 津
つ

　田
だ

　勝
まさ

　二
じ

　〃 宇治市消防団 副分団長 中
なか

　谷
たに

　勝
かつ

　彦
ひこ

　〃 宇治市消防団 副分団長 永
なが

　谷
たに

　俊
とし

　樹
き

　〃 宇治市消防団 副分団長 森
もり

　崎
さき

　　　勇
いさむ

　〃 京丹波町消防団 副分団長 山
やま

　内
うち

　善
よし

　史
ふみ

　〃 京田辺市消防団 部長 市
いち

　村
むら

　友
とも

　一
かず

　〃 和束町消防団 部長 𠮷
よし

　田
だ

　雄
ゆう

　一
いち

　〃 精華町消防団 班長 石
いし

　井
い

　正
まさ

　照
てる

　〃 南丹市消防団 班長 久
く

　野
の

　秀
ひで

　一
かず

　〃 福知山市消防団 団員 衣
きぬ

　川
がわ

　　　巧
たくみ

　〃 南丹市消防団 団員 須
しゅう

　知
ち

　　　猛
たけし

　〃 精華町消防団 団員 中
なか

　川
がわ

　知
とも

　巳
み

大阪府 交野市消防団 団長 鈴
すず

　木
き

　基
もと

　也
や

　〃 熊取町消防団 団長 相
そう

　輪
わ

　治
はる

　男
お

　〃 茨木市消防団 団長 西
にし

　村
むら

　幸
こう

　一
いち

　〃 枚方市消防団 副団長 井
いの

　上
うえ

　誠
せい

　二
じ

　〃 柏原市消防団 副団長 大
おお

　橋
はし

　義
よし

　則
のり

　〃 池田市消防団 副団長 北
きた

　浦
うら

　久
ひさ

　司
し

　〃 泉佐野市消防団 副団長 岨
そわ

　　　博
ひろ

　一
かず

　〃 大阪狭山市消防団 副団長 林
はやし

　部
べ

　　　均
ひとし

　〃 藤井寺市消防団 副団長 藤
ふじ

　井
い

　啓
ひろ

　之
し

　〃 羽曳野市消防団 副団長 松
まつ

　山
やま

　啓
けい

　三
ぞう
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兵庫県 宍粟市消防団 副団長 飯
いい

　田
だ

　浩
こう

　二
じ

　〃 たつの市消防団 副団長 井
い

　垣
がき

　守
もり

　道
みち

　〃 佐用町消防団 副団長 石
いし

　井
い

　任
たか

　由
よし

　〃 神戸市西消防団 副団長 伊
い

須
す

原
はら

　　　透
とおる

　〃 朝来市消防団 副団長 垣
かき

　尾
お

　和
かず

　仁
ひと

　〃 西宮市消防団 副団長 喜
き

　田
だ

　髙
こう

　生
せい

　〃 姫路市飾磨消防団 副団長 北
きた

　村
むら

　宗
むね

　弘
ひろ

　〃 猪名川町消防団 副団長 車
くるま

　　　　　宏
ひろし

　〃 淡路市消防団 副団長 小
こ

　山
やま

　豊
とよ

　幸
ゆき

　〃 丹波市消防団 副団長 酒
さか

　井
い

　　　誠
まこと

　〃 神戸市北消防団 副団長 田
た

　中
なか

　敏
とし

　彦
ひこ

　〃 三木市消防団 副団長 常
つね

　深
み

　裕
ひろ

　史
し

　〃 神戸市西消防団 副団長 中
なか

　
にし

　秀
ひで

　暢
のぶ

　〃 香美町消防団 副団長 中
なか

　村
むら

　　　悟
さとる

　〃 神戸市北消防団 副団長 西
にし

　浦
うら

　康
やす

　夫
お

　〃 豊岡市日高消防団 副団長 藤
ふじ

　原
わら

　正
まさ

　利
とし

　〃 稲美町消防団 副団長 古
ふる

　谷
たに

　　　悟
さとる

　〃 宍粟市消防団 副団長 三
み

　木
き

　秀
ひで

　章
あき

　〃 神戸市須磨消防団 副団長 元
もと

　部
べ

　雅
まさ

　由
よし

　〃 朝来市消防団 副団長 山
やま

　根
ね

　　　勇
いさむ

　〃 神戸市西消防団 副団長 山
やま

　本
もと

　一
かず

　之
ゆき

　〃 洲本市消防団 分団長 秋
あき

　山
やま

　清
きよ

　重
しげ

　〃 養父市消防団 分団長 石
いし

　田
だ

　浩
こう

一
いち

朗
ろう

　〃 洲本市消防団 分団長 魚
うお

　里
ざと

　和
かず

　彦
ひこ

　〃 豊岡市竹野消防団 分団長 大
おお

　井
い

　広
ひろ

　光
みつ

　〃 尼崎市消防団 分団長 太
おお

　田
た

　延
のぶ

　康
やす
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大阪府 枚方市消防団 副団長 𠮷
よし

　水
みず

　雅
まさ

　之
ゆき

　〃 泉南市消防団 分団長 上
うえ

　野
の

　昭
あき

　範
のり

　〃 高槻市消防団 分団長 日
くさ

下
か

部
べ

　道
みち

　雄
お

　〃 河内長野市消防団 分団長 泰
たい

　中
なか

　一
かず

　美
み

　〃 東大阪市消防団 分団長 武
たけ

　田
だ

　晃
てる

　明
あき

　〃 阪南市消防団 分団長 田
た

　中
なか

　正
まさ

　司
じ

　〃 吹田市消防団 分団長 橋
はし

　本
もと

　章
しょう

　一
いち

　〃 富田林市消防団 分団長 山
やま

　本
もと

　孝
たか

　信
のぶ

　〃 岬町消防団 部長 高
たか

　橋
はし

　富
とみ

　造
ぞう

　〃 豊中市消防団 部長 高
たか

　宮
みや

　健
けん

　治
じ

　〃 門真市消防団 部長 西
にし

　村
むら

　　　覚
さとる

　〃 摂津市消防団 団員 石
いし

　橋
ばし

　和
かず

　明
あき

　〃 寝屋川市消防団 団員 乾
いぬい

　　　邦
くに

　彦
ひこ

　〃 豊中市消防団 団員 大
おお

　畑
はた

　忠
ただ

　昭
あき

　〃 豊能町消防団 団員 河
かわ

　﨑
さき

　　　昭
あきら

　〃 寝屋川市消防団 団員 北
きた

　村
むら

　弘
ひろ

　行
ゆき

　〃 島本町消防団 団員 西
にし

　田
だ

　俊
とし

　次
つぐ

　〃 箕面市消防団 団員 東
ひがし

　山
やま

　啓
けい

　次
じ

　〃 箕面市消防団 団員 堀
ほり

　戸
ど

　由
ゆ

紀
き

夫
お

　〃 摂津市消防団 団員 森
もり

　田
た

　清
きよ

　美
み

　〃 豊中市消防団 団員 山
やま

　田
だ

　正
まさ

　幸
ゆき

兵庫県 加東市消防団 団長 井
いの

　上
うえ

　正
まさ

　義
よし

　〃 姫路市家島町消防団 団長 小
こ

　林
ばやし

　裕
ゆう

　一
いち

　〃 姫路市姫路西消防団 団長 古
ふる

　橋
はし

　建
たて

　夫
お

　〃 姫路市安富町消防団 団長 本
ほん

　長
ちょう

　直
なお

　樹
き

　〃 多可町消防団 団長 山
やま

　本
もと

　和
かず

　樹
き
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兵庫県 淡路市消防団 分団長 大
おお

　杖
つえ

　晃
てる

　正
まさ

　〃 豊岡市豊岡消防団 分団長 岡
おか

　本
もと

　正
まさ

　人
と

　〃 加東市消防団 分団長 梶
かじ

　原
わら

　一
かず

　晃
あき

　〃 養父市消防団 分団長 金
かな

　谷
たに

　智
とも

　之
ゆき

　〃 赤穂市消防団 分団長 川
かわ

　﨑
さき

　修
しゅう

　一
いち

　〃 西宮市消防団 分団長 木
き

　澤
ざわ

　光
みつ

　央
お

　〃 神戸市垂水消防団 分団長 北
きた

　野
の

　安
やす

　伸
のぶ

　〃 加古川市消防団 分団長 栗
くり

　林
ばやし

　恒
つね

　夫
お

　〃 加古川市消防団 分団長 坂
さか

　田
た

　桂
けい

　助
すけ

　〃 芦屋市消防団 分団長 高
たか

　橋
はし

　繁
しげ

　夫
お

　〃 香美町消防団 分団長 田
た

　村
むら

　正
まさ

　倫
とも

　〃 上郡町消防団 分団長
つか

　本
もと

　元
まさ

　徳
とみ

　〃 西脇市消防団 分団長 戸
と

　田
だ

　好
よし

　宣
のり

　〃 香美町消防団 分団長 中
なか

　根
ね

　敏
とし

　彥
ひこ

　〃 養父市消防団 分団長 中
なか

　野
の

　雅
まさ

　人
ひと

　〃 淡路市消防団 分団長 新
に

　居
い

　一
かず

　典
のり

　〃 相生市消防団 分団長 西
にし

　田
だ

　敏
とし

　広
ひろ

　〃 神戸市中央消防団 分団長 橋
はし

　井
い

　弘
ひろ

　和
かず

　〃 三田市消防団 分団長 橋
はし

　上
かみ

　吉
よし

　一
かず

　〃 尼崎市消防団 分団長 長
は

谷
せ

川
がわ

　伸
のぶ

　夫
お

　〃 尼崎市消防団 分団長 濱
はま

　田
だ

　百
ゆ

合
り

子
こ

　〃 三田市消防団 分団長 檜
ひわ

　田
だ

　幸
ゆき

　吉
よし

　〃 尼崎市消防団 分団長 松
まつ

　川
かわ

　清
きよ

　彦
ひこ

　〃 西宮市消防団 分団長 松
まつ

　山
やま

　幸
ゆき

　雄
お

　〃 加古川市消防団 分団長 萬
まん

　谷
たに

　健
けん

　一
いち

　〃 伊丹市消防団 分団長 水
みず

　原
はら

　雅
まさ

　和
かず
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兵庫県 神戸市兵庫消防団 分団長 道
みち

　林
ばやし

　幸
こう

　次
じ

　〃 養父市消防団 分団長 南
みなみ

　下
した

　真
まさ

　志
し

　〃 神戸市灘消防団 分団長 森
もり

　藤
ふじ

　良
よし

　治
はる

　〃 豊岡市但東消防団 分団長 山
やま

　本
もと

　陽
よう

　一
いち

　〃 加東市消防団 分団長 依
より

　兼
かね

　逸
はや

　人
と

　〃 新温泉町消防団 副分団長 伊
い

　賀
が

　浩
ひろ

　郁
ふみ

　〃 新温泉町消防団 副分団長 石
いし

　原
はら

　栄
えい

　治
じ

　〃 明石市消防団 副分団長 石
いし

　森
もり

　義
よし

　之
ゆき

　〃 赤穂市消防団 副分団長 陰
かげ

　山
やま

　雅
まさ

　人
と

　〃 高砂市消防団 副分団長 鎌
かま

　松
まつ

　　　晃
あきら

　〃 新温泉町消防団 副分団長 河
かわ

　越
ごえ

　大
だい

　作
さく

　〃 猪名川町消防団 副分団長 福
ふく

　中
なか

　祥
よし

　章
あき

　〃 明石市消防団 副分団長 松
まつ

　原
ばら

　洋
よう

　一
いち

　〃 高砂市消防団 副分団長 村
むら

　井
い

　　　学
まなぶ

　〃 赤穂市消防団 副分団長 山
やま

　本
もと

　博
ひろ

　義
よし

　〃 川西市消防団 班長 大
おお

　西
にし

　真
まさ

　史
し

　〃 福崎町消防団 団員 木
き

　村
むら

　貴
たか

　行
ゆき

　〃 太子町消防団 団員 小
こ

　寺
てら

　文
ふみ

　雄
お

　〃 猪名川町消防団 団員 白
し

　露
ろ

　修
しゅう

　一
いち

　〃 小野市消防団 団員 広
ひろ

　瀬
せ

　昇
のり

　秀
ひで

　〃 宝 市消防団 団員 福
ふく

　本
もと

　充
みつ

　宏
ひろ

　〃 川西市消防団 団員 溝
みぞ

　下
した

　光
みつ

　次
じ

　〃 小野市消防団 団員 吉
よし

　田
だ

　　　肈
はじめ

奈良県 河合町消防団 団長 仲
なか

　井
い

　克
かつ

　明
あき

　〃 三郷町消防団 団長 松
まつ

　浦
うら

　　　勲
いさお

　〃 大和高田市消防団 副団長 飯
いい

　田
だ

　須
のぶ

　久
ひさ
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和歌山県 有田川町消防団 副団長 大
おお

　浦
うら

　伸
しん

　吾
ご

　〃 田辺市消防団 副団長 岡
おか

　本
もと

　勝
かつ

　視
み

　〃 日高川町消防団 副団長 峪
さこ

　合
あい

　富
ふ

加
か

士
し

　〃 新宮市消防団 副団長 佐
さ

　野
の

　健
けん

　一
いち

　〃 田辺市消防団 副団長 寒
そう

　川
がわ

　次
じ

　郎
ろう

　〃 太地町消防団 副団長 平
ひら

　石
いし

　佳
よし

　久
ひさ

　〃 九度山町消防団 副団長 福
ふく

　岡
おか

　忠
ただ

　司
し

　〃 高野町消防団 副団長 古
ふる

　家
いえ

　清
きよ

　春
はる

　〃 有田川町消防団 副団長 松
まつ

　井
い

　一
かず

　夫
お

　〃 田辺市消防団 副団長 松
まつ

木
き

平
ひら

　　　彰
あきら

　〃 有田川町消防団 副団長 道
みち

　上
うえ

　順
じゅん

　司
じ

　〃 かつらぎ町消防団 副団長 宮
みや

　本
もと

　暑
あつ

　夫
お

　〃 太地町消防団 副団長 向
むか

　井
い

　正
まさ

　宏
ひろ

　〃 御坊市消防団 分団長 井
い

　本
もと

　淳
じゅん

　也
や

　〃 那智勝浦町消防団 分団長 大
おお

　場
ば

　
ひで

　正
まさ

　〃 新宮市消防団 分団長 岡
おか

　﨑
ざき

　武
たけ

　人
と

　〃 有田市消防団 分団長 小
こ

　池
いけ

　吉
よし

　久
ひさ

　〃 串本町消防団 分団長 高
たか

　尾
お

　拓
たく

　次
じ

　〃 田辺市消防団 分団長 中
なか

　家
いえ

　隆
たか

　幸
ゆき

　〃 田辺市消防団 分団長 森
もり

　　　隆
たか

　男
お

　〃 太地町消防団 副分団長 海
かい

　野
の

　洋
よう

　平
へい

　〃 御坊市消防団 副分団長 津
つ

　村
むら

　智
とし

　洋
ひろ

　〃 橋本市消防団 副分団長 森
もり

　下
した

　祐
ゆう

　治
じ

鳥取県 湯梨浜町消防団 副団長 荒
あら

　井
い

　道
みち

　之
ゆき

　〃 三朝町消防団 副団長 岩
いわ

　佐
さ

　寿
とし

　幸
ゆき

　〃 湯梨浜町消防団 副団長 藏
くら

　本
もと

　健
けん

　二
じ
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奈良県 吉野町消防団 副団長 上
うえ

　西
にし

　弘
こう

　祐
すけ

　〃 宇陀市消防団 副団長 葛
かつ

　城
らぎ

　粛
きよ

　央
お

　〃 王寺町消防団 副団長 込
こみ

　茶
ちゃ

　照
てる

　喜
き

　〃 大和郡山市消防団 副団長 中
なか

　尾
お

　元
もと

　司
し

　〃 曽爾村消防団 副団長 中
なか

　川
がわ

　　　洋
ひろし

　〃 川西町消防団 副団長 福
ふく

　西
にし

　保
やす

　夫
お

　〃 生駒市消防団 副団長 福
ふく

　本
もと

　　　定
さだむ

　〃 広陵町消防団 副団長 布
ふ

　家
け

　茂
しげ

　樹
き

　〃 御所市消防団 副団長 細
ほそ

　川
かわ

　勝
かつ

　則
のり

　〃 葛城市消防団 副団長 山
やま

　田
だ

　裕
やす

　清
きよ

　〃 五條市消防団 分団長 新
あら

　井
い

　　　誠
まこと

　〃 御所市消防団 分団長 石
いし

　川
かわ

　𠮷
よし

　胤
たね

　〃 下北山村消防団 分団長 大
おお

　崎
さき

　　　剛
たけし

　〃 野迫川村消防団 分団長 小
お

　倉
ぐら

　金
きん

　治
じ

　〃 上北山村消防団 分団長 北
きた

　岡
おか

　孝
たか

　之
ゆき

　〃 天川村消防団 分団長 澤
さわ

　村
むら

　貞
さだ

　一
かず

　〃 天川村消防団 分団長 西
にし

　浦
うら

　則
のり

　道
みち

　〃 桜井市消防団 分団長 東
ひがし

　　　俊
とし

　克
かつ

　〃 野迫川村消防団 分団長 増
ます

　谷
たに

　良
よし

　栄
ひで

　〃 上北山村消防団 班長 福
ふく

　嶋
しま

　徹
てつ

　也
や

　〃 十津川村消防団 団員 中
なか

　島
じま

　信
しん

一
いち

郎
ろう

和歌山県 高野町消防団 団長 大
おお

　前
まえ

　和
かず

　也
や

　〃 古座川町消防団 団長 樫
かし

　原
はら

　一
かず

　好
よし

　〃 日高川町消防団 団長 古
ふる

　田
た

　　　覚
さとる

　〃 和歌山市消防団 副団長 青
あお

　木
き

　秀
ひで

　行
ゆき

　〃 みなべ町消防団 副団長 井
い

　口
ぐち

　廣
ひろ

　文
ふみ
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鳥取県 岩美町消防団 副団長 吉
よし

　田
だ

　　　聡
さとし

　〃 三朝町消防団 副団長 吉
よし

　田
だ

　宗
むね

　成
なり

　〃 鳥取市消防団 分団長 安
あ

　達
だち

　富
ふ

由
ゆ

樹
き

　〃 三朝町消防団 分団長 入
いり

　江
え

　庄
しょう

　司
じ

　〃 米子市消防団 分団長 上
うえ

　杉
すぎ

　次
じ

　郎
ろう

　〃 倉吉市消防団 分団長 尾
おの

　上
うえ

　清
きよ

　公
はる

　〃 米子市消防団 分団長 北
きた

　國
くに

　壽
とし

太
た

郎
ろう

　〃 八頭町消防団 分団長 木
き

　原
はら

　耕
こう

　一
いち

　〃 伯耆町消防団 分団長 木
き

　村
むら

　克
かつ

　美
み

　〃 鳥取市消防団 分団長 竹
たけ

　内
うち

　幸
こう

二
じ

郎
ろう

　〃 鳥取市消防団 分団長 竹
たけ

　本
もと

　浩
こう

　一
いち

　〃 鳥取市消防団 分団長 谷
たに

　野
の

　　　聡
さとし

　〃 伯耆町消防団 分団長 野
の

　口
ぐち

　智
とも

　弘
ひろ

　〃 大山町消防団 分団長 枡
ます

　田
だ

　幸
ゆき

　男
お

　〃 大山町消防団 分団長 松
まつ

　本
もと

　厚
こう

　爾
じ

　〃 湯梨浜町消防団 分団長 山
やま

　田
だ

　穣
じょう

　次
じ

島根県 江津市消防団 副団長 青
あお

　木
き

　敏
とし

　明
あき

　〃 出雲市消防団 副団長 磯
いそ

　田
だ

　純
すみ

　人
と

　〃 松江市消防団 副団長 井
いの

　上
うえ

　勇
いさ

　夫
お

　〃 奥出雲町消防団 副団長 内
うち

　田
だ

　康
やす

　也
なり

　〃 邑南町消防団 副団長 古
ふる

　田
た

　五
い

二
ふ

嗣
つぐ

　〃 浜田市消防団 副団長 丸
まる

　山
やま

　義
よし

　尚
なお

　〃 浜田市消防団 副団長 三
み

　宅
やけ

　　　龍
りゅう

　〃 邑南町消防団 副団長 三
み

　次
よし

　宏
ひろ

　昭
あき

　〃 松江市消防団 副団長 渡
わた

　邊
なべ

　　　治
おさむ

　〃 美郷町消防団 分団長 麻
あさ

　尾
お

　雄
ゆう

　治
じ
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都道府県名 所　属 階　級 氏　　　名

島根県 雲南市消防団 分団長 内
うち

　田
だ

　　　薫
かおる

　〃 浜田市消防団 分団長 梅
うめ

　津
づ

　里
さと

　美
み

　〃 松江市消防団 分団長 神
かん

　庭
ば

　　　透
とおる

　〃 浜田市消防団 分団長 小
こ

　池
いけ

　順
じゅん

　治
じ

　〃 浜田市消防団 分団長 河
こう

　野
の

　昭
あき

　紀
のり

　〃 江津市消防団 分団長 佐
さ

々
さ

木
き

　一
かず

　敬
のり

　〃 浜田市消防団 分団長 佐
さ

々
さ

木
き

　清
きよ

　繁
しげ

　〃 江津市消防団 分団長 德
とく

　田
だ

　　　晃
あきら

　〃 津和野町消防団 分団長 新
にっ

　田
た

　好
よし

　正
まさ

　〃 大田市消防団 分団長 長
は

　谷
せ

　和
かず

　孝
たか

　〃 美郷町消防団 分団長 果
はた

　瀨
せ

　良
よし

　光
みつ

　〃 益田市消防団 分団長 福
ふく

　𠩤
はら

　信
しん

　二
じ

　〃 益田市消防団 分団長 藤
ふじ

　井
い

　享
きょう

　三
ぞう

　〃 松江市消防団 分団長 松
まつ

　浦
うら

　邦
くに

　春
はる

　〃 松江市消防団 分団長 松
まつ

　本
もと

　滝
たき

　美
み

　〃 益田市消防団 分団長 宮
みや

　﨑
ざき

　正
まさ

　夫
お

　〃 安来市消防団 分団長 山
やま

　崎
さき

　弘
こう

　司
じ

　〃 大田市消防団 分団長 山
やま

　本
もと

　浩
ひろ

　嗣
つぐ

岡山県 真庭市消防団 副団長 池
いけ

　田
だ

　邦
くに

　夫
お

　〃 美作市消防団 分団長 赤
あか

　松
まつ

　正
まさ

　樹
き

　〃 久米南町消防団 分団長 井
い

　口
ぐち

　　　勉
つとむ

　〃 鏡野町消防団 分団長 池
いけ

　田
だ

　昌
まさ

　治
はる

　〃 真庭市消防団 分団長 上
うえ

　尾
び

　光
みつ

　隆
たか

　〃 備前市消防団 分団長 上
うえ

　山
やま

　克
かつ

　正
まさ

　〃 岡山市消防団 分団長 大
おお

　崎
さき

　充
みつ

　弘
ひろ

　〃 真庭市消防団 分団長 大
おお

　塚
つか

　賢
けん

　吾
ご

─ 99 ─

都道府県名 所　属 階　級 氏　　　名

岡山県 真庭市消防団 分団長 花
はな

　本
もと

　敏
とし

　文
ふみ

　〃 岡山市消防団 分団長 林
はやし

　　　義
よし

　憲
のり

　〃 真庭市消防団 分団長 平
ひら

　田
た

　延
のぶ

　秀
ひで

　〃 備前市消防団 分団長 平
ひら

　田
た

　裕
ひろ

　則
のり

　〃 津山市消防団 分団長 福
ふく

　岡
おか

　勝
かつ

　司
し

　〃 真庭市消防団 分団長 福
ふく

　島
しま

　佳
よし

　晴
はる

　〃 真庭市消防団 分団長 福
ふく

　本
もと

　修
しゅう

　司
じ

　〃 備前市消防団 分団長 万
まん

　波
なみ

　照
てる

　幸
ゆき

　〃 新見市消防団 分団長 宮
みや

　地
じ

　岩
いわ

　男
お

　〃 総社市消防団 分団長 安
やす

　井
い

　　　健
けん

　〃 岡山市消防団 分団長 矢
や

　延
のぶ

　達
たつ

　海
み

　〃 鏡野町消防団 分団長 山
やま

　口
ぐち

　　　勝
まさる

　〃 真庭市消防団 分団長 山
やま

　本
もと

　達
たつ

　彦
ひこ

　〃 倉敷市消防団 分団長 若
わか

　狭
さ

　弘
ひろ

　英
ひで

　〃 津山市消防団 副分団長 赤
あか

　野
の

　誠
せい

　志
し

　〃 新見市消防団 副分団長 安
あ

　立
だち

　　　伸
しん

　〃 新見市消防団 副分団長 安
あ

　達
だち

　秀
ひで

　雄
お

　〃 津山市消防団 副分団長 安
あん

　藤
どう

　照
しょう

　三
ぞう

　〃 新見市消防団 副分団長 池
いけ

　田
だ

　　　潤
じゅん

　〃 真庭市消防団 副分団長 池
いけ

　田
だ

　昌
まさ

　嗣
つぐ

　〃 笠岡市消防団 副分団長 今
いま

　城
じょう

　康
やす

　彦
ひこ

　〃 新見市消防団 副分団長 大
おお

　杉
すぎ

　　　真
まこと

　〃 真庭市消防団 副分団長 大
おお

　橋
はし

　勝
かつ

　彦
ひこ

　〃 美作市消防団 副分団長 大
おお

　町
まち

　雄
ゆう

　一
いち

　〃 真庭市消防団 副分団長 岡
おか

　本
もと

　勝
かつ

　利
とし

　〃 赤磐市消防団 副分団長 小
お

　野
の

　一
いち

　朗
ろう
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都道府県名 所　属 階　級 氏　　　名

岡山県 倉敷市消防団 分団長 大
おお

　西
にし

　一
かず

　夫
お

　〃 岡山市消防団 分団長 岡
おか

　﨑
ざき

　　　聡
さとし

　〃 岡山市消防団 分団長 沖
おき

　　　茂
しげ

　和
かず

　〃 鏡野町消防団 分団長 小
お

　椋
ぐら

　直
なお

　己
み

　〃 玉野市消防団 分団長 尾
お

　﨑
ざき

　　　勝
まさる

　〃 総社市消防団 分団長 貝
かい

　原
はら

　章
あき

　文
ふみ

　〃 笠岡市消防団 分団長 金
かね

　政
まさ

　健
けん

　一
いち

　〃 真庭市消防団 分団長 川
かわ

　﨑
さき

　大
だい

　造
ぞう

　〃 美咲町消防団 分団長 岸
きし

　本
もと

　敬
けい

　太
た

　〃 玉野市消防団 分団長 香
こう

　本
もと

　嘉
よし

　彦
ひこ

　〃 岡山市消防団 分団長 後
ご

　神
かん

　　　勝
まさる

　〃 鏡野町消防団 分団長 坂
さか

　田
た

　修
しゅう

　作
さく

　〃 美作市消防団 分団長 坂
さか

　元
もと

　健
たて

　章
あき

　〃 岡山市消防団 分団長 佐
さ

　藤
とう

　誠
せい

　二
じ

　〃 玉野市消防団 分団長 三
さん

　道
どう

　健
けん

　一
いち

　〃 赤磐市消防団 分団長 重
しげ

　松
まつ

　将
まさ

　夫
お

　〃 備前市消防団 分団長 柴
しば

　岡
おか

　　　力
ちから

　〃 岡山市消防団 分団長 滝
たき

　谷
たに

　正
まさ

　人
ひと

　〃 真庭市消防団 分団長 竹
たけ

　田
だ

　幸
ゆき

　男
お

　〃 備前市消防団 分団長 玉
たま

　垣
がき

　裕
ひろ

　規
のり

　〃 岡山市消防団 分団長 千
ち

　原
はら

　辰
たつ

　治
じ

　〃 岡山市消防団 分団長 坪
つぼ

　田
た

　孝
こう

　一
いち

　〃 勝央町消防団 分団長 土
ど

　井
い

　崇
たか

　司
し

　〃 真庭市消防団 分団長 土
ど

　肥
ひ

　卓
たく

　史
し

　〃 総社市消防団 分団長 中
なか

　山
やま

　知
とも

　輝
き

　〃 鏡野町消防団 分団長 西
にし

　中
なか

　治
はる

　道
みち
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都道府県名 所　属 階　級 氏　　　名

岡山県 総社市消防団 副分団長 小
お

　野
の

　　　聖
きよし

　〃 備前市消防団 副分団長 片
かた

　山
やま

　勝
かつ

　之
ゆき

　〃 和気町消防団 副分団長 川
かわ

　内
うち

　　　誠
まこと

　〃 新見市消防団 副分団長 栗
くり

　元
もと

　一
かず

　広
ひろ

　〃 津山市消防団 副分団長 甲
こう

　本
もと

　誠
せい

　道
どう

　〃 津山市消防団 副分団長 小
こ

　島
じま

　基
もと

　義
よし

　〃 美作市消防団 副分団長 小
こ

　林
ばやし

　伸
しん

　治
じ

　〃 新見市消防団 副分団長 佐
さ

　藤
とう

　睦
むつ

　美
み

　〃 津山市消防団 副分団長 清
し

　水
みず

　　　昌
あきら

　〃 新見市消防団 副分団長 竹
たけ

ノ
の

下
した

　輝
てる

　美
み

　〃 倉敷市消防団 副分団長 武
たけ

　鑓
やり

　　　津
わたる

　〃 倉敷市消防団 副分団長 田
た

　中
なか

　義
よし

　信
のぶ

　〃 津山市消防団 副分団長 寺
てら

　岡
おか

　誠
せい

　二
じ

　〃 和気町消防団 副分団長 德
とく

　永
なが

　弘
ひろ

　道
みち

　〃 倉敷市消防団 副分団長 土
ど

　畑
ばた

　勝
かつ

　正
まさ

　〃 真庭市消防団 副分団長 長
なが

　尾
お

　泰
やす

　宏
ひろ

　〃 笠岡市消防団 副分団長 中
なか

　塚
つか

　浩
こう

　二
じ

　〃 倉敷市消防団 副分団長 中
なか

　塚
つか

　周
しゅう

　一
いち

　〃 美作市消防団 副分団長 中
なか

　西
にし

　竜
りゅう

　太
た

　〃 備前市消防団 副分団長 西
にし

　内
うち

　秀
ひで

　明
あき

　〃 備前市消防団 副分団長 花
はな

　岡
おか

　秀
ひで

　典
のり

　〃 備前市消防団 副分団長 藤
ふじ

　田
た

　正
まさ

　彦
ひこ

　〃 倉敷市消防団 副分団長 藤
ふじ

　原
わら

　慎
しん

　一
いち

　〃 新見市消防団 副分団長 船
ふな

　越
こし

　和
かず

　義
よし

　〃 津山市消防団 副分団長 森
もり

　山
やま

　博
ひろ

　志
し

　〃 新見市消防団 副分団長 山
やま

　澤
ざわ

　武
たけ

　司
し
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都道府県名 所　属 階　級 氏　　　名

広島県 広島市安佐北消防団 団長 大
おお

　田
た

　哲
てつ

　文
ふみ

　〃 三原市消防団 団長 岡
おか

　本
もと

　　　茂
しげる

　〃 福山市消防団 副団長 天
あま

　野
の

　公
こう

士
し

郎
ろう

　〃 尾道市消防団 副団長 倉
くら

　上
うえ

　忠
ただ

　士
し

　〃 庄原市消防団 副団長 渋
しぶ

　川
かわ

　　　誠
まこと

　〃 東広島市消防団 副団長 田
た

　村
むら

　弘
ひろ

　明
あき

　〃 江田島市消防団 副団長 出
で

　張
はり

　秀
ひで

　治
はる

　〃 庄原市消防団 副団長 森
もり

　川
かわ

　浩
こう

　二
じ

　〃 安芸高田市消防団 副団長 柳
やなぎ

　原
はら

　髙
たか

　広
ひろ

　〃 広島市南消防団 分団長 石
いし

　井
い

　敏
とし

　弘
ひろ

　〃 呉市消防団 分団長 岩
いわ

　本
もと

　靖
やす

　啓
あき

　〃 三次市消防団 分団長 上
うえ

　落
おち

　　　敦
あつし

　〃 福山市消防団 分団長 内
うち

　山
やま

　浩
ひろ

　志
し

　〃 広島市佐伯消防団 分団長 大
おお

　谷
たに

　恒
つね

　司
し

　〃 廿日市市消防団 分団長 香
か

　川
がわ

　幸
こう

　司
じ

　〃 三原市消防団 分団長 川
かわ

　村
むら

　一
かず

　文
ふみ

　〃 福山市消防団 分団長 川
かわ

　元
もと

　信
のぶ

　之
ゆき

　〃 広島市佐伯消防団 分団長 神
かん

　田
だ

　　　隆
たかし

　〃 三原市消防団 分団長 吉
き

　舎
さ

　卓
たく

　蔵
ぞう

　〃 大竹市消防団 分団長 児
こ

　玉
だま

　朋
とも

　也
や

　〃 廿日市市消防団 分団長 五
ご

反
たん

田
だ

　秀
ひで

　司
し

　〃 東広島市消防団 分団長 佐
さ

　伯
いき

　光
みつ

　昭
あき

　〃 東広島市消防団 分団長 重
しげ

　森
もり

　武
たけ

　巳
み

　〃 尾道市消防団 分団長 正
しょう

武
ぶ

迫
ざこ

　雅
まさ

　英
ひで

　〃 三次市消防団 分団長 白
しら

　附
つき

　直
なお

　樹
き

　〃 福山市消防団 分団長 髙
たか

　橋
はし

　美
よし

　長
なが
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都道府県名 所　属 階　級 氏　　　名

広島県 呉市消防団 副分団長 宮
みや

　尾
お

　　　宏
ひろし

　〃 三原市消防団 副分団長 宮
みや

　下
した

　敏
とし

　治
はる

　〃 呉市消防団 部長 栗
くり

　林
ばやし

　　　徹
とおる

　〃 呉市消防団 部長 新
しん

　谷
たに

　秀
ひで

　隆
たか

　〃 広島市安佐北消防団 部長 竹
たけ

　本
もと

　幸
ゆき

　則
のり

　〃 呉市消防団 部長 西
にし

　永
なが

　良
よし

　文
ふみ

　〃 呉市消防団 部長 橋
はし

　本
もと

　和
かず

　昭
あき

　〃 呉市消防団 部長 原
はら

　　　泰
たい

　治
じ

　〃 広島市中消防団 班長 大
おお

　橋
はし

　明
はる

　美
み

　〃 北広島町消防団 団員 岡
おか

　崎
ざき

　敏
とし

　美
み

　〃 三次市消防団 団員 落
おち

　合
あい

　好
よし

　弘
ひろ

　〃 安芸太田町消防団 団員 栗
くり

　原
はら

　重
しげ

　幸
ゆき

　〃 三次市消防団 団員 杉
すぎ

　原
はら

　達
たつ

　也
や

　〃 安芸太田町消防団 団員 園
その

　田
だ

　哲
てつ

　也
や

　〃 府中市消防団 団員 豊
とよ

　田
た

　勝
かつ

　彦
ひこ

　〃 府中市消防団 団員 豊
とよ

　田
た

　雅
まさ

　彦
ひこ

　〃 北広島町消防団 団員 西
にし

　岡
おか

　　　博
ひろし

　〃 安芸太田町消防団 団員 塗
ぬし

　　　敏
とし

　博
ひろ

　〃 広島市東消防団 団員 平
ひら

　野
の

　靜
せい

　次
じ

　〃 府中市消防団 団員 藤
ふじ

　岡
おか

　惠
けい

　志
し

　〃 三次市消防団 団員 法
ほう

野
の

谷
たに

　　　智
さとし

　〃 府中市消防団 団員 宮
みや

　本
もと

　津
つ

奈
な

樹
き

　〃 三次市消防団 団員 明
みょう

　賀
が

　克
かつ

　博
ひろ

　〃 大竹市消防団 団員 村
むら

　田
た

　昭
あき

　男
お

山口県 和木町消防団 団長 黒
くろ

　下
した

　利
とし

　夫
お

　〃 山口市消防団 副団長 多
た

　田
だ

　和
かず

　子
こ
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都道府県名 所　属 階　級 氏　　　名

広島県 広島市安佐北消防団 分団長 谷
たに

　岡
おか

　正
しょう

　一
いち

　〃 三次市消防団 分団長 土
ど

　井
い

　達
たつ

　欣
や

　〃 広島市安佐北消防団 分団長 中
なか

　村
むら

　孝
たか

　夫
お

　〃 呉市消防団 分団長 西
にし

　山
やま

　秀
ひで

　樹
き

　〃 福山市消防団 分団長 藤
ふじ

　井
い

　一
かず

　寿
とし

　〃 三原市消防団 分団長 藤
ふじ

　井
い

　孝
たか

　史
し

　〃 広島市西消防団 分団長 前
まえ

　田
だ

　博
ひろ

　文
ふみ

　〃 尾道市消防団 分団長 松
まつ

　浦
うら

　秀
ひで

　幸
ゆき

　〃 東広島市消防団 分団長 松
まつ

　岡
おか

　昭
あき

　博
ひろ

　〃 福山市消防団 分団長 松
まつ

　葉
ば

　匡
まさ

　倫
つぐ

　〃 東広島市消防団 分団長 松
まつ

　村
むら

　哲
てつ

　治
じ

　〃 呉市消防団 分団長 松
まつ

　本
もと

　俊
しゅん

　二
じ

　〃 三原市消防団 分団長 丸
まる

　橋
ばし

　宏
こう

　治
じ

　〃 坂町消防団 分団長 三
み

　島
しま

　　　学
まなぶ

　〃 三次市消防団 分団長 森
もり

　末
すえ

　善
よし

　彦
ひこ

　〃 東広島市消防団 分団長 山
やま

　下
した

　利
とし

　晴
はる

　〃 安芸高田市消防団 分団長 吉
よし

　井
い

　清
きよ

　樹
き

　〃 尾道市消防団 副分団長 石
いし

　川
かわ

　和
かず

　男
お

　〃 尾道市消防団 副分団長 岡
おか

　田
だ

　一
かず

　成
なり

　〃 広島市安佐北消防団 副分団長 金
かね

　本
もと

　宏
ひろ

　文
ふみ

　〃 尾道市消防団 副分団長 國
くに

　近
ちか

　雄
ゆう

　嗣
じ

　〃 呉市消防団 副分団長 久
く

　保
ぼ

　正
まさ

　勝
かつ

　〃 竹原市消防団 副分団長 中
なか

　吉
よし

　玉
たま

　紀
き

　〃 呉市消防団 副分団長 平
ひら

　原
はら

　正
まさ

　史
ふみ

　〃 広島市安佐北消防団 副分団長 水
みず

　中
なか

　　　理
おさむ

　〃 呉市消防団 副分団長 水
みず

　場
ば

　進
しん

　二
じ
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山口県 阿武町消防団 副団長 常
つね

　永
なが

　康
やす

　富
とみ

　〃 山口市消防団 副団長 中
なか

　村
むら

　　　守
まもる

　〃 萩市消防団 副団長 野
の

　村
むら

　謙
けん

　司
じ

　〃 周防大島町消防団 副団長 濵
はま

　本
もと

　孝
たか

　則
のり

　〃 周防大島町消防団 副団長 林
はやし

　　　茂
しげ

　樹
き

　〃 山口市消防団 副団長 𠩤
はら

　田
だ

　信
のぶ

　之
ゆき

　〃 田布施町消防団 副団長 原
はら

　　　弘
ひろ

　明
あき

　〃 下松市消防団 副団長 松
まつ

　田
だ

　良
りょう

　二
じ

　〃 萩市消防団 分団長 阿
あん

　武
の

　　　隆
たかし

　〃 宇部市消防団 分団長 伊
い

　藤
とう

　和
かず

　雄
お

　〃 萩市消防団 分団長 植
うえ

　田
だ

　　　進
すすむ

　〃 美祢市消防団 分団長 枝
えだ

　村
むら

　則
のり

　昌
まさ

　〃 岩国市消防団 分団長 大
おお

　内
うち

　一
かず

　夫
お

　〃 山口市消防団 分団長 大
おお

　田
た

　　　剛
つよし

　〃 宇部市消防団 分団長 小
お

　川
がわ

　信
のぶ

　博
ひろ

　〃 岩国市消防団 分団長 貝
かい

　　　政
まさ

　司
し

　〃 岩国市消防団 分団長 加
か

　川
がわ

　敏
とし

　治
はる

　〃 山口市消防団 分団長 加
か

　藤
とう

　和
かず

　久
ひさ

　〃 萩市消防団 分団長 角
かど

　　　宣
のぶ

　男
お

　〃 山陽小野田市消防団 分団長 佐
さ

々
さ

木
き

　成
せい

　一
いち

　〃 山陽小野田市消防団 分団長 重
しげ

　枝
えだ

　勝
まさ

　則
のり

　〃 岩国市消防団 分団長 高
たか

　原
はら

　　　弘
ひろし

　〃 平生町消防団 分団長 田
た

　代
しろ

　　　勉
つとむ

　〃 萩市消防団 分団長 鳥
とり

　元
もと

　英
ひで

　雄
お

　〃 周南市消防団 分団長 中
なか

　村
むら

　武
たけ

　史
し

　〃 下関市消防団 分団長
にし

　田
だ

　富
ふ

士
じ

夫
お
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山口県 岩国市消防団 分団長 橋
はし

　本
もと

　久
ひさ

　幸
ゆき

　〃 山陽小野田市消防団 分団長 濵
はま

　本
もと

　泰
やす

　則
のり

　〃 岩国市消防団 分団長 林
はやし

　　　健
けん

　治
じ

　〃 岩国市消防団 分団長 平
ひら

　田
た

　富
ふ

士
じ

雄
お

　〃 萩市消防団 分団長 藤
ふじ

　井
い

　幹
みき

　雄
お

　〃 光市消防団 分団長 古
ふる

　川
かわ

　雅
まさ

　之
ゆき

　〃 防府市消防団 分団長 政
まさ

　崎
ざき

　茂
しげ

　弘
ひろ

　〃 柳井市消防団 分団長 三
み

　島
しま

　健
けん

　一
いち

　〃 長門市消防団 分団長 宮
みや

　﨑
ざき

　武
たけ

　行
ゆき

　〃 長門市消防団 分団長 村
むら

　井
い

　　　貢
みつぐ

　〃 宇部市消防団 分団長 村
むら

　上
かみ

　健
けん

　一
いち

　〃 岩国市消防団 分団長 村
むら

　中
なか

　克
かつ

　則
のり

　〃 山口市消防団 分団長 矢
や

田
た

部
べ

　育
いく

　雄
お

　〃 下関市消防団 分団長 矢
や

　野
の

　連
れん

太
た

郎
ろう

　〃 宇部市消防団 分団長 山
やま

　田
だ

　健
けん

　兒
じ

　〃 下関市消防団 分団長 山
やま

　田
だ

　公
こう

　司
じ

　〃 山口市消防団 分団長 吉
よし

　松
まつ

　俊
とし

　康
やす

　〃 防府市消防団 分団長 吉
よし

　村
むら

　孝
たか

　人
と

　〃 周南市消防団 分団長 𠮷
よし

　安
やす

　徹
てつ

　朗
ろう

　〃 周防大島町消防団 副分団長 岡
おか

　本
もと

　正
まさ

　行
ゆき

　〃 下関市消防団 副分団長 矢
や

　野
の

　　　要
かなめ

　〃 上関町消防団 班長 峪
がけ

　村
むら

　早
はや

　夫
お

徳島県 三好市池田町消防団 副団長 阿
あ

　佐
さ

　尚
よし

　和
かず

　〃 阿波市消防団 副団長 笠
かさ

　原
はら

　　　武
いさむ

　〃 板野東部消防組合消防団 副団長 櫻
さくら

　井
い

　正
まさ

　治
はる

　〃 吉野川市消防団 副団長 瀬
せ

　川
がわ

　勝
かつ

　之
ゆき
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徳島県 美馬西部消防組合消防団 分団長 中
なか

　川
がわ

　　　郁
かおる

　〃 美馬市消防団 班長 黒
くろ

　岩
いわ

　誠
せい

　治
じ

　〃 美馬市消防団 団員 中
なか

　山
やま

　定
さだ

　明
あき

香川県 さぬき市消防団 副団長 近
こん

　藤
どう

　照
てる

　雄
お

　〃 三木町消防団 副団長 髙
たか

　﨑
さき

　守
もり

　隆
たか

　〃 高松市消防団 副団長 松
まつ

　本
もと

　英
ひで

　毅
き

　〃 まんのう町消防団 副団長 宮
みや

　川
がわ

　昭
しょう

　史
じ

　〃 丸亀市消防団 副団長 𠮷
よし

　本
もと

　博
ひろ

　之
ゆき

　〃 三豊市消防団 分団長 有
あり

　山
やま

　　　哲
さとし

　〃 三豊市消防団 分団長 安
あん

　藤
どう

　真
まさ

　弥
や

　〃 宇多津町消防団 分団長 今
いま

　津
づ

　資
もと

　士
し

　〃 坂出市消防団 分団長 川
かわ

　井
い

　敏
とし

　弘
ひろ

　〃 東かがわ市消防団 分団長 木
き

　村
むら

　　　忠
ただし

　〃 東かがわ市消防団 分団長 工
く

　藤
どう

　邦
くに

　彰
あき

　〃 さぬき市消防団 分団長 佐
さ

々
さ

木
き

　浩
こう

　二
じ

　〃 さぬき市消防団 分団長 佐
さ

々
さ

木
き

　英
ひで

　樹
き

　〃 三豊市消防団 分団長 圖
ず

　子
し

　　　浩
ひろし

　〃 高松市消防団 分団長 砂
すな

　川
がわ

　義
よし

　明
あき

　〃 多度津町消防団 分団長 田
た

　村
むら

　清
きよ

　和
かず

　〃 小豆島町消防団 分団長 西
にし

　岡
おか

　佳
よし

　則
のり

　〃 丸亀市消防団 分団長 西
にし

　川
かわ

　洋
よう

　一
いち

　〃 高松市消防団 分団長 濵
はま

　﨑
ざき

　克
かつ

　彦
ひこ

　〃 三豊市消防団 分団長 藤
ふじ

　田
た

　裕
ひろ

　憲
のり

　〃 高松市消防団 分団長 真
ま

　鍋
なべ

　道
みち

　雄
お

　〃 高松市消防団 分団長 宮
みや

　武
たけ

　和
かず

　弘
ひろ

　〃 坂出市消防団 分団長 山
やま

　本
もと

　芳
よし

　孝
たか
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徳島県 東みよし町消防団 副団長 髙
たか

　田
た

　博
ひろ

　之
ゆき

　〃 徳島市消防団 副団長 徳
とく

　本
もと

　恵
けい

　市
いち

　〃 三好市西祖谷消防団 副団長 西
にし

　　　保
やす

　幸
ゆき

　〃 上板町消防団 副団長 前
まえ

　田
だ

　明
あき

　徳
のり

　〃 鳴門市消防団 副団長 松
まつ

　本
もと

　陽
よう

　一
いち

　〃 牟岐町消防団 副団長 水
みず

　田
た

　武
たけ

　志
し

　〃 板野東部消防組合消防団 副団長 山
やま

　本
もと

　恭
やす

　裕
ひろ

　〃 三好市井川町消防団 分団長 荒
あら

　川
かわ

　　　智
さとし

　〃 三好市山城町消防団 分団長 石
いし

　井
い

　昭
しょう

　一
いち

　〃 海陽町消防団 分団長 岩
いわ

　佐
さ

　　　哲
さとる

　〃 阿南市消防団 分団長 岩
いわ

　田
た

　浩
ひろ

　文
ふみ

　〃 三好市井川町消防団 分団長 内
うち

　田
だ

　年
とし

　昭
あき

　〃 阿南市消防団 分団長 悦
えつ

　見
み

　雅
まさ

　一
かず

　〃 三好市井川町消防団 分団長 大
おお

　西
にし

　清
きよ

　愛
し

　〃 美馬市消防団 分団長 尾
お

　方
がた

　誠
せい

　一
いち

　〃 美馬西部消防組合消防団 分団長 岡
おか

　元
もと

　正
まさ

　利
とし

　〃 神山町消防団 分団長 尾
お

　西
にし

　弘
ひろ

　史
ふみ

　〃 三好市山城町消防団 分団長 金
きん

　藤
とう

　良
よし

　武
たけ

　〃 海陽町消防団 分団長 髙
こう

　知
ち

　重
しげ

　徳
のり

　〃 三好市井川町消防団 分団長 近
こん

　藤
どう

　嘉
よし

　男
お

　〃 三好市井川町消防団 分団長 近
こん

　藤
どう

　義
よし

　人
ひと

　〃 阿南市消防団 分団長 澤
さわ

　田
だ

　長
たけ

　彦
ひこ

　〃 徳島市消防団 分団長 滝
たき

　川
がわ

　貴
たか

　史
し

　〃 板野町消防団 分団長 谷
たに

　川
がわ

　　　司
つかさ

　〃 海陽町消防団 分団長 谷
たに

　山
やま

　敏
とし

　雄
お

　〃 徳島市消防団 分団長 内
ない

　藤
とう

　敦
あつ

　史
し
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香川県 善通寺市消防団 副分団長 三
み

　原
はら

　明
あき

　彦
ひこ

　〃 坂出市消防団 副分団長 山
やま

　下
した

　真
しん

　司
じ

　〃 まんのう町消防団 団員 髙
たか

　尾
お

　　　勉
つとむ

　〃 丸亀市消防団 団員 髙
たか

　塚
つか

　利
とし

　夫
お

愛媛県 松山市消防団 副団長 池
いけ

　田
だ

　眞
まさ

　宏
ひろ

　〃 四国中央市消防団 副団長 稲
いな

　村
むら

　　　隆
たかし

　〃 伊方町消防団 副団長 笹
ささ

　田
だ

　有
ゆう

　吾
ご

　〃 今治市消防団 副団長 髙
たか

　野
の

　健
けん

太
た

郎
ろう

　〃 宇和島市消防団 副団長 平
ひら

　井
い

　　　誠
まこと

　〃 大洲市消防団 副団長 松
まつ

　本
もと

　寿
ひさ

　志
し

　〃 愛南町消防団 副団長 吉
よし

　田
だ

　雄
ゆう

　一
いち

　〃 松山市消防団 副団長 𦚰
わき

　長
なが

　靖
やす

　政
まさ

　〃 今治市消防団 副団長 渡
わた

　部
なべ

　哲
てつ

　也
や

　〃 大洲市消防団 分団長 上
うえ

　仲
なか

　伸
しん

　二
じ

　〃 今治市消防団 分団長 越
お

　智
ち

　　　研
けん

　〃 内子町消防団 分団長 久
く

　保
ぼ

　　　茂
しげる

　〃 今治市消防団 分団長 小
こ

　松
まつ

　孝
たか

　之
ゆき

　〃 宇和島市消防団 分団長 是
これ

　澤
さわ

　秀
ひで

　徳
のり

　〃 久万高原町消防団 分団長 左
さ

　京
きょう

　　　健
つよし

　〃 東温市消防団 分団長 德
とく

　野
の

　　　守
まもる

　〃 内子町消防団 分団長 西
にし

　野
の

　清
きよ

　志
し

　〃 内子町消防団 分団長 西
にし

　野
の

　浩
こう

　一
いち

　〃 松山市消防団 分団長 西
にし

　村
むら

　雄
ゆう

　二
じ

　〃 松山市消防団 分団長 西
にし

　本
もと

　　　寿
ひさし

　〃 西予市消防団 分団長 福
ふく

　井
い

　重
しげ

　雄
お

　〃 鬼北町消防団 分団長 松
まつ

　浦
うら

　宏
ひろ

　明
あき
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愛媛県 松山市消防団 分団長 松
まつ

　下
した

　厚
あつ

　司
し

　〃 大洲市消防団 分団長 政
まん

　所
どころ

　俊
しゅん

　司
じ

　〃 大洲市消防団 分団長 水
みず

　口
ぐち

　春
はる

　樹
き

　〃 松前町消防団 分団長 水
みな

　口
くち

　哲
さと

　司
し

　〃 内子町消防団 分団長 森
もり

　井
い

　　　勲
いさお

　〃 松山市消防団 分団長 森
もり

　　　一
いっ

　成
せい

　〃 内子町消防団 分団長 矢
や

　野
の

　良
りょう

　平
へい

　〃 松山市消防団 分団長 山
やま

　岡
おか

　欣
きん

　也
や

　〃 四国中央市消防団 分団長 横
よこ

　内
うち

　眞
まさ

　司
し

　〃 伊予市消防団 分団長 横
よこ

　山
やま

　裕
ゆう

　輝
き

　〃 新居浜市消防団 副分団長 加
か

　藤
とう

　明
あき

　慶
のり

　〃 伊予市消防団 副分団長 河
こ

　内
うち

　文
ふみ

　敬
たか

　〃 上島町消防団 副分団長 佐
さ

々
さ

木
き

　晋
しん

　也
や

　〃 新居浜市消防団 副分団長 佐
さ

　薙
なぎ

　誠
せい

　一
いち

　〃 松山市消防団 副分団長 玉
たま

　井
い

　参
みつ

　良
よし

　〃 新居浜市消防団 副分団長 續
つづ

　木
き

　　　正
ただし

　〃 内子町消防団 副分団長 長
なが

　渕
ぶち

　孝
たか

　仁
ひと

　〃 今治市消防団 副分団長 光
みつ

　永
なが

　正
まさ

　人
と

　〃 四国中央市消防団 副分団長 村
むら

　上
かみ

　　　勉
つとむ

　〃 新居浜市消防団 副分団長 安
やす

　葉
ば

　輝
てる

　雄
お

　〃 松山市消防団 副分団長 柳
やなぎ

　原
はら

　克
かつ

　彦
ひこ

　〃 四国中央市消防団 副分団長 柳
やなぎ

　原
はら

　修
しゅう

　治
じ

　〃 四国中央市消防団 部長 石
いし

　川
かわ

　　　正
ただし

　〃 四国中央市消防団 部長 鈴
すず

　木
き

　秀
ひで

　昭
あき

　〃 西予市消防団 部長
にし

　添
ぞえ

　英
えい

　二
じ

　〃 八幡浜市消防団 班長 上
うえ

　田
だ

　　　豊
ゆたか
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高知県 香美市消防団 分団長 小
こ

　松
まつ

　健
けん

　二
じ

　〃 宿毛市消防団 分団長 小
こ

　山
やま

　　　功
いさお

　〃 東洋町消防団 分団長 近
こん

　藤
どう

　洋
よう

　典
すけ

　〃 室戸市消防団 分団長 佐
さ

　藤
とう

　隆
たか

　起
おき

　〃 越知町消防団 分団長 髙
たか

　橋
はし

　太
た

　郎
ろう

　〃 四万十市消防団 分団長 土
ど

　居
い

　愛
よし

　明
とし

　〃 高知市消防団 分団長 野
の

　中
なか

　清
きよ

　文
ふみ

　〃 香南市消防団 分団長 眞
ま

　島
しま

　洋
よう

　一
いち

　〃 高幡消防組合須崎消防団 分団長 松
まつ

　浦
うら

　英
ひで

　彦
ひこ

　〃 本山町消防団 分団長 本
もと

　山
やま

　　　眞
まこと

　〃 南国市消防団 分団長 森
もり

　國
くに

　一
かず

　広
ひろ

　〃 土佐市消防団 分団長 山
やま

　﨑
さき

　克
かつ

　彦
ひこ

　〃 いの町消防団 分団長 和
わ

　田
だ

　　　守
まもる

　〃 土佐清水市消防団 部長 真
ま

　島
じま

　　　敏
さとし

　〃 日高村消防団 団員 大
おお

　川
かわ

　啓
けい

　司
し

　〃 仁淀川町消防団 団員 高
たか

　平
ひら

　岩
いわ

　男
お

　〃 高幡消防組合津野消防団 団員 西
にし

　村
むら

　太
たか

　宏
ひろ

　〃 高幡消防組合梼原消防団 団員 吉
よし

　村
むら

　清
きよ

　一
いち

福岡県 北九州市小倉南消防団 団長 久
く

保
ぼ

田
た

　清
きよ

　則
のり

　〃 北九州市洞海湾消防団 副団長 石
いし

　橋
ばし

　一
かず

　德
のり

　〃 北九州市戸畑消防団 副団長 伊
い

　藤
とう

　洋
よう

　一
いち

　〃 八女市消防団 副団長 栗
くり

　原
はら

　義
よし

　和
かず

　〃 久留米市消防団 副団長 酒
さけ

　見
み

　隆
たか

　生
お

　〃 八女市消防団 副団長 椿
つば

　原
はら

　　　淳
あつし

　〃 水巻町消防団 副団長 坪
つぼ

　井
い

　和
かず

　彦
ひこ

　〃 福智町消防団 副団長 藤
ふじ

　原
わら

　昌
まさ

　信
のぶ
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愛媛県 四国中央市消防団 班長 笹
ささ

　本
もと

　與
よ

志
し

雄
お

　〃 砥部町消防団 団員 泉
いずみ

　　　広
ひろ

　重
しげ

　〃 西予市消防団 団員 上
うえ

　中
なか

　與
ため

　愛
やす

　〃 西予市消防団 団員 宇
う

都
つ

宮
のみや

　義
よし

　憲
のり

　〃 西予市消防団 団員 梶
かじ

　原
わら

　正
まさ

　春
はる

　〃 西予市消防団 団員 佐
さ

　伯
いき

　和
かず

　志
し

　〃 今治市消防団 団員 佐
さ

　藤
とう

　　　誠
まこと

　〃 今治市消防団 団員 豊
とよ

　嶋
しま

　　　守
まもる

　〃 久万高原町消防団 団員 中
なか

　川
がわ

　邦
くに

　彦
ひこ

　〃 今治市消防団 団員 中
なか

　野
の

　敏
とし

　成
なり

　〃 八幡浜市消防団 団員 西
にし

　川
かわ

　正
まさ

　則
のり

　〃 伊予市消防団 団員 福
ふく

　岡
おか

　好
よし

　夫
お

　〃 西予市消防団 団員 保
ほ

氣
け

口
ぐち

　小
こ

太
た

郎
ろう

　〃 西予市消防団 団員 水
みず

　口
ぐち

　敦
あつ

　彦
ひこ

　〃 砥部町消防団 団員 森
もり

　岡
おか

　数
かず

　美
み

　〃 今治市消防団 団員 矢
や

　野
の

　明
あき

　彦
ひこ

　〃 西予市消防団 団員 山
やま

　上
かみ

　雅
まさ

　人
と

　〃 久万高原町消防団 団員 山
やま

　下
した

　元
もと

　司
し

　〃 今治市消防団 団員 渡
わた

　部
なべ

　康
やす

　博
ひろ

高知県 土佐町消防団 団長 川
かわ

　井
い

　信
のぶ

　行
ゆき

　〃 中芸広域連合奈半利町消防団 団長 土
ど

　居
い

　
ひろ

　佳
よし

　〃 佐川町消防団 団長 藤
ふじ

　本
もと

　雅
まさ

　生
お

　〃 中芸広域連合馬路村消防団 副団長 岡
おか

　野
の

　幸
こう

　平
へい

　〃 高幡消防組合四万十消防団 副団長 武
たけ

　内
うち

　孝
たか

　德
のり

　〃 大豊町消防団 副団長 豊
とよ

　永
なが

　浩
こう

　一
いち

　〃 高幡消防組合中土佐消防団 分団長 池
いけ

　田
だ

　秀
ひで

　寿
とし
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福岡県 久留米市消防団 副団長 八
や

　尋
ひろ

　義
よし

　文
ふみ

　〃 筑紫野市消防団 副団長 劉
りゅう

　本
もと

　康
やす

　夫
お

　〃 柳川市消防団 分団長 荒
あら

　巻
まき

　孝
こう

　治
じ

　〃 岡垣町消防団 分団長 安
あん

　藤
どう

　克
かつ

　治
はる

　〃 飯塚市消防団 分団長 石
いし

　﨑
ざき

　嘉
よし

　広
ひろ

　〃 福岡市水上消防団 分団長 今
いま

　林
はやし

　広
ひろ

　幸
ゆき

　〃 北九州市小倉北消防団 分団長 入
いり

　門
かど

　　　巧
たくみ

　〃 大任町消防団 分団長 岩
いわ

　本
もと

　　　修
おさむ

　〃 福智町消防団 分団長 植
うえ

　髙
たか

　直
なお

　道
みち

　〃 福智町消防団 分団長 宇
う

　野
の

　　　等
ひとし

　〃 直方市消防団 分団長 大
おお

　田
た

　勝
かつ

　彦
ひこ

　〃 飯塚市消防団 分団長 太
おお

　田
た

　博
ひろ

　樹
き

　〃 久留米市消防団 分団長 小
お

　野
の

　　　司
つかさ

　〃 飯塚市消防団 分団長 小
お

野
の

山
やま

　洋
よう

　平
へい

　〃 赤村消防団 分団長 加
か

　耒
く

　博
ひろ

　樹
き

　〃 宮若市消防団 分団長 梶
かじ

　原
わら

　隆
たか

　之
ゆき

　〃 福岡市東消防団 分団長 蒲
かま

　地
ち

　孝
たか

　則
のり

　〃 福岡市早良消防団 分団長 城
き

　戸
ど

　広
ひろ

　行
ゆき

　〃 小竹町消防団 分団長 木
き

　原
はら

　重
しげ

　樹
き

　〃 みやこ町消防団 分団長 熊
くま

　谷
がい

　俊
とし

　美
み

　〃 川崎町消防団 分団長 近
こん

　藤
どう

　勝
かつ

　德
のり

　〃 大牟田市消防団 分団長 猿
さる

　渡
わたり

　幸
ゆき

　洋
ひろ

　〃 豊前市消防団 分団長 品
しな

　治
はる

　和
かず

　孝
たか

　〃 北九州市門司消防団 分団長 白
しら

　石
いし

　孝
こう

　司
じ

　〃 みやこ町消防団 分団長 進
しん

　　　友
とも

　雄
お

　〃 久留米市消防団 分団長 髙
たか

　木
き

　真
しん

　治
じ
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福岡県 田川市消防団 分団長 竹
たけ

　内
うち

　博
ひろ

　文
ふみ

　〃 柳川市消防団 分団長 田
た

　中
なか

　秀
ひで

　幸
ゆき

　〃 福岡市博多消防団 分団長 長
ちょう

　　　雅
まさ

　之
ゆき

　〃 福岡市博多消防団 分団長 東
とう

　野
の

　　　将
まさし

　〃 飯塚市消防団 分団長 中
なか

　島
しま

　芳
よし

　彦
ひこ

　〃 久留米市消防団 分団長 原
はら

　口
ぐち

　高
たか

　廣
ひろ

　〃 みやこ町消防団 分団長 原
はら

　田
だ

　俊
とし

　美
み

　〃 北九州市戸畑消防団 分団長 原
はら

　田
だ

　豊
とよ

　久
ひさ

　〃 宮若市消防団 分団長 春
はる

　田
た

　洋
よう

　一
いち

　〃 福岡市西消防団 分団長 前
まえ

　田
だ

　　　正
ただし

　〃 大牟田市消防団 分団長 増
ます

　永
なが

　喜
よし

　秀
ひで

　〃 田川市消防団 分団長 皆
みな

　川
がわ

　浩
ひろ

　幸
ゆき

　〃 北九州市小倉南消防団 分団長 三
み

　村
むら

　訓
のり

　章
あき

　〃 行橋市消防団 分団長 宮
みや

　下
した

　浩
こう

　一
いち

　〃 築上町消防団 分団長 森
もり

　口
ぐち

　明
あき

　彦
ひこ

　〃 添田町消防団 分団長 八
や

　嶋
しま

　信
のぶ

　弘
ひろ

　〃 北九州市洞海湾消防団 分団長 矢
や

　野
の

　泰
やす

　照
てる

　〃 北九州市若松消防団 分団長 和
わ

　田
だ

　健
けん

　治
じ

　〃 田川市消防団 分団長 渡
わた

　邊
なべ

　孝
たか

　義
よし

　〃 福岡市水上消防団 副分団長 今
いま

　林
はやし

　　　昭
あきら

　〃 宮若市消防団 副分団長 入
いり

　江
え

　隆
りゅう

　一
いち

　〃 桂川町消防団 副分団長 西
さい

　郷
ごう

　　　豊
ゆたか

　〃 福岡市中央消防団 副分団長 田
た

　中
なか

　保
やす

　德
のり

　〃 福岡市南消防団 副分団長 谷
たに

　　　辰
たつ

　朗
あき

　〃 川崎町消防団 副分団長 寺
てら

　田
だ

　裕
ひろ

　隆
たか

　〃 嘉麻市消防団 副分団長 中
なか

　島
しま

　伸
のぶ

　行
ゆき
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佐賀県 唐津市消防団 分団長 古
ふる

　舘
たち

　正
しょう

　一
いち

　〃 佐賀市消防団 分団長 眞
ま

　﨑
さき

　　　透
とおる

　〃 武雄市消防団 分団長 松
まつ

　尾
お

　成
なり

　利
とし

　〃 嬉野市消防団 分団長 宮
みや

　﨑
ざき

　慎
しん

　吾
ご

　〃 唐津市消防団 分団長 森
もり

　田
た

　勇
はや

　仁
と

　〃 唐津市消防団 分団長 横
よこ

　山
やま

　達
たつ

　也
や

　〃 吉野ヶ里町消防団 副分団長 井
いの

　上
うえ

　重
しげ

　信
のぶ

　〃 鳥栖市消防団 副分団長 緒
お

　方
がた

　嘉
よし

　信
のぶ

　〃 神埼市消防団 副分団長 合
ごう

　田
だ

　敏
とし

　晃
あき

　〃 佐賀市消防団 副分団長 菰
こも

　田
だ

　広
ひろ

　幸
ゆき

　〃 武雄市消防団 副分団長 陣
じんの

　内
うち

　繁
しげ

　樹
き

　〃 白石町消防団 副分団長 田
た

　島
じま

　一
かず

　浩
ひろ

　〃 武雄市消防団 副分団長 友
とも

　葊
ひろ

　秀
ひで

　美
み

　〃 武雄市消防団 副分団長 永
なが

　尾
お

　宗
むね

　司
じ

　〃 有田町消防団 副分団長 中
なか

　島
しま

　一
かず

　男
お

　〃 神埼市消防団 副分団長 廣
ひろ

　瀧
たき

　泰
やす

　広
ひろ

　〃 鳥栖市消防団 副分団長 村
むら

　山
やま

　　　実
みのる

　〃 太良町消防団 副分団長 山
やま

　口
ぐち

　朋
とも

　毅
き

　〃 有田町消防団 副分団長 葉
よう

　　　忠
ただ

　彦
ひこ

　〃 多久市消防団 団員 小
こ

　栁
やなぎ

　勝
かつ

　徳
のり

長崎県 対馬市消防団 副団長 大
おお

　浦
うら

　祥
よし

　久
ひさ

　〃 佐世保市消防団 副団長 大
おお

　野
の

　智
とも

　浩
ひろ

　〃 長崎市消防団 副団長 金
かな

　山
やま

　健
けん

　治
じ

　〃 壱岐市消防団 副団長 川
かわ

　添
ぞえ

　研
けん

　一
いち

　〃 南島原市消防団 副団長 北
きた

　田
だ

　幸
こう

　一
いち

　〃 佐世保市消防団 副団長 豊
とよ

　嶋
しま

　　　寿
ひさし
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都道府県名 所　属 階　級 氏　　　名

福岡県 みやこ町消防団 副分団長 中
なか

　村
むら

　利
とし

　行
ゆき

　〃 嘉麻市消防団 副分団長 平
ひら

　嶋
しま

　浩
こう

　史
じ

　〃 宮若市消防団 副分団長 古
ふる

　野
の

　　　弘
ひろし

　〃 北九州市若松消防団 副分団長 三
み

　浦
うら

　正
まさ

　好
よし

　〃 北九州市小倉北消防団 副分団長 宮
みや

　﨑
ざき

　　　博
ひろし

　〃 行橋市消防団 副分団長 吉
よし

　竹
たけ

　　　学
まなぶ

佐賀県 鹿島市消防団 副団長 松
まつ

　本
もと

　　　博
ひろし

　〃 伊万里市消防団 分団長 井
い

　手
で

　利
とし

　紀
のり

　〃 唐津市消防団 分団長 井
い

　本
もと

　秀
ひで

　和
かず

　〃 佐賀市消防団 分団長 江
え

　越
ごし

　浩
こう

　司
じ

　〃 佐賀市消防団 分団長 江
え

　下
した

　宏
ひろ

　介
すけ

　〃 伊万里市消防団 分団長 大
おお

　﨑
さき

　新
しん

二
じ

郎
ろう

　〃 佐賀市消防団 分団長 岸
きし

　川
かわ

　博
ひろ

　昭
あき

　〃 白石町消防団 分団長 久
く

　原
はら

　洋
よう

　一
いち

　〃 神埼市消防団 分団長 幸
こう

　所
しょ

　博
ひろ

　文
ふみ

　〃 唐津市消防団 分団長 坂
さか

　本
もと

　智
とも

　彦
ひこ

　〃 伊万里市消防団 分団長 下
しも

　平
ひら

　　　猛
たけし

　〃 玄海町消防団 分団長 杉
すぎ

　山
やま

　幸
ゆき

　則
のり

　〃 佐賀市消防団 分団長 芹
せり

　田
た

　和
かず

　貴
き

　〃 佐賀市消防団 分団長 園
その

　田
だ

　英
ひで

　喜
き

　〃 唐津市消防団 分団長 田
た

　口
ぐち

　良
よし

　幸
ゆき

　〃 小城市消防団 分団長 辻
つじ

　　　隆
たか

　文
ふみ

　〃 唐津市消防団 分団長 浪
なみ

　口
ぐち

　弘
ひろ

　成
なり

　〃 唐津市消防団 分団長 林
はやし

　田
だ

　　　恵
めぐみ

　〃 唐津市消防団 分団長 百
ひゃく

　武
たけ

　直
なお

　樹
き

　〃 江北町消防団 分団長 百
ひゃく

　武
たけ

　英
ひで

　樹
き
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都道府県名 所　属 階　級 氏　　　名

長崎県 対馬市消防団 副団長 永
なが

　留
とめ

　秀
ひで

　敏
とし

　〃 西海市消防団 副団長 中
なか

　村
むら

　　　繁
しげる

　〃 長与町消防団 副団長 中
なか

　山
やま

　哲
てつ

　也
や

　〃 長崎市消防団 副団長 西
にし

　　　文
ふみ

　雄
お

　〃 対馬市消防団 副団長 西
にし

　山
やま

　　　章
あきら

　〃 対馬市消防団 副団長 原
はら

　　　裕
ゆう

　一
いち

　〃 平戸市消防団 副団長 牧
まき

　山
やま

　茂
しげ

　人
と

　〃 長崎市消防団 副団長 山
やま

　本
もと

　国
くに

　晴
はる

　〃 五島市消防団 副団長 四
よつ

　谷
や

　昌
まさ

　文
ふみ

　〃 新上五島町消防団 分団長 朝
あさ

　野
の

　伸
しん

　一
いち

　〃 佐々町消防団 分団長 上
うえ

ノ
の

原
はら

　宏
こう

　二
じ

　〃 対馬市消防団 分団長 扇
おうぎ

　　　泰
やす

　広
ひろ

　〃 川棚町消防団 分団長 楠
くす

　本
もと

　淳
じゅん

　也
や

　〃 佐世保市消防団 分団長 笹
ささ

　山
やま

　達
たつ

　郎
ろう

　〃 大村市消防団 分団長 島
しま

　田
だ

　克
かつ

　彦
ひこ

　〃 長崎市消防団 分団長 下
しも

　道
みち

　勝
かつ

　彦
ひこ

　〃 対馬市消防団 分団長 庄
しょう

　司
じ

　伸
しん

　吾
ご

　〃 東彼杵町消防団 分団長 大
だい

　安
あん

　　　勝
まさる

　〃 諫早市消防団 分団長 田
た

　中
なか

　正
まさ

　寛
ひろ

　〃 長崎市消防団 分団長 田
た

　村
むら

　里
さと

　志
し

　〃 時津町消防団 分団長 中
なか

　尾
お

　毅
たけ

　彦
ひこ

　〃 雲仙市消防団 分団長 中
なか

　村
むら

　宗
むね

　樹
き

　〃 西海市消防団 分団長 濵
はま

　田
だ

　佳
けい

　一
いち

　〃 雲仙市消防団 分団長 林
はやし

　田
だ

　正
まさ

　臣
おみ

　〃 対馬市消防団 分団長 福
ふく

　島
しま

　利
とし

　弥
や

　〃 平戸市消防団 分団長 古
ふる

　川
かわ

　勝
かつ

　彦
ひこ

39 日本消防　2023.4



─ 117 ─

都道府県名 所　属 階　級 氏　　　名

長崎県 長崎市消防団 分団長 堀
ほり

　川
かわ

　義
よし

　光
みつ

　〃 長崎市消防団 分団長 本
もと

　川
かわ

　正
まさ

　勝
かつ

　〃 五島市消防団 分団長 山
やま

　口
ぐち

　豊
とよ

　満
みつ

　〃 平戸市消防団 分団長 山
やま

　下
した

　繁
しげ

　信
のぶ

　〃 新上五島町消防団 分団長 横
よこ

　道
みち

　藤
ふじ

　隆
たか

　〃 新上五島町消防団 分団長 吉
よし

　本
もと

　嘉
よし

　
ずみ

　〃 長崎市消防団 副分団長 宮
みや

　﨑
ざき

　秀
ひで

　喜
き

　〃 五島市消防団 班長 濱
はま

　村
むら

　初
はつ

　好
よし

　〃 波佐見町消防団 団員 金
かな

　山
やま

　貴
たか

　信
のぶ

　〃 松浦市消防団 団員 髙
たか

　田
た

　安
やす

　尊
たか

　〃 小値賀町消防団 団員 橋
はし

　本
もと

　博
ひろ

　明
あき

　〃 新上五島町消防団 団員 松
まつ

　村
むら

　　　厳
いわお

　〃 五島市消防団 団員 山
やま

　下
した

　正
まさ

　人
と

熊本県 阿蘇市消防団 団長 高
たか

　日
ひ

　龍
りゅう

　治
じ

　〃 西原村消防団 団長 山
やま

　野
の

　和
かず

　敏
とし

　〃 南阿蘇村消防団 副団長 市
いち

　原
はら

　朋
とも

　樹
き

　〃 南阿蘇村消防団 副団長 今
いま

　村
むら

　　　至
いたる

　〃 荒尾市消防団 副団長 上
うえ

　田
だ

　清
きよ

　史
ふみ

　〃 上天草市消防団 副団長 江
え

　口
ぐち

　友
とも

　則
のり

　〃 上天草市消防団 副団長 斉
さい

　藤
とう

　昭
あき

　幸
ゆき

　〃 宇城市消防団 副団長 田
た

　川
がわ

　陽
よう

　介
すけ

　〃 天草市消防団 副団長 竹
たけ

　本
もと

　　　亨
とおる

　〃 甲佐町消防団 副団長 田
たの

　上
うえ

　慎
しん

太
た

郎
ろう

　〃 熊本市消防団 副団長 槌
つち

　田
だ

　竜
りゅう

　一
いち

　〃 五木村消防団 副団長 中
なか

　野
の

　重
しげ

　実
み

　〃 錦町消防団 副団長 那
な

　須
す

　将
まさ

　人
と
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都道府県名 所　属 階　級 氏　　　名

熊本県 合志市消防団 団員 澤
さわ

　田
だ

　清
せい

　矢
や

　〃 八代市消防団 団員 下
しも

　川
かわ

　輝
てる

　昭
あき

　〃 八代市消防団 団員 園
その

　川
かわ

　博
ひろ

　文
ふみ

　〃 長洲町消防団 団員 竹
たけ

　下
した

　浩
ひろ

　之
ゆき

　〃 天草市消防団 団員 田
た

　中
なか

　伸
のぶ

　佳
よし

　〃 八代市消防団 団員 中
なか

　村
むら

　　　勝
まさる

　〃 相良村消防団 団員 西
にし

　　　信
のぶ

　彦
ひこ

　〃 山鹿市消防団 団員 萩
はぎ

　尾
お

　伸
しん

　一
いち

　〃 菊陽町消防団 団員 福
ふく

　間
ま

　博
ひろ

　信
のぶ

　〃 甲佐町消防団 団員 松
まつ

　尾
お

　憲
のり

　親
ちか

　〃 八代市消防団 団員 松
まつ

　永
なが

　宗
むね

　義
よし

　〃 氷川町消防団 団員 宮
みや

　本
もと

　博
ひろ

　明
あき

　〃 嘉島町消防団 団員 山
やま

　野
の

　　　誠
まこと

大分県 豊後大野市消防団 副団長 岡
おか

　部
べ

　鎮
しげ

　宏
ひろ

　〃 玖珠町消防団 副団長 梶
かじ

　原
わら

　龍
たつ

　生
お

　〃 中津市消防団 副団長 河
かわ

　野
の

　陽
よう

　生
せい

　〃 宇佐市消防団 副団長 佐
さ

　藤
とう

　正
まさ

　行
ゆき

　〃 佐伯市消防団 副団長 谷
たに

　口
ぐち

　英
ひで

　樹
き

　〃 中津市消防団 副団長 堀
ほり

　　　直
なお

　好
よし

　〃 中津市消防団 分団長 諫
いさ

　山
やま

　哲
てつ

　彦
ひこ

　〃 中津市消防団 分団長 小
お

　川
がわ

　公
こう

　生
せい

　〃 大分市消防団 分団長 小
お

　野
の

　和
かず

　隆
たか

　〃 宇佐市消防団 分団長 小
お

　幡
ばた

　和
かず

　幸
ゆき

　〃 日田市消防団 分団長 片
かた

　桐
ぎり

　千
ち

　秋
あき

　〃 中津市消防団 分団長 上
かみ

　西
にし

　亮
りょう

　次
じ

　〃 豊後高田市消防団 分団長 木
き

　藤
どう

　勇
ゆう

　二
じ
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都道府県名 所　属 階　級 氏　　　名

熊本県 大津町消防団 副団長 矢
や

　野
の

　大
だい

　介
すけ

　〃 苓北町消防団 副団長 山
やま

　口
ぐち

　泰
やす

　治
はる

　〃 人吉市消防団 分団長 赤
あか

　池
いけ

　浩
こう

　一
いち

　〃 熊本市消防団 分団長 穴
あな

　見
み

　光
みつ

　弘
ひろ

　〃 天草市消防団 分団長 上
うえ

　野
の

　修
しゅう

一
いち

郎
ろう

　〃 熊本市消防団 分団長 河
かわ

　田
た

　伸
しん

　一
いち

　〃 小国町消防団 分団長 川
かわ

　谷
たに

　賢
けん

　正
しょう

　〃 津奈木町消防団 分団長 川
かわ

　野
の

　裕
ゆう

　司
じ

　〃 南小国町消防団 分団長 城
き

　戸
ど

　敬
たか

　則
のり

　〃 熊本市消防団 分団長 熊
くま

　谷
がい

　博
ひろ

　昭
あき

　〃 山都町消防団 分団長 坂
さか

　本
もと

　潤
じゅん

　一
いち

　〃 天草市消防団 分団長 高
たか

　尾
お

　裕
ゆう

　一
いち

　〃 あさぎり町消防団 分団長 谷
たに

　口
ぐち

　健
けん

太
た

朗
ろう

　〃 熊本市消防団 分団長 谷
たに

　崎
ざき

　誠
せい

　也
や

　〃 水俣市消防団 分団長 永
なが

　野
の

　　　治
おさむ

　〃 熊本市消防団 分団長 中
なか

　山
やま

　雅
まさ

　博
ひろ

　〃 湯前町消防団 分団長 那
な

　須
す

　貴
たか

　紀
のり

　〃 天草市消防団 分団長 丸
まる

　木
き

　太
たい

　二
じ

　〃 熊本市消防団 分団長 村
むら

　上
かみ

　勝
かつ

　盛
もり

　〃 熊本市消防団 分団長 守
もり

　本
もと

　秀
ひで

　人
と

　〃 熊本市消防団 分団長 吉
よし

　川
かわ

　幸
ゆき

　浩
ひろ

　〃 芦北町消防団 班長 木
き

　村
むら

　義
よし

　弘
ひろ

　〃 八代市消防団 班長 水
みず

　野
の

　浩
ひろ

　昭
あき

　〃 天草市消防団 団員 岩
いわ

　﨑
さき

　　　稔
みのる

　〃 八代市消防団 団員 岩
いわ

　瀨
せ

　賢
けん

　治
じ

　〃 熊本市消防団 団員 清
きよ

　㟢
さき

　博
ひろ

　幸
ゆき
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都道府県名 所　属 階　級 氏　　　名

大分県 中津市消防団 分団長 小
こ

　出
いで

　康
やす

　博
ひろ

　〃 国東市消防団 分団長 郷
ごう

　司
じ

　正
まさ

　宏
ひろ

　〃 大分市消防団 分団長 佐
さ

　藤
とう

　英
えい

　次
じ

　〃 大分市消防団 分団長 佐
さ

　藤
とう

　和
かず

　視
み

　〃 由布市消防団 分団長 佐
さ

　藤
とう

　　　建
たてる

　〃 臼杵市消防団 分団長 髙
たか

　田
た

　俊
とし

　之
ゆき

　〃 大分市消防団 分団長 筒
つつ

　井
い

　壽
ひさ

　一
かず

　〃 中津市消防団 分団長 中
なか

　島
しま

　勝
かつ

　利
とし

　〃 豊後大野市消防団 分団長 中
なか

　村
むら

　伸
のぶ

　浩
ひろ

　〃 日田市消防団 分団長 原
はら

　田
だ

　明
めい

　司
じ

　〃 大分市消防団 分団長 姫
ひめ

　野
の

　秀
ひで

　樹
き

　〃 竹田市消防団 分団長 本
ほん

　田
だ

　武
たけ

　士
し

　〃 臼杵市消防団 分団長 松
まつ

　尾
お

　堅
けん

　太
た

　〃 中津市消防団 分団長 松
まつ

　山
やま

　啓
けい

　二
じ

　〃 別府市消防団 副分団長 山
やま

　根
ね

　文
ふみ

　夫
お

　〃 佐伯市消防団 部長 神
かん

　邉
べ

　孝
たか

　雅
まさ

　〃 豊後高田市消防団 部長 宮
みや

　庄
しょう

　義
よし

　信
のぶ

　〃 佐伯市消防団 班長 河
かわ

　野
の

　智
とも

　輝
き

　〃 津久見市消防団 班長 高
たか

　木
き

　省
しょう

　三
ぞう

　〃 佐伯市消防団 班長 三
み

　浦
うら

　秀
しゅう

　一
いち

　〃 九重町消防団 班長 湯
ゆ

　淺
あさ

　益
ます

　德
のり

　〃 佐伯市消防団 団員 市
いち

野
の

瀬
せ

　士
し

　朗
ろう

　〃 中津市消防団 団員 岩
いわ

　久
ひさ

　忠
ただ

　之
ゆき

　〃 別府市消防団 団員 甲
か

　斐
い

　隆
りゅう

　一
いち

　〃 佐伯市消防団 団員 古
こ とう

田
だ

　和
かず

　好
よし

　〃 竹田市消防団 団員 首
しゅ

　藤
とう

　康
やす

　幸
ゆき
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都道府県名 所　属 階　級 氏　　　名

大分県 中津市消防団 団員 巢
す

　野
の

　喜
き

久
く

男
お

　〃 杵築市消防団 団員 塚
つか

　本
もと

　一
かず

　通
みち

　〃 杵築市消防団 団員 永
なが

　野
の

　　　恵
めぐみ

　〃 中津市消防団 団員 中
なか

　原
はら

　　　隆
たかし

　〃 豊後大野市消防団 団員 羽
は

田
だ

野
の

　　　弘
ひろし

　〃 日出町消防団 団員 東
ひがし

　浦
うら

　健
けん

　一
いち

　〃 日田市消防団 団員 日
ひ

　隈
ぐま

　賴
より

　久
ひさ

　〃 佐伯市消防団 団員 矢
や

　野
の

　誠
せい

　一
いち

　〃 津久見市消防団 団員 山
やま

　尾
お

　和
かず

　久
ひさ

宮崎県 高千穂町消防団 副団長 今
いま

　長
なが

　　　大
ひろし

　〃 日向市消防団 副団長 小
お

　川
がわ

　一
かず

　三
み

　〃 美郷町消防団 副団長 小
お

　田
だ

　直
なお

　樹
き

　〃 小林市消防団 副団長 梯
かけはし

　　　真
ま

砂
さ

寛
ひろ

　〃 綾町消防団 副団長 髙
こう

　妻
づま

　　　茂
しげる

　〃 都城市消防団 副団長 長
は

谷
せ

場
ば

　　　平
たいら

　〃 国富町消防団 副団長 本
もと

　山
やま

　大
だい

　輔
すけ

　〃 小林市消防団 副団長 矢
や

　野
の

　孝
たか

　也
や

　〃 延岡市消防団 分団長 岩
いわ

　切
きり

　富
とみ

　重
しげ

　〃 延岡市消防団 分団長 奥
おく

　村
むら

　誠
せい

　二
じ

　〃 五ヶ瀬町消防団 分団長 甲
か

　斐
い

　繁
しげ

　久
ひさ

　〃 延岡市消防団 分団長 川
かわ

　﨑
さき

　国
くに

　充
みつ

　〃 宮崎市消防団 分団長 貴
き

　島
じま

　康
やす

　弘
ひろ

　〃 串間市消防団 分団長 野
の

　邊
べ

　義
よし

　彦
ひこ

　〃 えびの市消防団 分団長 橋
はし

　爪
づめ

　義
よし

　和
かず

　〃 高千穂町消防団 分団長 廣
ひろ

　木
き

　哲
てつ

　也
や

　〃 宮崎市消防団 分団長 藤
ふじ

　山
やま

　正
まさ

　弘
ひろ
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都道府県名 所　属 階　級 氏　　　名

鹿児島県 鹿屋市消防団 分団長 園
その

　田
だ

　　　誠
まこと

　〃 枕崎市消防団 分団長 土
つち

　屋
や

　　　学
まなぶ

　〃 日置市消防団 分団長 中
なか

　城
じょう

　良
よし

　治
はる

　〃 霧島市消防団 分団長 廣
ひろ

　山
やま

　博
ひろ

　典
のり

　〃 鹿屋市消防団 分団長 樋
ひ

　𦚰
わき

　正
まさ

　博
ひろ

　〃 錦江町消防団 分団長 福
ふく

　岡
おか

　浩
ひろ

　昭
あき

　〃 湧水町消防団 分団長 古
ふる

　市
いち

　幸
こう

　二
じ

　〃 鹿屋市消防団 分団長 三
み

　宅
やけ

　　　覚
さとる

　〃 薩 摩川内市消防団 分団長 森
もり

　満
みつ

　幸
ゆき

　守
もり

　〃 霧島市消防団 分団長 弓
ゆ

　削
げ

　　　壽
ひさし

　〃 鹿児島市消防団 副分団長 内
うち

大
おお

久
く

保
ぼ

　貞
さだ

已
み

　〃 肝付町消防団 副分団長 谷
たに

　山
やま

　敏
とし

　男
お

　〃 日置市消防団 副分団長 能
の

　勢
せ

　新
しん

　市
いち

　〃 鹿児島市消防団 副分団長 宮
みや

　下
した

　幸
こう

　治
じ

　〃 鹿児島市消防団 部長 磯
いそ

　口
ぐち

　　　勉
つとむ

　〃 西之表市消防団 部長 岩
いわ

　元
もと

　清
きよ

　美
み

　〃 垂水市消防団 部長 大
おお

　迫
さこ

　眞
しん

　一
いち

　〃 鹿児島市消防団 部長 比
ひ

　良
ら

　　　高
たかし

　〃 鹿児島市消防団 部長 比
ひ

良
ら

田
た

　輝
てる

　明
あき

　〃 鹿児島市消防団 班長 野
の

　元
もと

　　　努
つとむ

　〃 宇検村消防団 班長 山
やま

　下
した

　正
まさ

　文
ふみ

　〃 鹿児島市消防団 団員 市
いち

　坪
つぼ

　直
なお

　己
み

　〃 薩 摩川内市消防団 団員 宇
う

　都
と

　晴
はる

　紀
き

　〃 霧島市消防団 団員 小
お

　野
の

　史
し

　朗
ろう

　〃 伊佐市消防団 団員 児
こ

　島
じま

　和
かず

　敏
とし

　〃 霧島市消防団 団員 下
しも

深
ふか

迫
さこ

　孝
こう

　二
じ
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都道府県名 所　属 階　級 氏　　　名

宮崎県 日南市消防団 分団長 弓
ゆ

　削
げ

　　　要
かなめ

　〃 日南市消防団 副分団長 清
せい

　家
け

　　　登
のぼる

　〃 日南市消防団 副分団長 谷
たに

　口
ぐち

　寿
とし

　治
はる

　〃 西都市消防団 副分団長 横
よこ

　山
やま

　　　弘
ひろし

　〃 都城市消防団 部長
しとみ

　　　啓
けい

一
いち

郎
ろう

　〃 西都市消防団 部長 濵
はま

　砂
すな

　修
しゅう

　司
じ

　〃 西都市消防団 部長 濵
はま

　砂
すな

　信
のぶ

　昭
あき

　〃 都城市消防団 部長 横
よこ

　山
やま

　浩
こう

　平
へい

　〃 都城市消防団 班長 福
ふく

　重
しげ

　博
ひろ

　司
し

　〃 木城町消防団 団員 壹
い

　岐
き

　和
かず

　寿
とし

　〃 高原町消防団 団員 内
うち

　田
だ

　裕
ゆう

　治
じ

　〃 宮崎市消防団 団員 河
かわ

　野
の

　　　功
いさお

鹿児島県 屋久島町消防団 団長 岩
いわ

　川
かわ

　　　巧
たくみ

　〃 中種子町消防団 団長 中
なか

　村
むら

　眞
しん

　一
いち

　〃 霧島市消防団 副団長 荒
あら

　瀨
せ

　博
ひろ

　文
ふみ

　〃 いちき串木野市消防団 副団長 石
いし

　川
かわ

　一
かず

　仁
ひと

　〃 日置市消防団 副団長 上
うえ

　園
ぞの

　勝
かつ

　彦
ひこ

　〃 南種子町消防団 副団長 牛
うし

　野
の

　進
しん

一
いち

郎
ろう

　〃 鹿児島市消防団 副団長 枇
び

　榔
ろう

　　　稔
みのる

　〃 東串良町消防団 分団長 今
いま

　村
むら

　清
きよ

　春
はる

　〃 錦江町消防団 分団長 岩
いわ

　﨑
さき

　　　正
ただし

　〃 霧島市消防団 分団長 岩
いわ

　崎
さき

　　　学
まなぶ

　〃 霧島市消防団 分団長 海
かい

江
え

田
だ

　俊
しゅん

　一
いち

　〃 肝付町消防団 分団長 上
かみ

永
なが

吉
よし

　政
まさ

　幸
ゆき

　〃 鹿屋市消防団 分団長 川
かわ

　﨑
さき

　成
なり

　敏
とし

　〃 鹿屋市消防団 分団長 下
しも

　宮
みや

　済
すみ

　宏
ひろ
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都道府県名 所　属 階　級 氏　　　名

鹿児島県 霧島市消防団 団員 徳
とく

　田
だ

　正
まさ

　美
み

　〃 肝付町消防団 団員 中
なか

　崎
ざき

　洋
よう

　一
いち

沖縄県 うるま市消防団 団長 仲
なか

宗
そ

根
ね

　　　徹
とおる
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都道府県名 機　関　名

北海道 岩内・寿都地方消防組合岩内消防団

　〃 岩内・寿都地方消防組合泊消防団

　〃 上川北部消防事務組合名寄消防団

　〃 上川北部消防事務組合音威子府消防団

　〃 士別地方消防事務組合剣淵町消防団

　〃 斜里地区消防組合清里消防団

　〃 紋別地区消防組合滝上消防団

　〃 羊蹄山ろく消防組合留寿都消防団

福島県 相馬市消防団

埼玉県 比企広域市町村圏組合東松山消防団

東京都 式根島消防団

　〃 東久留米市消防団

　〃 丸の内消防団

神奈川県 真鶴町消防団

　〃 横浜市栄消防団

長野県 売木村消防団

　〃 南相木村消防団

京都府 舞鶴市神崎消防団

兵庫県 神戸市長田消防団

鹿児島県 三島村消防団

沖縄県 北大東村消防団

表彰旗を授与する消防機関（２１機関）
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都道府県名 機　関　名

青森県 五戸町消防団

　〃 中泊町消防団

山形県 三川町消防団

福島県 白河地方広域市町村圏整備組合消防本部・中島村消防団

　〃 伊達地方消防組合消防本部・川俣町消防団

茨城県 土浦市消防本部・土浦市消防団

栃木県 那須町消防団

群馬県 富岡甘楽広域消防本部・富岡市消防団

埼玉県 羽生市消防団

　〃 横瀬町消防団

東京都 尾久消防団

　〃 金町消防団

　〃 小平市消防団

神奈川県 綾瀬市消防本部・綾瀬市消防団

　〃 秦野市消防本部・秦野市消防団

新潟県 上越地域消防局・妙高市消防団

長野県 上田地域広域連合消防本部・東御市消防団

　〃 木曽広域消防本部・木曽町消防団

岐阜県 神戸町消防団

　〃 羽島市消防本部・羽島市消防団

静岡県 御殿場市・小山町広域行政組合消防本部・御殿場市消防団

　〃 湖西市消防本部・湖西市消防団

三重県 鈴鹿市消防本部・鈴鹿市消防団

京都府 京都市東山消防団

兵庫県 西宮市消防団

竿頭綬を授与する消防機関（３７機関）
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都道府県名 機　関　名

兵庫県 福崎町消防団

奈良県 斑鳩町消防団

岡山県 井原地区消防組合消防本部・井原市消防団

徳島県 小松島市消防本部・小松島市消防団

香川県 さぬき市消防団

長崎県 佐世保市消防局・小値賀町消防団

熊本県 宇土市消防団

　〃 山都町消防団

大分県 玖珠町消防団

宮崎県 西諸広域行政事務組合消防本部・えびの市消防団

鹿児島県 錦江町消防団

　〃 南九州市消防団

─ 128 ─

都道府県名 機　関　名

兵庫県 福崎町消防団

奈良県 斑鳩町消防団

岡山県 井原地区消防組合消防本部・井原市消防団

徳島県 小松島市消防本部・小松島市消防団

香川県 さぬき市消防団

長崎県 佐世保市消防局・小値賀町消防団

熊本県 宇土市消防団

　〃 山都町消防団

大分県 玖珠町消防団

宮崎県 西諸広域行政事務組合消防本部・えびの市消防団

鹿児島県 錦江町消防団

　〃 南九州市消防団

表彰式の様子 祝辞　日本消防協会　秋本敏文会長
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地域のために活動されている消防団員の皆様への「ごくろう
さん」という気持ちから、全国各地でスタートした「消防団応
援の店」が、地元の消防団員だけでなく、全国の消防団員をサー
ビスの対象とするのが「全国消防団応援の店」です。

この取組は平成28年７月にスタートし、全国消防団応援の
店の登録数は、皆様の多大なご協力のおかげで順調に増え続
け、令和５年２月28日現在で、5,103店舗となりました。

日本消防協会のホームページに「全国消防団応援の店」の 
リストを公開しておりますので、是非ご覧ください。 

また、公益財団法人日本消防協会では「全国消防団応援の店」
に関する情報を随時募集しております。お店を利用された方
の声、応援の店の声やPR等どんなことでも結構です。皆様か
らのご寄稿、情報提供をお待ちしております。

多くの消防団員の皆様のご利用をお願いします！

業　種 サービス内容
食堂・レストラン ドリンク１杯サービス、飲食料割引、お子様ドリンクバー無料

ホテル、旅館、民宿 利用料金割引、宿泊者の岩盤浴無料、夕食メニュー１品追加etc.

スナック カラオケ高得点でビール１杯サービス、飲み放題歌い放題割引
誕生日サービスetc.

居酒屋 生ビール１杯サービス、付だしサービス、飲食料割引etc.
お菓子店 割引、お菓子プレゼントetc.

衣料品・物販 ポイントアップ、割引、スタンプ２倍etc.
理美容業 ヘッドスパサービス、カット料金10％ off　etc.

自動車整備 オイル交換工賃サービス、エンジンオイル・バッテリー割引etc.
金融機関 ローンの金利引き下げ

美術館・博物館・記念館 入館料・観覧料割引etc.
幼稚園 入園料免除etc.

スポーツ施設 入会料割引、月会費10％ off、レッスン料割引etc.
道の駅 アイスクリームサービスetc.

結婚式場 新郎・新婦衣装割引、生花ブーケサービスetc.
旅行 消防団バス旅行の際ビール１ケースプレゼントetc.

引越し業 法人価格の基本料金（人件費・運賃）より20％以上割引（繁忙期を除く）

全国消防団応援の店について
（公財）日本消防協会
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消防育英会支援自動販売機は平成26年度の事業開始以来、総務省をはじめ、全国の消防本部、
消防署、消防団を中心に計503台が設置されています。（令和５年１月末日現在）

１　消防育英会の支援
消防育英会は、国民が消防活動に従事し、

又は協力したため災害を受けて死亡し、又は
障害を負われた、いわゆる一般協力者及び公
務上の災害により死亡し、又は障害を負われ
た消防団員又は消防職員の子弟に対して、学
校生活に必要な奨学金や入学一時金の給付な
どの支援を行っています。

小学校、中学校、高等学校、大学、高等専
門学校などに在学している全国の子弟さんが
支援を受けています。

現在、小学校に就学していない子弟さんも
いることから、消防育英会の資金を今後も継
続的に確保する必要があります。

消防育英会の資金を少しでも確保するため
の飲料水メーカーとの共同事業で、消太くん
のロゴの入った自動販売機を設置して頂くと、
その売り上げの一部（原則２円）が飲料水メー
カーから消防育英会に寄付されるものです。

２　支援自販機事業の仕組み・使用用途
飲料水の販売価格は、設置して頂く消防本

部や消防署等との協議により決めて頂き、従
来の販売価格を変えることなく設置すること
ができます。

ご支援いただいた寄付金は、奨学金の給付
及びその他運営に必要な経費として活用させ
ていただいております。

３　飲料水メーカー（順不同）
アサヒ飲料㈱、コカ・コーラボトラーズジャ

パン㈱、北海道コカ・コーラボトリング㈱、

消防育英会支援自動販売機の 
設置状況について

（公財）消防育英会

みちのくコカ・コーラボトリング㈱、北陸コ
カ・コーラボトリング㈱、沖縄コカ・コーラ
ボトリング㈱、ダイドードリンコ㈱、㈱ダイ
ドードリンコ北陸、サントリービバレッジソ
リューション㈱、東京キリンビバレッジサー
ビス㈱、ポッカサッポロフード＆ビバレッジ
㈱、みちのくキャンティーン㈱、ボランティ
ア・ベンダー協会、ナショナル・ベンディン
グ㈱、㈱伊藤園、東京ヤクルト販売㈱、大館
ヤクルト販売㈱、古河ヤクルト販売㈱、広島
中央ヤクルト販売㈱、FVジャパン㈱、大塚
製薬㈱熊本支店、㈱レイカ、㈱ユカ、㈱佐藤
総業、沖縄ボトラーズ㈱

４　設置のご相談
取り敢えず話を聞きたい、設置を検討した

いという場合ご連絡ください。各メーカーの
担当者を説明にお伺いさせていただきます。
設置の条件などについて、個別にご相談をさ
せて頂きます。

TEL：03-6263-9748
Mail：ikuei_info@nissho.or.jp
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東根市消防団　副団長

平山　道夫
山形県東根市消防団からは、平山副団長を紹介します。
東根市は、日本一の生産量を誇るさくらんぼをはじめ、ももやラ・フランス、

ぶどう、いちごなど四季を通してフルーツを楽しめる果樹王国です。平山副団長も、
初夏はさくらんぼ、冬はいちごを栽培しています。また、キッチンカーを所有し
いちごのスイーツ販売も手掛けており６次産業化も推し進めています。平山副団長
は平成29年に就任し、原田団長の元、安全安心なまちづくり
のため尽力されています。消防操法の訓練では、団員一人一
人にきめ細かな指導をし、安全確実な活動に繋がっております。

今後も、消防団活動同様、地域活性化のリーダーとして活
躍を期待されています。

山

形

県

前橋市消防団　13分団３部　団員

内山　大輔・明子
群馬県前橋市消防団からは、ご夫婦で消防団活動に励む内山（夫妻）団

員をご紹介いたします。
ご夫婦で入団することとなったきっかけは妻の明子さん。育児等で

忙しい毎日を送っている中、なにか地域貢献はできないかと考えていた
ときに、たまたまテレビで消防団の特集番組を目にし、「これなら地域貢
献ができるのでは」と他市で消防団員経験があった夫の大輔さんに相談
したところ「家事育児は２人で分担、協力すればできるからやりたいこ
とをやろう」と背中を押してくれ、夫婦揃って入団を決意されました。

これからも、地域のため、子どもたちのために夫婦で力を合わせ消
防団活動に励む内山団員のご活躍を期待しております。

群

馬

県

筑西市消防団　副団長

枝　孝弘
茨城県筑西市からは枝副団長を紹介します。
枝副団長は自動車整備士として「枝輪業商会」を営

み、一年を通して多忙な日々を過ごしていますが、
火災となれば誰より早く駆け付け、地元中隊の長と
して７個分団の指揮をとり、火災現場で奮闘してい
ます。また、昨年11月には、消防団員として功績が
称えられ、茨城県特別功績者表彰を授与されました。

働く姿は凛々しく、消火活動中は厳しい、そんな枝副団長ですが、 
私生活ではお孫さんをあやす可愛らしい一面もあります。

時には自動車整備士として、時には消防団員として、これからも市民の安心・安全を守り抜きます。

茨

城

県
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足利市消防団　第19分団　班長　

澤口　大樹
歴史と文化のまち「あしかが」を

守るまちのヒーロー、足利市消防
団からは、郷土愛の精神あふれる
澤口大樹班長を紹介します。

地元の役に立ちたいという強
い思いから、19年前に帰郷した
のを機に入団しました。親しみ
やすい人柄と持ち前のリーダーシップを発揮し、先輩・後輩団員か
らの信頼も厚く、精力的に消防団活動に参加しています。また、市
内の電気工事関係の会社に勤務する傍ら、トランペット奏者、吹奏
楽団の指揮者として活動、更にはPTA会長、吹奏楽部外部講師、ホタルの保護活動を通
じた小学生への環境教育に取り組む等、地域の発展と振興、子供たちの健全育成に多大な
貢献をしています。今後も様々な分野での活躍が期待されます。

栃

木

県

亀岡市消防団　吉川分団　団員

藤田　浩
亀岡市消防団からは、吉川分団の藤田浩団員を紹介します。

藤田さんは、平成３年から長きに渡り消防団活動に尽力され
ており、平成22年から平成28年までの６年間は、分団長を
務められ、地域防災の要として精力的に活動されています。
また、ポンプ操法大会にも４度出場しており、上位入賞を果
たすなど、他の団員から一目置かれている存在です。

そんな熱い心を持った藤田さんは、人望も非常に厚く、現
在、長年の消防団活動で得た知識と経験を活かし、後輩団員
の育成に努められています。

お仕事は、タイルや外壁などの外構の工事業をされており、
その知識は建物火災の危険予知などにも役立つとのことで、現場での火災防ぎょ、安全管
理及び消防活動において、リーダーとして団員を引っ張っていただいています。

今後も、亀岡市の安全・安心のため、ますますのご活躍に期待しています。

京

都

府

鳴門市消防団　団員

小林　昭夫
ヤットサー！ヤットヤット！
鳴門市消防団からは、消防団歴43年の小林昭夫団員を紹介します。
小林団員は、阿波踊りささ連の５代目連長で、今も現役の踊り手として活躍しています。

人生の大半を阿波踊りと共に歩んできており、毎年、阿
波踊り本番を控えた夏季になると練習に打ち込み、それ
以外の時間は体力維持のためにスポーツジムに通うな
ど、まさに阿波踊りに身を捧げております。

阿波踊り活動を通じて日頃より人と人とのつながりを
大切にしながら地域住民との交流を深め地域防災の中核
となる消防団員として、今後、更なる活躍が期待されます。

二拍子に舞う徳島の夏。ぜひ見に来てください。

徳

島

県
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広場
団
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徳島県「一人でも多くの命を守りたい」

鳴門市消防団 
副団長

小黒　孝義

消防操法大会の小型ポンプの部では、初めて
指揮者として挑戦しました。ここ数年は新型
コロナウイルス感染症の影響により、通常の
消防団訓練もできていない中でしたが、出場
した選手と一致団結し訓練に励みました。地
域防災を担う者として、更なる士気の高揚に
つながるすばらしい経験を積むことができま
した。この経験を鳴門市の安心安全を守るた
めの活動に活かしていきます。

近い将来起こるといわれている南海トラフ
巨大地震。私はそのときに一人でも多くの命
を守りたいという思いをずっと抱いていま
す。しかし、全国的に消防団員は減少傾向に
あり鳴門市も同様です。災害から家族や市民
の生命と財産を守るためには、消防団員の人
数確保が急務です。また、消防団活動は家族
や周囲の人々の支えがあって行うことができ
るので、感謝の気持ちを忘れないようにした
いです。

災害はいつ発生するかわかりません。消防
に対する市民の期待は一層増大しており、市
民の生命・財産を守るという消防の任務はま
すます重要になってきております。

今後も、市民の負託に応えるために消防精
神の高揚に努め、市民の安全確保のため一層
精進していきます。

鳴門市は四国の東部に位置し、面積は
135.66㎢、人口約55,000人の町で、昔から製
塩業で本市を支えてきましたが、近年では全
国的ブランドのさつまいも（鳴門金時）や、鳴
門海峡で育った鳴門わかめ・鳴門鯛などの特
産品は全国的にも知られています。また、う
ず潮で名高い瀬戸内海国立公園「鳴門」を中心
とする雄大な自然や、四国霊場の１番札所「霊
山寺」、世界的に有名な「阿波おどり」など観
光資源にめぐまれた、温暖で雨の少ない瀬戸
内海型の非常に住みやすい町として発展して
います。

鳴門市消防団は１本部、43分団で構成され
団員数895人（令和５年２月１日現在）が市内
で活動しています。

私が消防団に入団したきっかけは、地域で
消防団員をしている方からの勧誘でした。25
歳で初めた消防団活動も今年で35年目を迎え
ております。以前から出場したかった徳島県

消防操法訓練の様子 徳島県消防操法大会
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